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第１章 事業実施概要

1. 事業の目的

わが国において、医療、介護等の現場における専門職の確保は厳しい状況にあり、特

に中山間地域についてはその状況は一層深刻なものである。地域における多様な地域

資源、関係専門機関や行政等との連携・協働を推進して、中山間地域等における施設・

事業所に就労する医療、介護の専門職の確保定着を図ることが喫緊の課題となってい

る。

本事業では、上記の課題意識に基づいて、中山間地域等の自治体のニーズを踏まえ

つつ、医療、介護等の専門職（主に、介護福祉士）の確保と定着について、現状分析を

行い、その結果に基づいて、中山間地域等の施設・事業所における医療、介護の専門職

特に介護福祉士 の確保定着を推進する方策について提言を行うことを目的とした。

調査検討では、特に地域内の専門職養成施設が「医療、介護等施設・事業所」、「自治

体（県及び市町村）」、地方厚生局その他各種地域資源と連携して医療、介護の専門職の

確保定着を推進する方策のあり方に焦点を当て、特に、以下の２つの取組みについて

検討することとした。

①養成施設の卒業生が就職した中山間地域等の施設・事業所において、就業継続す

る（定着する）ことを支援する事業

②当地域内の中学校や高等学校の生徒や教職員、保護者等に対する効果的な啓発

事業を実施する取組み



2. 事業の進め方

(1) 調査研究委員会の設置
事業の進め方や調査結果について分析・検討するために、以下の「中山間地域等の医

療、介護人材の確保等に関する調査研究委員会」を設置した。

委員長は広島国際大学教授上原千寿子氏、委員は、学識者、介護事業者、介護福祉士

会、自治体、関係団体等 名とした。

オブザーバーとして、中国四国厚生局 健康福祉課、地域包括ケア推進課が参加した。

事務局は三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングとした。

（敬称略）

【委員長】

上原 千寿子 広島国際大学医療福祉学部 教授

公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 理事

【委 員】

（学識経験者）

松原 由美 早稲田大学人間科学部 准教授

丸山 法子 一般社団法人リエゾン地域福祉研究所 代表理事

（事業者、関係団体等）

遠部 敦也 広島県社会福祉法人経営者協議会 理事

社会福祉法人聖恵会 法人事務局 局長

堀部 徹 （一般社団法人岡山県老人保健施設協会推薦）

医療法人紀典会 専務理事（老人保健施設エスペランスわけ）

安田 国彰 （一般社団法人山口県介護福祉士会推薦）

社会福祉法人高森福祉会

特別養護老人ホーム高森苑 施設長補佐

宮本 一郎 公益財団法人介護労働安定センター 鳥取支部 支部長

（自治体）

渡邊 利恵 島根県健康福祉部高齢者福祉課 調整監

毛利 久子 広島県庄原市高齢者福祉課 課長

【オブザーバー】

中国四国厚生局 健康福祉部 健康福祉課

中国四国厚生局 健康福祉部 地域包括ケア推進課

【事 務 局】 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

星芝 由美子 社会政策部 主任研究員

国府田 文則 共生社会部 主任研究員

鈴木 陽子 共生社会部 主任研究員

山本 将利 経済政策部 主任研究員



各回委員会・会合等の開催時期・検討テーマ

時期 議題

第１回 月 日 ①事業計画書案の報告

②委員による各県の取り組み等の報告

③アンケート・グループインタビューの実施概要・調査票案の検

討

③ 市町村向けアンケート

③ 養成施設向けアンケート

③ グループインタビュー

④先行事例の訪問調査候補について：委員の推薦等

交流会 月 日 ①各県の地域医療介護総合確保基金の担当者による交流会・意

見交換会の開催

① 地域医療介護総合確保基金による取組

① その他の取組

第２回 ２月 日 ①調査の進捗報告

第３回 ３月１１日 ①調査の進捗報告

②調査結果を踏まえ、対応方策についての議論（報告書案の検

討）

調査結

果報告

会

３月 日 ○日本介護福祉士養成施設協会の会員の方等を対象に、調査

結果を提示、結果の分析や考察、施策の在り方に関するご意見

をいただく。

(2) 調査の実施

① 既存情報の収集

中国地方の５県や福祉人材センター等が実施している調査やデータ等の既存情報を

収集した。

② 自治体調査における取組状況の把握調査

② 各県における取組状況の把握

（ア）把握内容・テーマ

○地域医療介護総合確保基金による取組・事業の実態

○その他の取組・事業の実態

（イ）方法

○公表資料の整理（中国地方の５県共通項目や単独事例の整理、全国からユニ

ークな取り組みを公表資料から整理）

○意見交換会の開催



② 市町村における取組状況の把握

（ア）把握内容・テーマ

○市町村における介護専門職の確保定着推進に関する取組・事業の実施状況

○介護専門職の養成施設との連携等の実態把握

（イ）方法

○市町村介護基盤整備担当部署に対する郵送アンケート

③ 中国地方の介護福祉士養成施設に対するアンケート

中国地方の中山間地域や離島における介護福祉士の確保、定着、育成に関する中国地

方に立地する介護福祉士養成施設の取組状況について把握するために、中国地方に立

地する介護福祉士養成施設（全数）に対する郵送アンケートを行った。

主なテーマは以下のとおりとした。

【主なテーマ】

概況

在学生の概況

年度の卒業生の概況

介護福祉士養成学科・コース在学生の実習の状況

在学生に対する就業継続支援の取組状況

「介護施設・事業所における介護福祉士の確保・定着・育成を支援する各種取

組」の実施状況

他養成施設（全国、中国地方）における「中山間地域や離島の介護施設・事業所

における確保・定着・育成における養成施設と多機関等との協働連携事例」紹介

外国人留学生の受け入れ状況と今後の意向

中国地方の中山間地域・離島における効果的な“介護福祉士養成施設と多機関協

働・連携事業”の提案

．当取組に対する今後の役割発揮意向

④ 介護福祉士の養成施設卒業生等に対するグループインタビュー

中国地方に立地する介護福祉士養成施設の卒業生（介護福祉士）に対して、地域内・

外の介護サービス施設・事業所に就職した理由や今後のキャリア展開意向等について

グループインタビューを行い、中山間地域等の施設・事業所に就職し、継続就業するこ

とを阻害している要因、確保定着を促進するために必要な支援等を把握し、中山間地

域等の施設・事業所における介護人材の確保定着を促進する方策の検討に資する情報

を収集した。



⑤ 先行事例調査

介護人材の確保、定着のための先行的な取り組みを実施している市町村、養成施設、

関係団体等を対象に、訪問ヒアリングを実施した。上記②③の結果より抽出した事例

を対象とし、市町村と介護福祉士養成施設や団体等が連携して取り組んでいる事例に

特に注目した。

⑥ 調査結果の報告会の実施

本事業の成果を踏まえ、介護福祉士養成施設の教職員を対象に本事業の調査結果の

報告会を開催し、参加者から結果の分析や考察、施策の在り方に関する示唆をいただ

いた。



第２章 市町村調査

 
第１節 調査実施概要

 
（１）目的

市町村における介護福祉士等介護職員の確保定着推進に関する取組・事業の実施状況を把

握し、また、介護福祉士養成施設との連携等の実態を把握することを目的とする。 
 

（２）対象

中国地方の全市町村（107 市町村） 
 
（３）調査手法

郵送配布・郵送回収 
 

（４）調査期間

平成 30 年 11 月 20 日～12 月 6 日 
※回収状況を考慮し、12 月 12 日までに当社到着分を対象に集計を行った。 
 

（５）調査項目

〇介護福祉士等の確保の状況 
〇介護職員の確保・定着の取り組みについて 
〇介護福祉士養成施設等の連携・提携 
〇介護職員の確保・定着に関して中国四国厚生局、厚生労働省、県へ期待する役割、施 

策 
〇市町村内の介護施設・事業所 ／等 

  



第２節 回収状況

調査票の回収数は 68 件、回収率は 63.5％であった。 
 

対象数

（発送数）
回収数 回収率

鳥取県 ％

島根県 ％

岡山県 ％

広島県 ％

山口県 ％

合計 ％

 
第３節 調査の結果の詳細

 
１．職員確保の状況

（１）職員確保の難しさ

① 介護保険の入所施設

介護保険の入所施設において、「介護福祉士」の確保は、「難しい」が 45.6%、「非常に難し

い」が 19.1%であった。「その他の介護職員」の確保は、「難しい」が 42.6%、「やや難しい」

が 23.5%であった。 

② 訪問介護事業所

訪問介護事業所の「介護福祉士」の確保は、「難しい」が 44.1%、「非常に難しい」が 25.0%
であった。「その他の介護職員」の確保は、「難しい」が 39.7%、「非常に難しい」が 23.5%で

あった。 

③ 通所介護事業所

通所介護事業所の「介護福祉士」の確保は、「難しい」が 41.2%、「やや難しい」が 25.0%
であった。「その他の介護職員」の確保は、「難しい」が 38.2%、「やや難しい」が 29.4%であ

った。 

④ 地域密着型施設・事業所

地域密着型施設・事業所の「介護福祉士」の確保は、「難しい」が 50.0%、「非常に難しい」

が 19.1%であった。「その他の介護職員」の確保は、「難しい」が 48.5%、「やや難しい」が

23.5%であった。 
 



図表 職員確保の状況：介護保険の入所施設：介護福祉士
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16.2%
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23.5%
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0.0%
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0.0%
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1.5%
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介護福祉士

その他の介護職員

介護福祉士

その他の介護職員

介護福祉士

その他の介護職員

介護福祉士

その他の介護職員

入
所
施
設

訪
問
介
護
事
業
所

通
所
介
護
事
業
所

地
域
密
着
型
の

施
設
・
事
業
所

非常に難しい 難しい やや難しい 特に難しくない わからない 該当ｻｰﾋﾞｽがない



① 職員確保 介護保険入所施設 介護福祉士

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



 
② 職員確保 介護保険入所施設 その他の介護職員

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



① 職員確保 訪問介護事業所 介護福祉士

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



② 職員確保 訪問介護事業所 その他の介護職員

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



① 職員確保 通所介護事業所 介護福祉士

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 
  



② 職員確保 通所介護事業所 その他の介護職員

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 
  



① 職員確保 地域密着型施設･事業所 介護福祉士

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 
  



② 職員確保 地密着型施設･事業所 その他の介護職員

合計 非常に

難しい

難しい やや難

しい

特に難

しくな

い

わから

ない

当該ｻｰ

ﾋﾞｽが

ない

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 
 



（２）専門職で確保が困難だと思う職種

介護福祉士・その他の介護職員以外で、介護施設や介護事業所で働く専門職で、確保が困

難だと思う職種は、「看護師」が 55.9%、「介護支援専門員」が 50.0%、「理学療法士」、「作業

療法士」がそれぞれ 19.1%であった。 
 

図表 専門職で確保が困難だと思う職種 複数回答  

 

  

8.8%

55.9%

19.1%

19.1%

13.2%

50.0%

11.8%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80%

特にない

看護師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

介護支援専門員

その他

無回答



専門職で確保が困難と思う職種

合計 特にな

い

看護師 理学療

法士

作業療

法士

言語聴

覚士

介護支

援専門

員

その他 無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

  



（３）介護職員確保が困難な状況の情報入手先

介護職員確保が困難な状況の情報入手先は、「介護施設やサービス事業者」が 91.2%、「介

護保険に関して行政が主催する会議等」が 30.9%、「市町村の他部署」、「介護専門職の養成校」

がそれぞれ 7.4%であった。 
 

図表 介護職員確保が困難な状況の情報入手先 複数回答  

 
  

7.4%

30.9%

91.2%

5.9%

0.0%

7.4%

4.4%

11.8%

2.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市町村の他部署

介護保険に関して行政が主催する会議等

介護施設やｻｰﾋﾞｽ事業者

介護施設やｻｰﾋﾞｽの利用者

住民(介護施設やサービスの利用者を除く)

介護専門職の養成校

県

その他

特になし

無回答



介護職員確保が困難な状況の情報入手先

合計 市町

村の

他部

署

介護

保険

に関

して

行政

が主

催す

る会

議等

介護施

設やｻｰ

ﾋﾞｽ事

業者

介護

施設

やｻｰ

ﾋﾞｽの

利用

者

住民 介護

専門

職の

養成

校

県 その

他

特に

なし

無回

答

全体

都道

府県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市

分類

政令

市・中核

市

その他

の市

町

養成

施設

の有

無

養成施

設あり

養成施

設なし

  



 
（４）介護職員確保が困難なことによって生じている現象

サービス提供量が縮小されたり、事業所の休止・廃止、新規事業所の整備が困難という回

答が多く、事業所の運営の見通しが持てない、という回答もあった。人員基準ぎりぎりでサ

ービス提供をしている現状や、職員の残業や休みがとれない、結果的に離職者が増える等、

職員に負担がかかっている状況の指摘があった。サービスの質の低下や事故の増加、プラン

変更への対応が困難なことや、他のサービス利用や利用抑制、他町の事業所への依頼といっ

た回答もあった。また、介護報酬の減算という回答もあった。 
 
【主な回答内容】 
〇サービス提供量の縮小、サービス提供困難 

・介護職の不足により入居者数制限  
・サービス提供日の減少 
・定員数まで利用できない事業所がある。 
・介護職員の不足により、一部の事業所でサービス提供の受け入れを制限している所があ

る。 
・サービスの制限 
・サービス利用を断られる。 
・サービスを受託できる件数が限られている事業所が多い 
・通所介護事業所を廃止し地域密着型へ移行（利用定員の減） 
・新規受入が困難 
・介護支援専門員の不足によって、新規の利用者の担当を受けてくれる事業所を探すこと

が困難。介護職員の不足によって、訪問介護を受けてくれる事業所が減ってしまった。 
・訪問介護員の不足により、サービス利用の新規受入れを見合わせる現象が生じている。 
・短期入所の受入制限、特養の定員削減 
・ケアプランが作成できない、ケアマネがいない 
・指定した事業所が事業規模の縮小を余儀なくされた。 
・定員を減らすことを検討している施設がある。 
・提供サービス回数の減少 
・認知症対応型共同生活介護施設での受入数の制限 
・事業所の利用定員の削減 
・介護職員数の不足からベッドを稼働させられない。 
・介護職員（泊まり）の不足により、グループホームが 1 ユニット閉鎖となった。 
・職員の不足によって、定員を充足できない事業所がある。 

 
〇事業所の休止・廃止、撤退、新規整備が困難 
・介護職の退職によりサービス廃止 



・介護支援専門員の不足によって、事業所が撤退してしまった。 
・介護支援専門員の不足により、予防プランの委託が難しくなりつつある。 
・介護職員不足により事務所（デイサービス等）が閉鎖となった 
・介護職員の不足によって事業所が撤退した。 
・職員補充が出来ないため、規模を縮小したり休業した通所介護事業所がある。 
・介護職員の確保が出来ず、事業廃止となった例がある。 
・事業の規模縮小、撤退 
・サービス事業の休止・縮小等 
・人材不足により事業所の休止・廃止となっている。 
・サービスの休止、利用の制限 
・居宅介護支援事業所の休止及び廃止 
・介護職員の確保が困難であるため、事業を休止している事業所がある。 
・介護報酬の低下、職員の不足により廃止（休止）する事業所がある 
・介護職員の不足によって、事業所が撤退もしくは休止してしまう。 
・中山間地域の事業所において、立地条件等を背景とした人材不足で事業廃止された。 
・看護師の確保が困難なことにより、看護小規模多機能型居宅介護事業所の整備が進んで

いない 
・人員基準が満たせず、休・廃止する事業所がある 
 
〇事業所運営の見通しがもてない 
・事業所運営の見通しがもてない 

 
〇人員基準ぎりぎりでのサービス提供 
・慢性的に人手が不足しており、業務を遂行することで手一杯。 
・余剰の配置が難しい事業所もあり、人員基準ギリギリでサービス提供を行っている所も

ある。 
 
〇職員の負担増、体制構築が困難、離職者の増 
・残業が常態化している事業所もある。 
・退職等により不足し、補充できない場合に、時短勤務職員を常勤にシフトするなど（依

頼して）いる。 
（スタッフ不足のため）ケアマネジャー、ヘルパー、介護職員１人１人の職員への負担が

大きい。休みが取れない。 
・シフトを組むのが困難 
・現場での兼務割合が増えている。 
・事業所における職員への負担の増加。またこれにより離職者が増え、採用も困難になっ

ている。 



・離職者の増加 
 
〇サービスの質の低下 
・サービスの質の低下 
・より良いサービスの提供が難しい 
・人員基準を満たすことに精一杯となり、人材の質・ケアの質が低い事業所がある。 
・サービスの質の低下 
 
〇事故の増加 
・事故の増加 
 
〇介護報酬の減算等 
・減算となった施設がある。 
・人員基準欠如減算による過誤申立の発生 
 
〇プラン変更への対応が困難 
・急なプランの変更に対応しづらいと断られる。 
 
〇他のサービス利用、利用抑制 
・訪問介護の職員の不足していることにより、ショート利用が増えてきている。 
・サービスがおさえられている可能性あり。 
 
〇他町の事業所への依頼 
・他町の事業所のサービスを利用して回している 
 

 



２．介護職員の確保・定着の取り組みについて

（１）市町村としての介護職員の確保の支援・対応への考え

市町村としての、介護職員の確保の支援・対応への考えは、「施設やサービス事業所が介護

職員の確保に務めており、必要に応じて、市町村は支援をすべき状況である」が 36.8%、「施

設やサービス事業所の介護職員の確保が厳しい状況に市町村としても危機感を持っており、

市町村が対応すべき重要課題である」が 22.1%、「施設や介護サービス事業所によっては、介

護職員確保が困難であり、市町村が支援すべき状況である」が 19.1%であり、「施設やサービ

ス事業所の介護職員の確保について、市町村としての対応は特に考えていない」は 17.6%で

あった。 
 

図表 介護職員の確保の支援・対応への考え  

 
  

22.1% 19.1% 36.8% 17.6%

0.0%

2.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危機感を持っており､市町村が対応すべき重要課題である
介護職員確保が困難であり､市町村が支援すべき状況である
必要に応じて､市町村は支援をすべき状況である
介護職員確保について､市町村としての対応は特に考えていない
よくわからない
その他
無回答



 
介護職員の確保の支援･対応について

合計 危機感

を持っ

てお

り､市

町村が

対応す

べき重

要課題

である

介護職

員確保

が困難

であ

り､市

町村が

支援す

べき状

況であ

る

必要に

応じ

て､市

町村は

支援を

すべき

状況で

ある

介護職

員確保

につい

て､市

町村と

しての

対応は

特に考

えてい

ない

よくわ

からな

い

その他 無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし



（２）介護職員の確保・定着の取り組み

市町村において、介護職員の確保・定着の取り組みは、「特に積極的とはいえないが、行っ

ている」が 44.1%、「積極的に行っていると思う」が 14.7%であり、「特に行ってはいない」

は 41.2%であった。 
図表 介護職員の確保・定着の取り組み  

 
介護職員の確保･定着の取り組みについ

て

合計 積極的に

行ってい

ると思う

特に積極

的とはい

えない

が､行っ

ている

特に行っ

てはいな

い

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 

14.7% 44.1% 41.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に行っていると思う

特に積極的とはいえないが､行っている

特に行ってはいない



 
（３）介護職員の確保・定着の取り組みの実施が難しい理由

介護職員の確保・定着の取り組みの実施が難しい理由は、「実施するための職員が不足して

いる」、「実施するための財源が不足している」がそれぞれ 55.9%であり、「関係団体等との連

携が難しい」が 23.5%であった。 
 

図表 介護職員の確保・定着の取り組みの実施が難しい理由 複数回答  

 
  

55.9%

55.9%

13.2%

23.5%

14.7%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80%

実施するための職員が不足している

実施するための財源が不足している

補助金のﾒﾆｭｰが限定されており使いにくい

関係団体等との連携が難しい

その他

特になし



 
介護職員の確保･定着の取り組みの実施が難しい理由

合計 実施す

るため

の職員

が不足

してい

る

実施す

るため

の財源

が不足

してい

る

補助金

のﾒﾆｭｰ

が限定

されて

おり使

いにく

い

関係団

体等と

の連携

が難し

い

その他 特にな

し

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



（４）介護職員の確保・定着の取り組み内容

介護職員の確保・定着の取り組み内容は、「児童・生徒を対象に介護や介護の仕事の理解促

進」が 27.9%、「各種研修の実施・支援」が 22.1%、「人材確保に関する協議会の設置等」、「介

護人材の定住促進支援」がそれぞれ 16.2%であった。 
「特に取り組んでいない」が 33.8％であった。 

 
図表 介護職員の確保・定着の取り組み内容 複数回答  

 

  

16.2%

2.9%

27.9%

10.3%

14.7%

2.9%

7.4%

4.4%

16.2%

5.9%

22.1%

1.5%

10.3%

0.0%

4.4%

2.9%

2.9%

20.6%

33.8%

1.5%

0% 20% 40%

人材確保に関する協議会の設置等

その他の基盤整備

児童･生徒を対象に介護や介護の仕事の理解促進

地域住民を対象に介護や介護の仕事の理解促進

助け合いによる担い手の養成

介護福祉士養成課程に係る介護実習支援事業

介護未経験者に対する研修支援事業

多様な人材層に応じたﾏｯﾁﾝｸﾞ機能強化

介護人材の定住促進支援

その他の参入促進策

各種研修の実施･支援

潜在介護福祉士の再就業促進

その他の資質向上策

人材育成力の強化

勤務環境改善支援

子育て支援

その他の労働環境･処遇改善策

その他

特に取り組んでいない

無回答



介護職員の確保･定着の取り組み内容

合計 人材確

保に関

する協

議会の

設置等

その他

の基盤

整備

児童･

生徒を

対象に

介護や

介護の

仕事の

理解促

進

地域住

民を対

象に介

護や介

護の仕

事の理

解促進

助け合

いによ

る担い

手の養

成

介護福

祉士養

成課程

に係る

介護実

習支援

事業

介護未

経験者

に対す

る研修

支援事

業

多様な

人材層

に応じ

たﾏｯﾁﾝ

ｸﾞ機能

強化

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
  



介護職員の確保･定着の取り組み内容

合計 介護人

材の定

住促進

支援

その他

の参入

促進策

各種研

修の実

施･支

援

潜在介

護福祉

士の再

就業促

進

その他

の資質

向上策

人材育

成力の

強化

勤務環

境改善

支援

子育て

支援

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

  



介護職員の確保･定着の取り組み

内容

合計 その他

の労働

環境･

処遇改

善策

その他 特に取

り組ん

でいな

い

無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中

核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 



（５）介護職員の確保・取り組みの内容として、最も力を入れているものと、その事

業の概要

 
介護職員の確保、取り組みの内容として、最も力を入れているものをたずねたところ、介

護人材育成支援事業、就職支援金等の経済的な支援や処遇の改善をはかったり、研修等によ

り介護技術向上のための取組を行っていた。また、中学校や高等学校と連携しての意識啓発

や広報活動も挙げられた。多様な担い手の養成や定住促進を目指しての県外でのイベント開

催なども挙げられた。 
 
【主な回答内容】 
〇介護人材育成支援補助金・就職支援金 

・介護人材育成支援事業 （概要）介護福祉士国家資格を取得しようとする就労者（就学

生）に生活費の支援を実施する介護事業所に対して補助金を交付するもの。 （理由）

介護人材育成施設の学生募集にも奨学金等制度として位置付けており、介護人材の確保

と人口減少への対策として行っている事業であり、介護職員の確保・定着に有効的であ

るため。 
・就職支援金として２０万円を支給している。Ｈ２９年度から実施しており、これまで１

０件の実績がある 
・平成 24 年度から介護福祉士養成奨学金制度を活用して、介護福祉士の人材育成に取組ん

でいる。 
・介護学生奨学支援金給付制度（平成 30 年度～） ・介護福祉士の資格取得後、本市内の

介護保険事業所等に 3 年以上勤務する意志のある介護学生に修学資金を給付する。・月額

50,000 円（4 年を上限とする） ・本市の介護を支える人材の育成と介護人材の確保を

図ることにつながる。（平成 31 年 4 月には、制度を利用した学生が市内に就業予定であ

る。） 
・介護人材育成支援事業 （概要）介護福祉士および介護支援専門員の資格取得試験にか

かる受験料や、介護職員初任者研修および介護職員実務者研修の受講料の一部を助成す

るもの。 （理由）介護の人材確保は喫緊の課題であり、資格試験、研修を受けやすく

し、介護従事者の拡大につなげる。 
・介護職員等研修受講料助成金交付事業 （概要）人材確保及び既就労者の資質向上を図

るため、市内に住所を有し、研修終了・資格取得した日から市内事業所に６か月以上従

事した場合助成金（上限 5 万円）を交付。（交付対象研修・資格：初任者研修、介護福祉

士、介護支援専門員） （理由）助成金の交付者は追跡調査から、離職率が低くなって

いる。 
 
〇賃金の向上や処遇の改善 
・介護保険サービス事業者への集団指導等を通じ、処遇改善加算による賃金の向上や処遇



の改善に努め、介護人材確保や資質の向上を図っている。 
 
〇研修実施 
・介護従事者確保事業として、①介護職員キャリアパス導入支援、②介護職員新人研修支

援、③２年目介護職員同窓研修支援を実施している。必要な人材を確保するため、「未就

業者等に対して、介護分野の職業に関心を持ってもらう事」「就業者に対して、離職の防

止や定着の促進を図る事」を意識しながら実施しているため効果的と思われる。 
・介護職員技能等向上支援事業 （概要）県介護福祉士会から介護技術を専門とする講師

として、介護福祉士の派遣を受け、主として外部研修を受ける機会が比較的少ない小規

模事業所を訪問し、介護技術に関する現場での助言や相談に対応することをもって、介

護職員の人材育成及び介護サービスの質の向上（底上げ）を図ることを目的とするもの。

（理由）離職を防ぐ効果が期待されるとともに、全事業所を対象とした集団指導の場に

おいて、現場研修に対する講評を行うことで、全体の底上げにもつながっているものと

考えている。 
 
〇ノーリフティングケアの実現に向けた支援 
・ノーリフティングケアの実現に向けた支援（平成 31 年度より着手） ・モデル事業所へ

のリフト等導入支援 ・ノーリフティングケアの実現に必要なマネジメントスキル研修

等の実施 
 
〇中学・高校との連携 
・県立高校が実施している生活福祉科の生徒を対象とした、介護職員初任者研修において、

カリキュラムの一部を講師として任うなど、人的支援を行なっており、毎年その内の数

名が地元の介護施設等に就職している。 
・介護人材確保対策事業 （概要）市内高等学校の授業を通して、福祉の仕事のやりがい

や魅力を伝える （理由）今までは介護職にあまり興味を持っていなかった生徒の介護

への興味関心を高めることにより、潜在的介護人材の確保につながるから。 
・高校コーディネーターと連携し、３年生の課題研究のテーマに「介護・福祉」を設定。

町内のグループホーム等での体験を通じ、介護施設への就職につなげる。（Ｈ30 年度 １

名採用決定） Ｈ31 年度は福祉コースの授業の枠を使い（町内の介護事業所職員を講師

に）認知症のケア・コミュニケーションを学ぶプログラムを検討。介護の仕事に興味を

持ってもらい就職に結び付けることが狙い。 
・若い頃に介護の現場を体験してもらう。介護職に興味を持ってもらって就労者の増加を

図る事が効果的な取組と考える。 
・市内中学校にて、介護従事者による介護に関する講話を実施している。- 
・中学生介護人材育成事業として、町内の中学生で希望する生徒に町内の介護事業所で介

護職の仕事を体験してもらっている。高齢者への理解が深まり、介護職の魅力ややりが



いを体感することで将来の介護人材の育成する機会になればと考えている。 
・中学生を対象に、介護事業所等でのボランティア事業の実施。 
・学校の児童・生徒を対象に介護や介護の仕事の理解促進 （概要）中高生や保護者を対

象に行う介護の仕事見学会 （理由）介護の仕事に興味を持ってもらうための取組であ

り、継続的に実施している。 
・介護の仕事についてパンフレットを作成し、中学校で配布した。 
 
〇広報・啓発 
・福祉・介護の仕事イメージ変革 福祉の仕事のしんどい、大変というイメージ先行な面

を払拭するために、現場の生の声を伝えたり、なぜ介護の職を選んだのかなどを伝え興

味をもってもらう取り組み。 
 
〇多様な担い手の養成 
・助け合いによる担い手の養成：介護保険制度で生活の全てを支えることは困難である。

自助や互助を通じて身近な楽しみを持ってもらえたらよいと考えている。 
・訪問型サービスＡの担い手として生活支援員養成講座を開催。有資格者については、身

体介護へ移行していただき生活援助部分について養成講座修了者に担っていただく。 
・シニア向け起業就職面接会。厚生労働省の生涯現役促進地域連携事業の採択を受け実施。 
・介護予防・健康づくりリーダー（ゆりりんメイト）の養成。平成 27 年度から 5 年間で

100 人（目標）養成し、町民への普及・啓発を行うことにより、平成 26 年度に考案され

た「ゆりりん体操」の継続的な実践と介護予防の推進を図る。 
 
〇定住促進支援・県外でのイベント 
（他地域での福祉イベント） 
・名古屋、岡山でライブハウスを貸し切り、福祉のイベント開催。地元食材を使った地元

料理を食べながら、プレゼン、ワークショップ（２会場で５０名参加）。また、町へのデ

トックスツアー開催（７名参加）。島の歴史・文化、人や暮しについて、五感で知る体験。

２名移住予定。 
・介護人材の定住促進支援：県外でのイベント時等で定住促進支援を紹介すると共に、福

祉職員職場体験等旅費支援事業補助金や福祉職員等確保対策給付金についてもアピール

している。 



３．介護福祉士養成施設等の連携や提携状況

（１）介護サービスの充実・強化等を目指した連携や提携の有無

介護サービスの充実・強化等を目指した連携や提携の有無は、「ある」が 20.6%であった。 

図表 介護サービスの充実・強化等を目指した連携や提携の有無

介護ｻｰﾋﾞｽの充実･強化等に

ついての連携や提携の有無

合計 ある ない 無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・中核

市

その他の市

町

養成施

設の有

無

養成施設あ

り

養成施設な

し

20.6% 77.9% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



（２）連携・提携内容

連携や提携が「ある」と回答した 14 市町村に対して、連携・提携先ごとの、連携・提携内

容をたずねた。 

① 市町村内の「介護福祉士」養成施設

市町村内の「介護福祉士」養成施設との連携・提携内容は、「運営等委員会等の委員として

の参画」が 35.7%、「包括的な連携・協定」が 28.6%、「市町村の介護関連事業に有識者とし

て協力」が 21.4%であった。 

② 市町村内の医療系の人材養成施設

市町村内の医療系の人材養成施設との連携・提携内容は、「運営等委員会等の委員としての

参画」が 35.7%、「包括的な連携・協定」が 28.6%、「市町村の介護関連事業に有識者として

協力」が 21.4%であった。 

③ 市町村外の「介護福祉士」養成施設

市町村外の「介護福祉士」養成施設との連携・提携内容は、「市町村の介護関連事業に有識

者として協力」が 14.3%、「包括的な連携・協定」、「運営等委員会等の委員としての参画」、

「住民を対象とした講座等の実施や講師派遣」、「市町村内の施設や事業所での受け入れの支

援」がそれぞれ 7.1%であった。 

④ 市町村外の医療系の人材養成施設

市町村外の医療系の人材養成施設との連携・提携内容は、「包括的な連携・協定」、「運営等

委員会等の委員としての参画」、「市町村の介護関連事業に有識者として協力」、「市町村内の

施設や事業所での受け入れの支援」がそれぞれ 7.1%であった。 
 



図表 連携や提携が「ある」場合：連携・提携先別の連携・提携内容

 
  

28.6%

35.7%

21.4%

7.1%

0.0%

7.1%

0.0%

21.4%

28.6%

35.7%

21.4%

7.1%

7.1%

7.1%

0.0%

14.3%

7.1%

7.1%

14.3%

7.1%

0.0%

7.1%

0.0%

7.1%

7.1%

7.1%

7.1%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

包括的な連携･協定

運営等委員会等の委員としての参画

市町村の介護関連事業に有識者として協力

住民を対象とした講座等の実施や講師派遣

小･中学校･高校対象の授業実施や講師派遣

市町村内の施設や事業所での受け入れの支援

市町村職員を､養成施設の教員として派遣

その他

（市町村内） 介護福

祉士養成施設

（市町村内） その他

の介護・看護・医療系

人材養成施設

（市町村外） 介護福

祉士養成施設

（市町村外） その他

の介護・看護・医療系

人材養成施設



連携･提携内容 市町村内 ｢介護福祉士｣養成施設

合計 包括的

な連

携･協

定

運営等

委員会

等の委

員とし

ての参

画

市町村

の介護

関連事

業に有

識者と

して協

力

住民を

対象と

した講

座等の

実施や

講師派

遣

小･中

学校･

高校対

象の授

業実施

や講師

派遣

市町村

内の施

設や事

業所で

の受け

入れの

支援

市町村

職員

を､養

成施設

の教員

として

派遣

その他

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 
  



連携･提携内容 市町村内 医療系の人材養成施設

合計 包括的

な連

携･協

定

運営等

委員会

等の委

員とし

ての参

画

市町村

の介護

関連事

業に有

識者と

して協

力

住民を

対象と

した講

座等の

実施や

講師派

遣

小･中

学校･

高校対

象の授

業実施

や講師

派遣

市町村

内の施

設や事

業所で

の受け

入れの

支援

市町村

職員

を､養

成施設

の教員

として

派遣

その他

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

  



連携･提携内容 市町村外 ｢介護福祉士｣養成施設

合計 包括的

な連

携･協

定

運営等

委員会

等の委

員とし

ての参

画

市町村

の介護

関連事

業に有

識者と

して協

力

住民を

対象と

した講

座等の

実施や

講師派

遣

小･中

学校･

高校対

象の授

業実施

や講師

派遣

市町村

内の施

設や事

業所で

の受け

入れの

支援

市町村

職員

を､養

成施設

の教員

として

派遣

その他

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし



連携･提携内容 市町村外 医療系の人材養成施設

合計 包括的

な連

携･協

定

運営等

委員会

等の委

員とし

ての参

画

市町村

の介護

関連事

業に有

識者と

して協

力

住民を

対象と

した講

座等の

実施や

講師派

遣

小･中

学校･

高校対

象の授

業実施

や講師

派遣

市町村

内の施

設や事

業所で

の受け

入れの

支援

市町村

職員

を､養

成施設

の教員

として

派遣

その他

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 



４．介護職員の確保・定着に関して中国四国厚生局、厚生労働省、県へ期待する役割、

施策

 
（１）中国四国厚生局

・介護分野を対象とした就職説明会等の開催 
・今後も介護職員の確保・定着のための取組みを積極的に実施して欲しい。 
・県境に位置する町であり、隣県との交流・研修を担っていただきたい。 
・人材確保事業を継続できる補助金等を創設していただきたい。（離島活性化交付金はＨ３

１で３年になるため、その後が懸念されるため） 
・人材確保のための施策の研究、財政支援 
・介護職員の処遇改善、地位向上、イメージアップが図られる施策を期待する。 
・介護職の魅力をメディア等を利用し、広く周知いただきたい。 
・介護職の魅力、意義についての国民全体への普及、啓発 

 
（２）厚生労働省

・活用し易い処遇改善（報酬の算定要件）  
・今後も介護職員の確保・定着のための取組みを積極的に実施して欲しい。 
・処遇改善加算の増額 
・給与水準の引き上げ 
・介護職全般に対する処遇改善及び介護人材確保・定着に係る財源確保 
・効果的な介護職員の処遇改善策を実施していただきたい。 
・事務職を含め、介護に携わる人材の処遇改善について、推進いただきたい。 
・運営基準の緩和、処遇改善加算以外の方法による介護従事者への処遇改善 
・介護職員の処遇改善、地位向上、イメージアップが図られる施策を期待する。 
・人材確保の取組を介護報酬に反映する仕組づくり 
・過疎地域への職員を定着させるためには、（外国人労働者の受け入れを含め）住居等の施

設整備にかかる負担が大きい。さらに、交通手段の弱い中山間地域で働く者への支援策

を検討していただきたい。 
・制度等の変更も多く、市町村の役割が大きくなっているが、市町村の人員・人材も不足

している中での業務は大変になっている。 
・人材確保のための施策の研究、財政支援 
・小規模な施設は介護報酬単価の減額により、運営が厳しい 
・似通った制度を増やさず、まとめて欲しい。 
・財源の確保 
・事業者の作成する書類の簡素化 
・ハローワークでの取り組みを強化して欲しい。 
・介護職の魅力、意義についての国民全体への普及、啓発  



・介護人材確保、定着事業の地域支援事業への位置づけ  
・介護サービス種別の整理、統合  
・介護プロフェッショナルキャリア段位制度の普及促進  
・地域医療介護総合確保基金の柔軟な運用 
 

（３）県

・介護フェア等のイベントの開催や介護の技術（入浴介助等）を競う大会等の実施 
今後も介護職員の確保・定着のための取組みを積極的に実施して欲しい。 

・ヘルパー等への研修開催及び助成 
・介護職の魅力向上、イメージアップＰＲ  
・職員募集の窓口としての役割。広く人材確保するために、様々な条件を把握したワンス

トップ的な窓口を担ってほしい。 
・給与水準の引き上げについて、国に働きかけを行う事 
・市町村の人材不足の状況や仕事内容を把握して、支援体制を拡充して欲しい 
・人材確保のための施策の研究、財政支援 
・職員確保のための指導をして欲しい 
・大学等との連携 
・中山間地域で公共交通機関での通勤が出来ない介護施設、事業所への介護職員の確保・

定着は、かなり難しいと思われるので、介護職員の定住の補助金制度、派遣制度を検討

して欲しい。 
・多様な取組にも対応できる財源確保  
・介護職の研修の実施 
・県の介護人材の確保策（他団体への委託事業含む）について、事業内容や対象者等をと

りまとめた一覧表を作成していただきたい。 
・補助メニューの充実 
・他部局との連携への仕掛けづくり、働きかけ、情報発信 
・地域医療介護総合確保基金のメニューに介護サポーター人材づくり事業等のメニューを

追加 
・潜在介護福祉士等の職場復帰等のための研修会を適宜開催いただきたい。 
・各団体への補助金交付による間接事業だけではなく、直接事業も積極的に実施して欲し

い。 
・地域医療介護総合確保基金の柔軟な運用 
 

 



５．市町村内の介護施設・事業所

（１）市町村内の介護施設・事業所数と定員数

① 介護保険施設

１ 介護老人福祉施設（地域密着型以外）

地域密着型以外の介護老人保健施設は平均 5.8 か所、定員数は平均 383.6 人であった。 
 
２ 介護老人保健施設

介護老人保健施設は平均 3.3 か所、定員数は平均 263.8 人であった。 
 
３ 介護療養型医療施設・介護医療院

介護療養型医療施設・介護医療院は平均 1.3 か所、定員数は平均 61.1 人であった。 
 

② 居宅サービス事業所（予防サービスを含む）

１ 訪問介護事業所

訪問介護事業所の事業所数は平均 19.5 か所であった。 
 
２ 通所介護事業所（地域密着型以外）

地域密着型以外の通所介護事業所は平均 17.0 か所、定員数は平均 547.9 人であった。 
 
３ 特定施設入居者生活介護事業所

特定施設入居者生活介護事業所は平均 3.5 か所、定員数は平均 193.9 人であった。 
 

③ 地域密着型サービス事業所

１ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所は平均 0.9 か所であった。 
 
２ 夜間対応型訪問介護事業所

夜間対応型訪問介護事業所は平均 0.1 か所であった。 
 
３ 地域密着型通所介護事業所

地域密着型通所介護事業所は平均 13.8 か所、定員数は平均 175.0 人であった。 
 
４ 認知症対応型通所介護事業所

認知症対応型通所介護事業所は平均 3.0 か所、定員数は平均 32.3 人であった。 



 
５ 小規模多機能型居宅介護事業所

小規模多機能型居宅介護事業所は平均 6.4 か所、定員数は平均 160.1 人であった。 
 
６ 認知症対応型共同生活介護事業所

認知症対応型共同生活介護事業所は平均 11.4 か所、定員数は平均 185.7 人であった。 
 
７ 地域密着型特定施設入居者生活介護事業所

地域密着型特定施設入居者生活介護事業所は平均 0.3 か所、定員数は平均 9.6 人であった。 
 
８ 複合型サービス事業所（看護小規模多機能型居宅介護）

複合型サービス事業所（看護小規模多機能型居宅介護）は平均 0.5 か所、定員数は平均 12.9
人であった。 
 
９ 地域密着型介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設は平均 2.8 か所、定員数は 56.1 人であった。 
 



図表 市町村内の介護施設・事業所数と定員数

 
施設・事業所数 か所） 定員数 人）

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

①介護保険施設

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設･介護医療院

②居宅サービス事業所

訪問介護事業所

通所介護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

③地域密着型サービス事業所

定期巡回･随時対応型訪問介護看

護事業所

夜間対応型訪問介護事業所

地域密着型通所介護事業所

認知症対応型通所介護事業所

小規模多機能型居宅介護事業所

認知症対応型共同生活介護事業

所

地域密着型特定施設入居者生活

介護事業所

複合型ｻｰﾋﾞｽ事業所 看護小規模

多機能型居宅介護事業所）

地域密着型介護老人福祉施設

  



（２）基準該当サービス事業所の有無

基準該当サービス事業所の有無は、「ある」が 11.8%、「ない」が 86.8%であった。 
図表 基準該当サービス事業所の有無

 
基準該当ｻｰﾋﾞｽ事業

所の有無

合計 ない ある 無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 

11.8% 86.8% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



① 基準該当サービス事業所が実施している事業

基準該当サービス事業所が「ある」と回答した 8 市町村に対して、実施している事業をた

ずねたところ、「訪問介護」が 50.0%、「通所介護」、「短期入所生活介護」、「居宅介護支援」

がそれぞれ 37.5%であった。 
図表 基準該当サービス事業所が「ある」場合：実施している事業

 
基準該当ｻｰﾋﾞｽ事業所で実施している事業

合計 訪問介

護

訪問入

浴介護

通所介

護

短期入

所生活

介護

福祉用

具貸与

居宅介

護支援

その他

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 

50.0%

12.5%

37.5%

37.5%

12.5%

37.5%

12.5%

0% 20% 40% 60%

訪問介護

訪問入浴介護

通所介護

短期入所生活介護

福祉用具貸与

居宅介護支援

その他



② 導入検討の有無

基準該当サービス事業所が「ない」と回答した 59 市町村に対して、導入検討の有無をたず

ねたところ、「ある」が 3.4%であった。 
図表 基準該当サービス事業所が「ない」場合：導入検討の有無

 
基準該当ｻｰﾋﾞｽ事

業所の導入検討の有無

合計 ある ない 無回答

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

 
 

3.4% 88.1% 8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



（３）離島等相当サービスの有無

離島等相当サービスの有無は、「ある」が 2.9%であった。 
 

図表 離島等相当サービスの有無

 
離島等相当

ｻｰﾋﾞｽの有無

合計 ない ある

全体

都道府

県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

都市分

類

政令市・

中核市

その他の

市

町

養成施

設の有

無

養成施設

あり

養成施設

なし

2.9% 97.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない



 

 
 

第３章 事例調査

市町村と介護福祉士養成施設・学校等の機関が連携する等して介護人材の確保、定

着のための先行的な取り組みを実施している地域・学校等に対して訪問ヒアリングを

実施した。

対象先 対象先とした理由

島根県出雲市健康福祉部

出雲地域介護保険サービ

ス事業者連絡会（特別養護

老人ホーム施設長）

トリニティカレッジ出雲

医療福祉専門学校

・学校の児童・生徒を対象に介護や介護の仕事の理解促

進として、中高生や保護者を対象に行う介護の仕事見

学会を開催したり(この中で、介護福祉士養成施設での

模擬授業も実施)、介護の魅力ＰＲ冊子を作成し、市内

中学生徒（約 4,900 名）へ配布している。 
・充実したホームページによる情報発信を行っている。

（職員インタビュー、座談会、動画（腰を痛めない介

護現場の動画）、今後介護職を目指す人への応援メッ

セージ） 
https://www.izumo-kaigo.jp/symposium/161

岡山県新見市

（福祉部介護保険課、総務

部企画政策課大学連携推

進室）

・人口３万人の市において、公立大学で介護福祉士の養

成課程を持つ。市と大学の強力な連携状況がうかがえ

た。また、充実した介護学生奨学金給付制度が設けら

れている。

鳥取社会福祉専門学校 ・地域の介護施設、事業所等における介護人材の確保・

育成・定着に関して多様な取り組みを行っている。

鳥取県日野郡日野町

（健康福祉課、日野高等学

校魅力向上コーディネー

ター）

・高校コーディネーターと連携し、３年生の課題研究の

テーマに「介護・福祉」を設定。町内のグループホー

ム等での体験を通じ、介護施設への就職につなげる。

Ｈ 年度は福祉コースの授業の枠を使い（町内の介護

事業所職員を講師に）認知症のケア・コミュニケーシ

ョンを学ぶプログラムを検討。介護の仕事に興味を持

ってもらい就職に結び付けることを狙いとした取り

組みを行っている。

広島県安芸高田市

広島県立吉田高等学校

・市の職業紹介窓口「仕事応援窓口」を設置し、介護の

仕事を紹介。

・介護職員初任者研修への補助等も行っている。

・県立吉田高校の生活福祉科の生徒を対象とした、介護

職員初任者研修において、カリキュラムの一部を市職

員が講師を担うなど、人的支援を行なっている。

以下では、対象先ごとにヒアリングでききとった記録を掲載した。



 

 
 

１ １）出雲市健康福祉部高齢者福祉課

【出雲市の取り組み経緯】

○介護人材の確保・定着に向けた施策については、これまで県が中心となり継続的に

取り組まれてきたが、市議会において企業誘致を含めた人材確保が重要な課題とし

て取り上げられ、医療・保育に続いて介護人材確保の取組が必要とされた。

○本市においては、県に対し、介護人材の確保対策事業の一層の取組強化や市町村が

介護従事者確保対策事業を実施するにあたり、補助対象としていただくよう要望を

行ってきた。

○平成 年度には、市内の介護保険サービス事業者で構成される出雲地域介護保険

サービス事業者連絡会、介護福祉士等養成校、島根大学、関係企業などからなる「介

護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議」を設置し、実態把握アンケート調査

を行い、取り組むべき方針を明らかにした。

○会議はボランタリーな形であったことから、やれることをやった方がよいという考

えで、取組みが始まり現在も続いている。行政が主体となり人材確保を行うとする

と、介護以外の職種とのバランスを考えなくてはならない。そのため、このような

介護現場が希望する取組に市が関与する仕組みであると、臨機応変に取り組むこと

が可能である。

○教育現場が職業の選択肢として医療だけではなく介護も示してほしいと考えてい

る。親や学校現場がネガティブに考える場合があることから、ホームページで、イ

メージアップを図り、介護の魅力を発信している。

○小学生からの動機づけが必要であると考えている。県は「小中学生向け」「高校生向

け」の冊子を作成し、全員へ副読本として配布している。

○今年度は、県主催の「介護の日イベント」を、例年出雲ドームで開催する「いずも

産業未来博」のイベントに併設する形で開催し、 日間で 人と多くの来場者

を集めた。福祉・介護のみのイベントでは、多くの来場者が見込めないため、集客

力のあるイベントに参画する開催方法は、よい取り組みであったと評価している。

【独自の取り組みについて】

○「ホームページ 」については、今後も引き続き継続してい

くが、ホームページだけでは見に来てもらうことに限界があり、 の活用によ

り、関心のある若年層に閲覧してもらえるような仕掛けが必要である。

○「経営者向け研修」については、経営者は介護現場に携わっていない場合もあるこ

とから、経営者にわかってもらうために考え出された。平成 年度は介護保険サ

ービス事業者連絡会の総会に合わせて、「働きやすい職場づくり」として研修会を



 

 
 

実施した。 年度は、「出雲の介護業界を担う人づくりプロジェクト第１弾」とし

て、「自分のアセスメント出来ていますか？～自分の強みを知ることから始めてみ

よう！」をテーマに、経営者、施設長、リーダー職等を対象に３月 日に出雲市

役所で開催予定。

○「事業所見学会」は平成 年度に 回、 年度に 回実施したが、参加者は定員

に満たない状況にある。親が介護現場にいる人の関心が高い。小中学校の定例校長

会で応募者を募り、中学生全員にチラシを配布している。今後も将来の介護人材の

確保のため、継続することが必要であると考えている。

○介護職員を講師として中学校へ派遣し、高齢者や介護の知識、介護の仕事の魅力を

発信する「出前講座」について、平成 年度から実施予定である。

○「認証制度」による従事者表彰などもプロジェクト会議の意見としてあった。

○事業の財源については、平成 年度は市単独、 年度は県補助を受けられず市単

独、 年度はホームページの追加制作と研修について補助金を活用した。 年度

は補助金として一定額を受ける予定である。

○出雲市では、介護人材の確保・定着に向けた取組を企業版ふるさと納税「明日の出

雲を支える人づくりプロジェクト」として寄附者を募っており、上記の事業への支

援を呼びかけている。

【市内の養成校等の状況】

○専門学校においては、全国的に学生の確保に苦戦されていると伺っている。

○出雲西高校には普通科の中に福祉コースがあり、介護福祉、保育などの専門学校

等に進学されている。

【介護人材の確保について】

○看護職はキャリアパスに対してリカレント教育が充実しており、介護職について

も同様の取り組みが必要である。スキルアップは離職防止策であると考える。

○市内に外国人が約５千人居住しており、これらの人々が高齢化すると介護対象と

なるため、外国人に対応する介護についての検討も必要である。

○処遇改善は必要であるが、国の制度は体系が複雑であることから簡便化が必要で

あると考える。また、過疎地で小規模な事業所では、都心のような経営効率には

ならないため、小規模かつ訪問系の事業所が成り立つような報酬体系にしてほし

い。



 

 
 

１－２）出雲地域介護保険サービス事業者連絡会

（特別養護老人ホーム施設長）

【出雲地域介護保険サービス事業者連絡会について】

○平成 年に発足し、現在 業種の大規模な施設を含めて約 施設が加入してお

り、市内の介護サービスに関わるほとんどの事業所が加入している。

○ゆるやかなつながりを持つようにしており、主な活動は業種ごとに専門部会を構成

し、情報交換、意見交換、研修会、行政との連絡調整を行っている。

○毎年の総会と、秋の年 回、全体での研修会を実施している。テーマは、介護保険

制度、地域包括ケア、人材確保・定着などさまざまである。研修には現場で都合の

つく職員が出席しているが、小規模な事業所も研修を受けられるようにしたいと考

えている。

○ 歳未満の青年部が組織され、業種を超えた若手職員の連携が進んでいる。課題、

悩みなどを話し合い、人材の定着や掘り起こしのためのホームページの立ち上げな

どに取り組んでいる。

【介護職員確保方策について】

○施設職員の採用はハローワークへの求人、職員や知人からの紹介ルートによる。

○大手企業の工場が 名程度の大規模採用を行っているため、なかなか人が集まら

ない状況にある。

○人材不足により、 年前からグループホームの受入を減らしている。

○施設への入職は新卒（介護福祉士）では 名 名、 年 名である。実習に

きて、この施設を気に入る人は多い。

○中途採用は、介護福祉士有資格者を条件とすると求人を満たせないため、働きなが

ら研修を受けてもらうようにしている。初任者研修レベルで入職し、実務者研修を

受けてもらうための支援を行っている。

○介護の内容は高度化しており、介護福祉士の資格を取得した上で、現場の によ

り経験を積む必要があると考えている。

○介護リフト、ベッド、特殊浴槽など、設備は進歩を続けており、施設は養成校より

も進んでいる。そのような点も理解してほしい。また、行政の補助の充実が求めら

れる。

○養成校は定員割れしており、養成校からの新卒はほとんど来なくなった。 年以

降は介護福祉士資格が卒業と同時に取得できなくなったことも原因の一つである

と考えられる。

○処遇改善については介護職員のみではなく、多職種連携の円滑化、給与・福利厚生



 

 
 

などの待遇改善により、全職員の待遇を上げていく必要があると考えている。都会

では看護師と介護職員との待遇差が大きいが、地方ではそこまでの差がないため介

護職員の待遇のみを上げると逆転現象が生じてしまう。

○法人の収益は介護保険に連動しているため、介護保険の動向を見ながら計画的に待

遇を改善していかなければならず、事業を継続させるという視点から待遇を考えて

いく必要がある。

○介護の仕事は夜勤があり労働時間が厳しい、賃金等待遇が悪いなどのネガティブな

情報が流れているため、看取りなど感謝される仕事であることを していく必要

がある。

○介護の仕事の魅力を伝えるには対外的発信能力の向上が必要である。市がホームペ

ージを立ち上げているが、そこまでたどり着く人が少ないため、 での情報提供

も必要である。

○学校の先生から介護に関する話をしてもらうと親も関心を持ってくれるのではな

いかと考えている。小中学校の学習の場にもっと介護に関することを取り入れるべ

きある。

○当施設では隣接している小学校の児童との交流活動を行っており、介護予防のデイ

サービスを行う水曜日に、小学生に参加してもらっている。全校児童 名程度で

あるため、交流がしやすい。

【外国人の受入について】

○外国人を安易に受け入れるのは問題が多いと考える。特定技能 号により就労

し、資格を取得すると賃金等の条件がよい都会へ流れることは目に見えている。

人材不足は簡単には解決しないと考える。

○外国人を受け入れるにあたり、生活者としてどのように受け入れるかという取り

組みが遅れている。各種案内や災害対応の多言語化など今すぐ取り組む必要があ

る。日常生活のサポートは、企業（施設）だけではできないため、行政による取

り組みが必要である。



 

 
 

１－３）トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校

 
【出雲市の介護人材確保の取り組みについて】

○出雲市の介護人材確保に関するプロジェクトについては、学校の卒業生が協力し

ている。 
○なかなか入職者が増えないため、離職防止に目が行くが、外に向かって福祉の魅

力を発信して人材確保をすることが必要である。  
○職員同士は学び合い高めあうことで人材定着を図ることができる一方で、高校生

には進路としての動機づけ、小中学生にはゲーム感覚での情報提供が必要であ

る。そのためには、Instagram や Facebook 等の SNS、対戦アプリ、漫画などを

活用していくことも必要である。 
○小学生だけではなく、親や教師を巻き込んでいく必要がある。  
 
【学校としての取り組み】

○高校生向けの体験授業は従来から行っているが、小中学生を対象に県内の専門学

校・各種学校の連盟でまとまって、松江・出雲・浜田の 3 地域を持ち回りで就業

体験の場を設けている。小中学生にチラシを配布し、松江で 500 名、出雲で 300
名、浜田で 200 名程度の参加者がある。 

○福祉、保育の就職フェアを、学校近くの会場で県社協と一緒に行っている。  
○介護の日フェスタ（島根県事業）については、島根県では地区ごとに実施してい

たが 年度は県主導で、産業まつりと合わせて出雲ドームで行った。

【人材確保についての課題】

○介護福祉士の資格取得は、介護に携わるためには社会的に必須であるということ

をアピールする必要がある。

○無資格者の求人を続けていると、それでもよいという悪循環が続くことになる。

福祉業界として待遇改善を図るためには、有資格者の必須化が必要である。

○外国人人材の受入については、日本語能力の取得、介護福祉士資格の取得を前提

にすべきである。そのためには、専門学校で学び、就労することが必要である。

○本校では、 年度より日本語学科を設置し、 年コースと 年コース（ 介護

年）で人材育成に取り組んでいく。

○製造業における外国人労働者の人数が増えていること、高齢化が進んでいること

から、日本語が話せない人に対する介護も必要となってくる。そのための対応も

考える必要がある。



 

 
 

２）岡山県新見市

福祉部介護保険課、総務部企画政策課大学連携推進室

 
【新見公立大学について】

○1980 年に新見市ほか 4 町による一部事務組合立の新見女子短期大学としてスター

トした。学科構成は看護学科、幼児教育学科であったが、1996 年に地域福祉学科

を新設した。1999 年に新見公立短期大学に名称変更後共学化した。  
○市町村合併により 2005 年に新見市立となり、2008 年に公立大学法人化した。

2010 年に新見公立大学を設立し４年制の看護学部看護学科を開設した。  
○2019 年度より４年制の地域福祉学科と健康保育学科を開設し健康科学部１学部３

学科体制の大学となる。 
 
【協定実施の経緯】

○2018 年度、市と新見公立大学が連携協定を締結し、協働によるまちづくりや健康

増進、地域福祉の向上、教育及び人材育成に関することなどについて連携して取

り組むこととした。 
○新見市では、平成 30 年度「新見市版地域共生社会構築計画」を策定し、大学を活

かしたまちづくりを柱の１つに掲げて、地域共生社会に向けた取組や市全域に関

わる課題の解決に新見公立大学の知見や人材を活かし、地域の活性化につなげて

いく取組を推進することとした。 
○新見公立大学の完全４年制化により、学生が 280 名増（合計 735 名に）となる予

定である。また、教員も 20 名程度増員され、70 名を超える見込みであることか

ら、人口 3 万人の市としてはインパクトが大きく、地域活性化に繋がることを期

待している。 
○地域福祉学科では「社会福祉士」国家試験受験資格、健康保育学科では特別支援

学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状、看護学科では養護教諭一種免許状

を新たに得られるようになり、魅力が増すことが期待されている。  
○現状は在学生の約 9 割が市外からの入学者であり、卒業と同時に新見市を離れて

しまっている。新見公立大学では、来年度から各学科ともに１学年 5 名の地域優

先枠を設け、地元出身の入学者を確保していく。  
 
【大学（生）と地域の連携】

○実習先は市内が多く協力関係にある。県南などへ行くこともある。  
○地域へ出向く実習や地域文化演習、ボランティア活動をとおして市民との交流を

図っている。 



 

 
 

○地域から学んだ伝統文化に関する展示発表の場を設け、多くの市民が参加してい

る。 
○地区住民を対象にした健康教育を行うなど、健康増進に向けた取組を実践してい

る。 
○教員の地域貢献活動として、地域の看護職のキャリア支援となるシミュレーショ

ン事業を展開している。 
 
【市内高校の状況】

○市内には県立の「新見高校」があり普通科、生物生産科、工業技術科、総合ビジ

ネス科からなる。新見駅から徒歩 20～25 分かかる。少子化に加え他市の高校へ通

う生徒もいることから、定員割れとなっている学科がある。普通科では全国募集

を行うこととした。新見公立大学への進学もみられる。  
○私立の「岡山県共生高校」は普通科であるが、普通コース、メディア情報コー

ス、生活アレンジコース、スポーツ科学コースを設置している。福祉関係の科目

を学ぶこともできるため、新見公立大学への進学もみられる。  
 
【介護職員の確保について】

○新見市では、施設、医師会、大学、地域、行政のつながりが密接であり、一体的

に福祉に取り組む体制が整っている。施設訪問や職場体験などにより小中学生と

施設の利用者が触れ合う機会は多く、中高生は、夏休みには、ボランティアなど

に取り組むことが当然のこととなっている。  
○市内の介護施設では職員が確保できていないため、60 歳定年者を再雇用している

状況にある。 
○公立大学の学園祭にあわせて就職フェアが行われ、病院や施設職員が宣伝ブース

を設けている。 
○レベルアップのニーズに対応するため、グループホームと小規模多機能施設によ

る連絡会をつくり、研修会等を行っている。  
 
【介護学生奨学支援金給付制度について】

○地元の事業所に専門職を確保することを目的に平成 30 年度より奨学金制度を設立

した。対象者の出身地域や出身学校は市外でもよく、新見市内の事業所に就職し 3
年以上働くことが条件である。5 万円/月を 4 名に給付する枠を設けたが、30 年度

は 2 名が利用している。 
○看護職では平成 25 年度から医師会の寄付をもとに奨学金制度を実施しており、こ

れに倣って設立している。こちらは市内事業所で 4 年以上働くことが条件であ



 

 
 

り、10 万円/月を給付している。年 4 名の枠で累計 31 名が利用している。 
○若い人材を、事業所も大切にし、その育成にも力を入れている。また、地域社会

においても地域の活動の担い手として大きな役割を果たしており、期待も大き

い。 
 
【国への要望】

○介護福祉士の魅力向上には、処遇改善、職場改善（労働安全衛生）が必要である

が、国の役割はキャリアアップの制度設計であると考える。資格を持つ専門職で

あることを前面に出すようにしてほしい。  
○外国人の受入はコミュニケーションをとることが大変であるなどの理由から、す

ぐに進めることが難しいと考える。 



 

 
 

３）鳥取社会福祉専門学校（鳥取市）

 
【法人、養成施設の概要】

○設置運営法人：学校法人小林学園 
○1994 年、介護福祉科（2 年制）を設置し開校。 
○2009 年、鳥取県商工労働部の委託により、職業訓練“介護福祉士養成科”（2 年

制）の受入れ実施開始。 
○2017 年度の卒業生のうち半数は離職者訓練生  
○看護教員の確保が厳しい。確保ルートは看護協会・ナースセンターに照会するル

ート、退職後の病院勤務看護師を確保するルート等。  
 
【「養成施設の学生確保・育成・就学継続」をめぐる取組】

（１）チューター制度の導入実施 
・専任教員１人につき学生約 10 名を担当している。進級時に入れ替えは実施。  
・2 学年の縦割りのチューター制度（少人数の個別指導）を実施し、学業面のサポ

ート、生活面の相談・指導を実施している。  
（２）全生徒に対する就職ガイダンスの実施  

ガイダンスでは、介護施設・事業所に就職し活躍している当校卒業生やその施設

の管理者を招待し、卒業生の仕事での活躍ぶりを紹介し、介護専門職としてのキャ

リア展開や成長機会を応援する取り組みを報告してもらう。  
（３）修学継続に関する資金的な支援制度の活用や実施  

鳥取県の「鳥取県介護福祉士等修学資金制度（無利子、実施主体は鳥取県社会福

祉協議会（財源は国 9/10、県 1/10、2019 年度終了予定（実施について数年に一度

県で予算検討されている）」等の活用のほか、当施設独自の給付型支援制度を創設し

ている。 
①ラ・メール修学生制度 

・卒業高校学校長推薦の受験生を対象とする制度で、推薦一次試験出願と合

わせて募集し、入学試験とともに選考している。  
・支給額は 20 万円（上限は上記の県修学資金制度と合わせて入学金相当額

／返還義務なし）。年間 3 名を選考。 
・中途退学、学業成績、性行が著しく不良な場合は、修学資金の返還を命じ

る。 
②介護等資格保有者入学奨励金制度 

・当施設に入学した以下の資格を保有している社会人に対して、奨励金

（10 万円）を給付し授業料の負担軽減を支援している。  



 

 
 

  
 
 

 
③他大学・専門学校進路変更入学奨励金制度  

・前年度に大学や他の専門学校を退学し、本年度当施設に入学した人に対し

て、入学後の申請により当奨励金を給付し、入学者の授業料負担の軽減を図

っている。（なお、前前年度の大学・専門学校卒業者、当施設の前前年度以

前の退学者は対象外。） 
④兄弟姉妹（親子）入学奨励金制度 

・①入学生が当施設入学生の兄弟姉妹、②親または子が、本施設在学生また

は卒業生の方の場合、奨励金を給付する制度。給付額は学生１人につき 3 万

円。 
（４）地域の小中学校、高等学校に対する啓発、情報提供  

①地域中学校との福祉交流 
・毎年度実施し、体験を交えた交流を通して生徒及び保護者、教職員に対す

る福祉に関する啓発活動を実施。当施設から遠方の中学校での実施の場合

は、毎年度継続的に実施する上では交通の利便性が課題となっている。  
②高校進路相談会への参加 

・リクルートサービス関連事業者とタイアップして、参画料を負担し、主に

当施設の立地する地域の高校において実施している。  
・相談会には県外の養成施設の参画も多く同業の養成施設間の競争が激し

い。継続的な参画料予算確保も課題となってきている。  

【「地域の介護施設・事業所等における介護福祉士等介護人材の確保・育成・定着」に

関する養成施設の主な取組】

（１）レベルアップ事業（県と協働事業）  
 ・県が利用を希望する施設・事業所を募集している。  

・派遣を希望する施設・事業所が多く、当施設の教員を派遣する日程確保が

厳しい場合も生じている。 
（２）「卒業生ネット」の創設 

・「各種証明書の申し込みなど手続き情報」「資格取得状況（近況）調査」

「求人情報」「リンク集」から構成する、卒業生、当施設当局、介護施設・

事業所人事担当者、介護関係の研修受講希望者、その他関心のある一般県

・介護職員初任者研修、・介護福祉士実務者研修、・ヘルパー2 級、・ヘルパー1 級 
・介護職員基礎研修、・社会福祉士、・精神保健福祉士  
 



 

 
 

民等がアクセスして情報掲示や情報入手ができる情報プラットフォームを

同窓会組織が当施設ホームページ内に構築している。  
・当施設卒業生は、卒業後も当施設のことや教職員のこと、クラスメイト

との交流を継続できる。同窓会開催案内や開催報告も掲載。  
（３）転職や再就職希望者に対する就職先の紹介  

・本校の卒業生斡旋の場合、学校を通して「既卒者可」の求人をいただい

ている人事担当者へ紹介している。 
・卒業生求職者は、求職の旨を当校ホームページ上から連絡できるフォー

ムを設けている。 
・必要に応じて、当施設から直接、求人法人・事業所へ問い合わせを行っ

ている。 
 
【地域住民等に対する介護研修】

（１）学校見学会（独自事業） 
・年間４回実施し、地域の人、入学希望者に気楽に参加してもらっている。

なお、交通の便確保に苦労されている来場者もいることは課題である。  
 
【今後の重点取組課題】

○高等学校の進路指導教員の介護の仕事に関する意識改革に注力していく。  



 

 
 

４）鳥取県日野郡日野町

健康福祉課、日野高等学校魅力向上コーディネーター

【県立日野高校との連携の経緯】

○島根県の離島である隠岐にある隠岐島前高校（海士町）は、高校進学時に家族で本

土に移住するなど人口減が深刻で、在校生が 桁になってしまい、高校存続のため

年より活性化に着手していた。 年度から全国枠での生徒募集を開始し、

現在では ％程度が県外であるといわれている。

○これに関わったのが、高校魅力化コーディネーターであり、島留学を発案して、成

功を収めている。

○島根県では同様の取り組みを本土側でも行い、中山間地を中心とした 校で全国

枠の生徒募集を行っており、 年間で 万円の助成を行っている。

○日野高校では、大学等へ進学する生徒が少なく入学試験の難易度が低いことから、

定員割れが続いており、学校の存続が危ぶまれていた。

○このような島根県の取り組みを参考として、日野郡３町でも「日野高校あり方検討

会」を立ち上げ、平成 年 月よりコーディネーターを導入することとした。日

野郡３町（日野町、日南町、江府町）で採用し、当初から継続して担当していただ

いている。

○平成 年度に地域おこし協力隊（地方創生）の制度を活用し 名増員したが、 年

間で退職したため、平成 年度からの募集を行っている。

【日野高校の特徴】

○日野高校は、根雨高校と日野産業高校が 年に統合されてできた、総合学科の

県立高校である。総合学科では「普通科」と「専門科」の枠を越えて総合的な学習

が可能であり、 年次から系列を選択して多くの選択科目を履修するという特徴が

ある。

○平成 年度現在では「総合進学」「アグリライフ（農業）」「情報ビジネス（商業）」

「ヒューマンケア（福祉）」の 系列である。平成 年度までは「進学」「農業」

「商業」「福祉」「音楽」の 系列であったが、平成 年度に「進学」「農業」「商

業」の つになり、平成 年度に「福祉」が復活した。

○「ヒューマンケア（福祉）」の系列を選択すると、家庭科または福祉の科目を選択す

ることになり、福祉を選択すると介護初任者研修を受講して卒業することとなる。

○「ヒューマンケア（福祉）」系列を選択しているのは 年生 名、 年生 名であ

る。 学年は 名程度であり、学校全体からみると少数である。

○進路は、福祉施設への就職、専門学校への進学となり、地元に留まることが多い。



 

 
 

しかしながら、 割の生徒は隣の米子市からの通学であり、日野郡３町からの進学

者は 割である。

○教員としては、生涯賃金のことを考えて「介護福祉士」の資格取得を薦めている。

【職業訓練とコーディネーターの役割】

○ 年生から「産業社会と人間」という科目でキャリア教育を受け、 年生全員が 日

間の職場体験を行う。コーディネーターは職場（企業・団体）との連絡調整などを

担っている。地域に出て学習させることが役割である。

【実施の効果について】

○福祉を選択する生徒は、入学時から福祉に興味がある人がほとんどであり、さまざ

まな体験により、より福祉の道に進もうとするようになっている。

○早いうちから働いている人のことを知ると、職業のクリエイティブな側面を理解で

きることがメリットである。福祉施設においては、現場で高齢者と触れ合うように

している。

○ 年生は 年間かけて課題研究に取り組み、社会で学びコミュニケーションをとる

ことのできる人となるように教育している。地域が喜ぶことを行うというテーマで、

福祉の現場へ行き、グループホームに週 回行くことを継続した。また、「なぜ日

野町の施設に働く人が来ないのか」というテーマで、施設で働いている人と高校生

にアンケートをとり、意識の違いを明らかにした。

○このように、中学校までは目立たない生徒が、この高校で活躍できるようになり、

意識が高くなってきたことが効果である。

○その結果、他地域の出身者が日野町の施設に就職する例、進学後日南町の施設に就

職する例がみられる。

○町長からの感謝状、鳥取県ヘルプメイトによる表彰を受けた生徒もおり、このよう

な表彰制度は前向きに取り組むことのインセンティブになると考えている。

○地域との関係は密接であり、小学校と日野高校が隣接していることもあり、生徒は

車いす体験のイベントを開いている。

【実施における課題】

○介護福祉士の資格取得には、一定の学力が問われるため、基礎学力の向上も必要で

あると感じている。境総合技術高校福祉学科に進学すると介護福祉士の国家試験受

験資格が得られることから、より意識の高い生徒はこの学校に進学してしまう。

○一度働いてから深く学ぶために専門学校へ進学するという道もあり、働きながらま

たは休職制度を使って学ぶことができるとよい。そのためには、行政の支援がある



 

 
 

とよいと思う。安来市は授業料と生活費を支援している。

○小規模な学校であるため、福祉の専門教員が不在で、家庭科の教員が福祉の科目を

担当している。そのため、教員の研修を充実させることが必要である。

○県立高校では校長の裁量が大きく、福祉系列の復活は校長交代によって実現した。

○地域との連携を進めるには、教員のコーディネーターに対する理解も重要である。



 

 
 

５－１）広島県立吉田高等学校

【学校の状況】

〇現在は普通科 名定員、アグリビジネス科 名定員、生活福祉科 名定員であ

る。生活福祉科のなかで、生活文化類型と生活福祉類型を２年次で選択することと

なる。

〇生活福祉科では１年時に民生・児童委員の体験実習、障害者施設での就労体験等を

行い、福祉への意識づけを行ってきている。その後、生活福祉を選択するため、生

徒の福祉への意識は高い。過去には卒業後実習に行った福祉施設に就職した例もあ

る。

〇交通の便がよくないため、通学範囲は安芸高田市内がほとんどである。遠くても三

次、広島市という隣接したところである。

〇平成 年度入学生より普通科と生活福祉科が「探究科」に学科改編となる。これ

まで通り福祉に関する授業は選択制になる予定である。

【安芸高田市との連携の経緯】

〇平成６年度よりヘルパー２級（現：介護職員初任者研修）取得のカリキュラムを高

校内で実施していたが、より高度な専門性をもつ有資格者による講義の必要性を感

じ、市へ有資格者の派遣を依頼した。

〇資格取得に 時間の講義が必要であり、さまざまな専門分野の講義が必要である。

講義内容により、担当する有資格者に条件があり、市へ依頼しているのは、 時間

分に当たる。その他には、看護専門学校や福祉専門学校の教員、福祉施設、病院、

社会福祉協議会の方にも依頼している。

【実施状況と効果】

〇対象者は生活福祉科で生活福祉類型を選択した生徒であり、平成 年度は 名で

ある。２年次の毎週木曜日と金曜日を資格取得のための授業日としている。

〇実習は３月に近隣施設で３日間実施している。

〇外部の講師からは、テキストではわからないような、体験を交えた実践的なお話が

聞けることから、大変有意義な研修となっている。

【介護職への就職に関する課題】

〇介護職は給与等の待遇が十分でなく、夜勤等があり休みが少ないという現実があ

る。また、介護福祉士の資格を取得しなければ給与が上がらない状況もあり、入



 

 
 

職を躊躇する原因となっている。また、これとは別に、命を預かる職業に就く自

信がないということも聞かれる。

【国への要望】

研修を継続、実施するため、講師料や交通費の補助等予算の確保をお願いした

い。



 

 
 

５－２）安芸高田市

【吉田高校との連携の経緯】

○高校として旧ヘルパー２級取得のための教育を実施していたところ、講義を担当す

る人の資格要件が変わり、学校教員だけでは対応できなくなった。その際に、市に

協力要請があり、地域の人材育成の観点から市の有資格者が講義を行うようになっ

た。介護初任者研修と名前を変えたのちも継続して実施している。

〇地域包括支援センターに、有資格者が勤務していたことから、地域包括支援センタ

ーで対応していたが、地域包括支援センターを社会福祉協議会に委託したことから、

現在は市健康長寿課で対応している。

〇有資格者でかつ実務経験者という条件を満たす職員が講義を行っている。テキスト

が定められており、それに沿って講義を行う。

〇講師としては責任を感じつつ講義を行っているが、生徒は一生懸命聞いており、や

りがいがある。

〇第７期介護保険事業計画にも、吉田高校との連携が記されており、今後も継続して

いく予定である。

〇認知症サポーター養成講座での講師派遣も行っている。

【市としての取り組みについて】

〇そのほかでの、学校とのかかわりとしては、小学校４年生の総合学習対応、中学生

への歯科・たばこに関する健康講座がある。

〇広島県及び広島県介護福祉士会と共催により安芸高田市内で虐待予防の研修を実

施。安芸高田市内で行うことで、市内事業所での研修が受けやすくなるようにして

いる。今年度は認知症の人の生活課題をテーマに実施した。

〇市内の施設長会議を通じて、研修参加を呼びかけている。

〇県介護人材課から社会福祉協議会と協議会組織の立ち上げを勧められ、平成 年

度に立ち上げ予定である。

〇吉田総合病院は、独自で職業教育の出前講座を実施している。

【介護職員初任者研修への補助について】

〇市内在住者で、市内の事業所に就業または就業予定の人が対象で、 円を補助

している。研修を受ける人が少なくなっており、平成 年度の２人を最後に、対

象者がいなくなっている。



 

 
 

【職業紹介窓口「仕事応援窓口」の設置について】

〇人材が都市部へ流出しており、人口減、定住促進対策として地方創生推進課で対応

しており、介護職に特化した内容ではない。保育についても人材確保の課題が深刻

である。

〇ハローワークと同様に、市内事業所の求人情報を市としても得て、移住等の相談が

あった場合に、事業所等を紹介している。

〇市としての奨学金は、教育委員会所管のもので市内に居住する期間に応じて返還免

除というものがある。業種等は問わない。

〇市内の特別養護老人ホームが 床の増床を予定しているが、人材が確保できるか

課題がある。

【外国人人材への対応について】

〇外国人対応の相談窓口は、人権多文化共生推進課が行っている。

〇中国やブラジルの人はすでに製造業に就いている。介護職は対人コミュニケーショ

ンが必要であり、受け入れているという話は聞かない。言葉の壁があり参入しづら

いと考えている。

〇日本人が嫌がる仕事だから外国人でというのは安易であり、待遇向上が先であると

考える。研修に出席できる状況、夜勤を反映した給与にするなど、介護職の地位向

上が必要である。



第４章 介護福祉士養成施設アンケート

第１節 調査実施概要

 
（１）目的

中国地方の中山間地域や離島における介護福祉士の確保、定着、育成に関する中国地方に

立地する介護福祉士養成施設の取組状況について把握する。 
 
（２）対象

中国地方内に立地する介護福祉士養成施設 33 校（全施設） 
 
（３）調査手法

郵送配布・郵送回収 
 
（４）調査期間

・ 年 月 日（木）～ 月 日（最終締切予定 年２月 日）

＊１月 日（金）～ 日（月）電話による回収協力依頼を実施した。 
 
（５）回収結果

・ 施設（回収率 ）。 
 
（６）調査項目

概況

在学生の概況

年度の卒業生の概況

介護福祉士養成学科・コース在学生の実習の状況

在学生に対する就学継続支援の取組状況

「介護施設・事業所における介護福祉士の確保・定着・育成を支援する各種取

組」の実施状況

他養成施設（全国、中国地方）における「中山間地域や離島の介護施設・事業

所における確保・定着・育成における養成施設と多機関等との協働連携事例」

紹介

外国人留学生の受け入れ状況と今後の意向

中国地方の中山間地域・離島における効果的な“介護福祉士養成施設と多機関

協働・連携事業”の提案

．当取組に対する今後の役割発揮意向 
＊なお、中国地方に立地し 月時点で開校している福祉系高校（８校）に対して、上記アン

ケート該当設問に対して、回答協力をお願いした。（１月 日発送。回収期限２月４日）。

回収は１校。



（７）回収施設の主な属性

・今回回収した介護福祉士養成施設の主な属性等は以下の通りである。 
所在県名 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

無回答

全体

学校種別 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

大学

短期大学

専門学校

その他

無回答

全体

介護福祉士養成課程の区分 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

昼間課程

夜間課程

通信課程

その他

無回答

全体

 
介護福祉士養成課程の設立年度

項目名 件数 平均値 標準偏差 合計値 中央値

介護福祉士養成課程の設立年度

・介護福祉士養成課程の直近３年間をみると、入学定員、定員充足率はいずれも漸減して

いる。

介護福祉士養成課程の直近 年間の入学定員の推移

項目名 件数 平均値（人） 標準偏差 合計値 中央値

年度

年度

年度

 
 
 



介護福祉士養成課程の直近 年間の定員充足率の推移

項目名 件数
平均値

（％）
標準偏差 合計値 中央値

年度

年度

年度

・次年度以降の「介護福祉士」養成課程定員は、現状維持が 割強、「定員減」と「募集停

止」は合わせて２割弱である。

次年度以降の｢介護福祉士｣養成課程定員の方針 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

現状維持

定員増

定員減

検討中である

募集停止

無回答

全体

施設の設置母体の法人種別 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

学校法人

社会福祉法人

市町村

その他

無回答

全体

【設問】

Ⅱ．貴施設の在学生の概況についてお答えください。（ 年 月 日現在）

【結果】

在学生の男女別人数

項目名 件数 平均値（人） 標準偏差 中央値

男性

女性

合計

在学生の年齢別人数

項目名 件数 平均値（人） 標準偏差 中央値

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代

歳以上



在学生の出身市町村別人数（外国人を除く） （ 人以上の市町村）

鳥取県 邑南町 早島町 安芸太田町

鳥取市 津和野町 矢掛町 北広島町

米子市 吉賀町 美咲町 大崎上島町

倉吉市 海士町 吉備中央町 世羅町

境港市 知夫村 広島県 神石高原町

岩美町 隠岐の島町 広島市 山口県

若桜町 岡山県 呉市 下関市

三朝町 岡山市 竹原市 宇部市

琴浦町 倉敷市 三原市 山口市

大山町 津山市 尾道市 防府市

南部町 玉野市 福山市 下松市

伯耆町 笠岡市 府中市 岩国市

島根県 井原市 三次市 光市

松江市 総社市 庄原市 長門市

浜田市 高梁市 大竹市 美祢市

出雲市 新見市 東広島市 周南市

益田市 備前市 廿日市市 山陽小野田市

大田市 瀬戸内市 安芸高田市 上関町

安来市 赤磐市 府中町 阿武町

江津市 真庭市 海田町 ５県以外

雲南市 美作市 熊野町 兵庫県等

奥出雲町 浅口市 坂町

・平均値で 人、中央値が であることから、全体の半数の養成施設には外国人留学生

がいないことがわかる。

在学生の外国人留学生の人数

件数
平均値

（人）
標準偏差 中央値

【設問】

Ⅲ．貴施設の昨年度（ 年度）の卒業生の概況についてお答えください。

設問 回答欄

卒業生数 人（うち、離職者訓練生 人）

【結果】

項目名 件数
平均値

（人）
標準偏差 合計値 中央値

卒業生数

卒業生数のうち､離職者訓練生



・ 年度の卒業生の主な就職先を養成施設当たりの就職者でみると、介護老人福祉施設、介

護老人保健施設、認知症対応型共同生活介護事業所の順で多い。

【設問・結果】

年度の貴施設の卒業生の就職先の職場種別人数

項目名
件数

（施設）

平均値

（人）
標準偏差 合計値 中央値

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設･病院･診療所

訪問介護事業所

通所介護事業所

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ事業所

短期入所生活介護

認知症対応型共同生活介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業所

小規模多機能型居宅介護事業所

居宅介護支援事業所

有料老人ﾎｰﾑ

ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

障害者総合支援法における介護給付の事業

所

共同生活介護

訓練等給付の事業所

共同生活援助

地域相談支援の事業所

その他介護･福祉系の仕事

その他介護･福祉系以外の仕事

未就職者

その他の進路､把握できない

【設問・結果】

年度の貴施設の卒業生で就職した人の就職先施設・事業所の所在市町村（１

人以上の市町村） 
鳥取県 岡山県 広島県 世羅町

鳥取市 岡山市 広島市 山口県

米子市 倉敷市 呉市 宇部市

倉吉市 津山市 竹原市 山口市

境港市 玉野市 三原市 萩市

三朝町 笠岡市 尾道市 防府市

島根県 新見市 福山市 下松市

松江市 瀬戸内市 府中市 岩国市

浜田市 赤磐市 三次市 光市

出雲市 真庭市 東広島市 周南市



益田市 和気町 廿日市市 ５県以外

大田市 矢掛町 安芸高田市 香川県等

安来市 鏡野町 府中町

雲南市 勝央町 海田町

奥出雲町 美咲町 坂町

飯南町 吉備中央町 安芸太田町

年度の貴施設の卒業生の出身市町村（１人以上の市町村）

鳥取県 安来市 真庭市 熊野町

鳥取市 雲南市 矢掛町 北広島町

米子市 奥出雲町 吉備中央町 神石高原町

倉吉市 飯南町 広島県 山口県

岩美町 邑南町 広島市 宇部市

若桜町 津和野町 呉市 山口市

三朝町 西ノ島町 竹原市 萩市

湯梨浜町 岡山県 三原市 防府市

琴浦町 岡山市 尾道市 下松市

伯耆町 倉敷市 福山市 光市

日南町 津山市 府中市 長門市

日野町 玉野市 三次市 美祢市

島根県 笠岡市 庄原市 周南市

松江市 井原市 東広島市 山陽小野田市

浜田市 総社市 廿日市市 ５県以外

出雲市 新見市 安芸高田市 兵庫県等

益田市 瀬戸内市 府中町

大田市 赤磐市 海田町

・介護施設や事業所に就職したのち退職した人の把握について、養成施設の把握状況をみる

と、「卒業生の担当教員の任意把握に委ねている」養成施設が８割近くを占めており、「学校

として把握している」養成施設は１割強にとどまる。

【設問】

直近 年間に貴施設を卒業して介護施設

や事業所に就職した人で退職した人の把

握状況（ つに〇）

1. 学校としては把握していない

2. 学校として把握している

3. 学校としては把握していないが、卒業生の担当

教員が任意に把握

4. 不詳である

【結果】

カテゴリー名 ｎ

学校としては把握していない

学校として把握している

卒業生の担当教員が任意に把握

不詳である

無回答

全体



第２節 調査の結果の詳細

１．介護福祉士養成学科・コース在学生の実習の状況

・ 年度の介護福祉士養成学科・コース在学生の主な実習先を施設当たり人数でみると、

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、通所介護事業所の順で多い。

【設問・設問】

年度の貴施設の在学生の実習先の施設等種別人数

項目名
件数

（施設）

平均値

（人）
標準偏差 合計値 中央値

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設･病院･診療所

訪問介護事業所

通所介護事業所

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ事業所

短期入所生活介護

認知症対応型共同生活介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業

所

小規模多機能型居宅介護事業所

居宅介護支援事業所

有料老人ﾎｰﾑ

ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

障害者総合支援法における介護給

付の事業所

共同生活介護

訓練等給付の事業所

共同生活援助

地域相談支援の事業所

その他介護･福祉系の仕事

その他介護･福祉系以外の仕事

－１ （ で回答した実習先について）回答いただいた実習先の 年度の貴施設

の在学生の実習先の施設等の主な市町村（１名以上の市町村）

鳥取県 飯南町 和気町 安芸太田町

鳥取市 川本町 鏡野町 神石高原町

米子市 津和野町 勝央町 山口県

倉吉市 吉賀町 吉備中央町 宇部市

岩美町 西ノ島町 広島県 山口市

若桜町 岡山県 広島市 防府市

三朝町 岡山市 呉市 下松市

日南町 倉敷市 竹原市 岩国市

島根県 津山市 三原市 光市



松江市 笠岡市 尾道市 周南市

浜田市 井原市 福山市 山陽小野田市

出雲市 総社市 三次市 平生町

益田市 高梁市 庄原市

大田市 新見市 大竹市

安来市 瀬戸内市 東広島市

江津市 赤磐市 廿日市市

雲南市 真庭市 府中町

奥出雲町 浅口市 海田町

【設問】

主な実習先の確保方法

（いくつでも〇）

1. 当校・法人のネットワーク（法人役職員、学校の教職員等

のネットワーク）から実習受け入れ先を発掘し協力依頼して

いる

2. 個々の市町村自治体から「実習生」の受け入れ希望をい

ただく機会ごとに個別に相談調整している

3. 介護福祉士養成施設協会（本部、支部）の取組に参加し

て受入校を確保している

4. 当校の卒業生で既に入職している施設・事業所からの勧

誘があり個別に相談調整している

5. 営利紹介・斡旋サービスを利用して受入先を確保している

6. その他の実施形態（ ）

実習先の確保についてはどの

ような状況ですか

（ つに〇）

1. 実習先の確保に苦労している

2. 実習先の確保に苦労していない

（ で に回答）

主にどのようなご苦労があります

か（いくつでも〇）

1. 当校が立地する周辺地域には実習先に該当する施設・事

業所の立地が限られる

2. 他の養成施設との間で、実習先の確保競争がある

3. いったん当校の実習生が受入先で評価されないと次から

は受入協力を辞退されることがある

4. 受入協力をいただく施設や事業所のうち、受入体制や職

場環境について悪質なところを事前に排除する

5. 実習に行く学生の基本的なマナー教育に苦労している

6. 実習先施設・事業所の立地が広域なこと・アクセスの便が

悪いため実習先を巡回する教員の負担が過重なこと

7. 受入先施設・事業所の担当者との折衝、苦情受付その他

への対応に苦労している

8. その他の理由（ ）



【結果】

主な実習先の確保方法 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

当校･法人のﾈｯﾄﾜｰｸから実習受け入れ先に協力依頼

市町村自治体から個別に相談調整

介護福祉士養成施設協会の取組に参加して受入校を確保

卒業生が入職している施設･事業所からの勧誘

営利紹介･斡旋ｻｰﾋﾞｽを利用して受入先を確保

その他の実施形態

無回答

全体

・「周辺地域に実習先に該当する施設・事業所の立地が限られる」「受入協力をいただく施設や

事業所のうち、受入体制や職場環境について悪質なところを事前に排除する」等のために実習先

確保に苦労されている養成施設が半数を占めている。

実習先の確保状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実習先の確保に苦労している

実習先の確保に苦労していない

無回答

全体

実習先の確保での苦労 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

実習先に該当する施設･事業所の立地が限られる

他の養成施設との間で､実習先の確保競争がある

受入先で評価されないと受入協力を辞退されることがある

受入体制等について悪質なところを事前に排除する

実習に行く学生の基本的なﾏﾅｰ教育に苦労している

実習先を巡回する教員の負担が過重なこと

受入先施設･事業所の担当者との折衝等に苦労している

その他の理由

無回答

全体

 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．在学生に対する就学支援の取り組み状況

・養成施設が在学生に対して実施している主な「就学継続支援」の取り組みは、「介護福祉士として、

現代の介護問題や介護現場の現状を踏まえ、その役割を自覚し、実践できる介護福祉士養成教育

の実施」「地域や施設でのボランティア活動の支援」「きめ細かな学習相談・支援」（それぞれ 82%）

が最も実施されており、次いで「きめ細かな生活相談の実施」（77%）の順である。 

【設問】

在学生に対する就

学継続支援の実施状

況（いくつでも○）

1. 介護福祉士として、現代の介護問題や介護現場の現状を踏まえ、そ

の役割を自覚し、実践できる介護福祉士養成教育の実施（そう簡単

にあきらめない、辞めない介護福祉士養成）

2. きめ細かな学習相談・支援（登校・出席支援、読解力・文章力向上

支援、補講、個別指導 等）

3. きめ細かな生活相談の実施（生活態度の指導、交友関係の支援 アル

バイトの相談 等）

4. メンタルヘルスを含めた健康相談の充実

5. 介護福祉士として一線で活躍する卒業生の仕事体験発表会や交流会

の実施

6. 地域や施設でのボランティア活動の支援

7. 各種学費面の支援制度の充実

8. その他の支援の実施（ ）

9. 特に実施していない

【結果】

在学生に対する就学継続支援の実施状況 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

役割を自覚し､実践できる介護福祉士養成教育の実施

きめ細かな学習相談･支援

きめ細かな生活相談の実施

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽを含めた健康相談の充実

一線で活躍する卒業生の仕事体験発表会や交流会の実施

地域や施設でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の支援

各種学費面の支援制度の充実

その他の支援の実施

特に実施していない

無回答

全体

 



３．「介護施設・事業所における介護福祉士の確保・定着・育成を支援する各種取組」

の実施状況

 
（１）卒業生に対する卒後教育

・６割の養成施設では、卒業生に対する卒後教育を実施している。具体的には「卒業生で設置している組

織が主催して研修会を開催」する方式等で実施されている。 

【設問】

貴施設の卒業生に対する卒後教育の状況

（１）卒業生に対する卒後

教育の実施状況（いく

つでも○）

1. 専攻学科やコースで教育研修体系を構築して実施

2. 他の専門職養成コースを含めて全校統一した教育研修体系を構築

して実施

3. 各担当教員の判断で実施方法や実施頻度を決めて実施

4. 卒業生で設置している組織が主催して（教員も必要に応じて参加協

力し）研修会を開催

5. その他の仕組みで実施（ ）

6. 特に当校の取組としては実施していない

（（１）で ～ に回答した方

のみ） （２）、（３）に

回答して下さい。

（２）卒業生に対して実施し

ている卒後教育の形態

（いくつでも○）

1. 定期的に、卒業生向け教育研修を開催

2. 不定期に、卒業生向け教育研修を開催

3. 卒業生の就業先を訪問して相談や励ましを実施

4. 卒業生とのメールや書簡による相談や教育研修を実施

5. 学校のホームページを活用した相談や教育研修を実施

6. その他の実施形態（ ）

【結果】

卒業生に対する卒後教育の実施状況 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

専攻学科やｺｰｽで教育研修体系を構築して実施

全校統一した教育研修体系を構築して実施

各担当教員の判断で実施方法や実施頻度を決めて実施

卒業生で設置している組織が主催して研修会を開催

その他の仕組みで実施

特に当校の取組としては実施していない

無回答

全体



・卒業生に対する卒後教育のうち、「定期的に、卒業生向け教育研修を開催」している養成施設は全体の

４割弱で、毎年１回開催している養成施設は全体の１割強となっている。

・効果評価については「育成に効果」「職場への定着に効果」が最も指摘されている。

【設問・結果】

【卒後教育形態別、実施頻度、効果】

卒業生に対して実施し

ている卒後教育の形態

② 実施頻度 ③ 実施による効果

数 年

に

回 程

度

毎年

回

年 内

に 数

回

そ れ

以 上

の 頻

度 で

実施

その

他

卒業

生の

育成

に効

果

卒業

生に

対す

る事

業所

の処

遇改

善に

効果

卒業

生の

職場

への

定着

に効

果

その

他の

効果

まだ

具体

的な

効果

は確

認で

きな

い

定期的に、卒業生向け

教育研修を開催

不定期に、卒業生向け

教育研修を開催

卒業生の就業先を訪

問して相談や励ましを

実施

卒業生とのメールや

書簡による相談や教育

研修を実施

学校のホームページ

を活用した相談や教育

研修を実施

その他の実施形態



・養成施設として卒業生に対する卒後教育を実施していない主な理由としては「教職員の配置・勤務状

況からみて実施体制をとる余力がない」、「卒業生の就職後の継続的教育研修機会の提供は、就

職・配属先の法人・事業所における や に任せるという法人・学科等の方針」（それぞれ

）となっている。介護福祉士として仕事に就いている卒業生に対するリカレント教育実施を養成施

設の方針としては有する養成施設は全体の半数である。

【設問】

貴施設の卒業生に対する卒後教育

（（１）で に回答した方のみ）

（４）施設として、卒業生に対す

る卒後教育を実施していない主

な理由（いくつでも○）

1. 教職員の配置・勤務状況からみて実施体制をとる余力がない

2. 卒業生の就職後の継続的教育研修機会の提供は、全国の専門

の研修機関の自主的な活用に任せるという法人・学科等の方針

3. 卒業生の就職後の継続的教育研修機会の提供は、就職・配属

先の法人・事業所における や に任せるという法人・

学科等の方針

4. その他の理由（ ）

（全員の方）

（５）卒業生に対する卒後教育

について、貴施設の今後の展

望、方針（ ～ の選択肢１つに

○をつけ、さらに記入欄に自由

に記入してください）

1. 今後より充実強化したい

2. 当面は現在の取組を継続

3. 今後は、現在の取組を絞り込みたい

4. 現在、今後の方針について検討中である

【今後の展望について、自由に記入してください】

【結果】

卒業生に対する卒後教育を実施していない主な理由 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

教職員の配置･勤務状況からみて余力がない

研修機関の自主的な活用に任せるという法人･学科等の方針

就職･配属先の や に任せるという法人･学科等の方針

その他の理由

無回答

非該当

全体

・今後、卒業生に対する卒後教育をより充実強化したい養成施設は全体の２割強である。

卒業生に対する卒後教育に関する今後の展望､方針 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

今後より充実強化したい

当面は現在の取組を継続

今後は､現在の取組を絞り込みたい

現在､今後の方針について検討中である

無回答

全体



（２）卒業生向け以外の「介護福祉士」向け研修や学習支援

・卒業生限定ではなく広く介護福祉士向けの研修や学習支援を実施しているのは全体の半数弱で

ある。

【設問・結果】

介護福祉士として働いている人に対する研修や学習支援実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施

設

名

①取組の名称、概要

②取組における連

携協働している機

関等

③実施実績と成果 ④課題

キャリア形成訪問事業

（県）

県 年 回実施 毎回テーマを変

えて実施（レク、ユマニチュ

ード、フットケア、 認知

症体験（ 年度分）など）

現場の方は勤務の都合で参

加したくてもできない。参

加予定でも当日のキャンセ

ルが多い。

シミュレーショントレ

ーニング 新見

市町村、地域の介

護経営者･事業所団

体、日本介護福祉

士会、岡山大学医

療教育センター

年度より、年 回実

施。介護施設における緊急場

面を想定し、シミュレーショ

ントレーニング。 回あたり

施設の職員が参加。

・勤務の調整が難しい。

・課題に気づけるが継続的

トレーニングにむすびつき

にくい。

本校への要請に対して

介護技術の研修会、ユ

マニチュード、介護過

程の展開（アセスメン

ト）

地域の介護経営者･

事業所団体、福祉

人材センター

卒業した介護福祉士だけでな

く、その事業所や団体に属す

る医療職、福祉職の参加あ

り。

短時間にどのような内容を

教授するのか、事前の打ち

あわせを十分に行なうこ

と。

アジア介護・福祉教育

研修センターの設置

本校単独の取組で

ある

日本の介護、福祉現場での指

導者養成研修プログラムの実

施。 年目（介護福祉士実務

年以上対象）

老人福祉施設協会介護

研究発表の講評

地域の介護経営者･

事業所団体

介護福祉士実務者研修 年 回通信課程 か月コー

ス にて実施。

参加者の確保

介護力スキルアップ研

修

県 管理者研修

学内学会 本校単独の取組で

ある

就職分野別の卒業生を 年

来の者も招いて実施。広島市

本学会場及び松江市、福岡市

で実施

特記事項なし

セミナー①排泄介護を

学ぶ

企業へ講師依頼 参加人数について予想を上回

り、また受講したいという感

想も多かった。

広島県実習指導者講習

会

日本介護福祉士会 ・広島県介護福祉会と広島県

介養協との協力で実施。 つ

の団体の協力関係が深まっ

た。

・実習指導をする側と養成す

る側がお互いを理解し、協力

して学生を育てていくという

受講者の状況がかなり違っ

てきている。養成校での実

習経験がない。・施設でも

実習指導をしたことがない

等



施

設

名

①取組の名称、概要

②取組における連

携協働している機

関等

③実施実績と成果 ④課題

共通の目標に向かうことがで

きた。

岡山県介護福祉士会と

調査研究活動 学内の

競争資金

日本介護福祉士会

スキルアップ研修 本校単独の取組で

ある

・接遇・マナー研修 ・感

染症対策研修 ・介護職員

初級、中級研修 他

座談会 本校単独の取組で

ある

本学キャリアセンター主催の

就職先セミナーに分野別講師

を卒業生が担当している

特記事項なし

セミナー②防災の基本

知識と介護職の役割

本校単独の取組で

ある

月の豪雨災害を受け関

心が強かった。

（３）離職者訓練生の養成施設への受け入れ

・離職者訓練生の養成施設への受け入れを実施しているのは全体の６割強（実施していない養成施

設が４割弱）となっている。

【設問】

離職者訓練生の養成施設への受け入れ

【結果】

離職者訓練生の養成施設への受け入れ実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名 ①取組の名称、概要

②取組における連

携協働している機

関等

③実施実績と成果 ④課題

県 （ ） （ ）

（ ）

（ ） （

資格取得のみの考えで、就

職しない者がいた点

島根県立東部高等技

術校による離職者訓

練の委託訓練

ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関 〈卒業生〉 名の離職者訓練

生を受け入れ、国家資格を取

得し福祉施設へ就職した。

〈入学生〉 名の離職者訓練

生の受け入れ。

・就職先の斡旋 ・国家試

験の合格

離職者訓練生の入学 本校単独の取組で

ある

昨年度 人の入学あり。順調

に就学中。

鳥取県より委託を受

け、介護福祉士養成

科を設置

県 離職者概ね ～ 代は国家

資格を取得し、正職員として

雇用されている。

人材確保



説明会開催 ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関 募集開始前に実施する（ 月

中旬）。募集時期が昨年より

早まった。

入校検定日が 月と遅いの

で他の入学試験（留学生確

保）の数をどうするか。

長期高度人材育成コ

ース 介護福祉士養

成科

ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関 定員 名 年次 名・ 年

次 名 在籍

入校生確保

ハローワークでの説

明会 ～ 分

ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関 毎月各 で行なわれている

説明会に参加 月～ 月

ヵ所 平均 回参加

他分野希望者も参加してい

るので歩止まりは非常に悪

い

介護塾、初級者サロ

ン

本校単独の取組で

ある

委託訓練 長期高度

人材育成コース

ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関

委託訓練生の受け入

れ

ﾊﾛｰﾜｰｸ等労働機関 訓練生が年々減少している 募集期間と条件の緩和

広島県や県内（益

田、浜田、吉賀町

等）でのセミナー実

施

セミナー会場をと

る

まだ開催できていないため

未。

募集、開催してもなかなか

あつまらない。

福祉人材センターに

登録している求職者

にチラシを郵送

県社会福祉協議会 山口県介養協として案内。

名近く郵送するも反応な

し。

登録者のニーズがよく見え

ない。募集期間が短い。

（４）実務者研修受講者等に対する支援

・実務者研修受講者等に対する支援を実施しているのは全体の過半数を占めている（実施していな

いのは半数弱）。

【結果】

実務者研修受講者等に対する支援実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名 ①取組の名称、概要

②取組におけ

る連携協働し

ている機関等

③実施実績と成果 ④課題

国家試験受験対策講座 本校単独の取

組である

年 回 月

介護福祉士実務者研修 個別別法人･

事業所

（

（ （

広島県老人施設連盟に

協力を依頼し、受講生

募集に係る周知

老人施設連盟 連盟加入の各施設において

周知してもらうことで、受

講生の増加につながる。

（社） に加入し実務

者研修を実施（ 月・

月開講）

現場ルートの資格取得希望

者に対し開講。国試対策も

好評を得ている。

実施機関にバラつきがあ

り、受講者確保が難しい。

国家試験対策講座 地域の介護経

営者･事業所

団体、個別別

法人･事業所

益田市 名、平生町（山口

県） 回 名、学校 回

名｝ ヶ所で実施。各 日

（ ・ ）

時期を考えて実施する必要

がある。※勉強の動機づ

け、国試直前も必要か



福山福祉専門学校 実

務者研修

年 回通信課程 か月コ

ース にて実施。

受講生の確保

募集案内の郵送 老施協等 老施協・デイ協等通じて募

集要項の郵送 無料

実施機関が多く人数が集ま

らない。

離島対象の実務者研修

スクーリングの現地開

催 ：県補助金

地域の介護経

営者･事業所

団体、市町村

社会福祉協議

会

資格取得者の増加 受講者数の減少

国試対策 本校単独の取

組である

茶話会

介護実務者講習会 本校単独の取

組である

年生～ 年生の在学生

名が受講

実務経験のない者に対し

て、スクーリングとして介

護過程と生活支援技術を学

修させることの困難

実務者研修 本校単独の取

組である

年間に クール実施 受講者確保

模擬試験実施 地域の介護経

営者･事業所

団体、個別別

法人･事業所

希望者に在宅で実施。平生

町（ 名）は国試対策もか

ねて実施（ 回のうち

回）

時期を考えて実施する必要

がある。※勉強の動機づ

け、国試直前も必要か

国家試験対策講座：自

主財源

本校単独の取

組である

資格取得者の増加

国家試験対策講座 本校単独の取

組である

模試解説・直前対策 受講者確保

（５）小中学校、高等学校の生徒、学生、保護者、教職員等に対する啓発、情報提供

・小中学校、高等学校の生徒、学生、保護者、教職員等に対する啓発、情報提供を実施してい

るのは全体の過半数（実施していないのは半数弱）である。具体的な取組例の連携協働機関につい

ては自治体の他、県社会福祉協議会等との協働の取組がやや多くみられる。

【結果】

生徒､学生､保護者､教職員等に対する啓発､情報提供実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名 ①取組の名称、概要

②取組における

連携協働してい

る機関等

③実施実績と成果 ④課題

介護の仕事見学会 市町村 年 回 月・ 月

その他 高校でのガイダンス

介護プチ講座 県、県社会福祉

協議会、県介士

会

年間 以上の小中学校を

訪問し、介護の仕事のおも

しろさを伝えている。

もっと多くの小中学校に福

祉、介護に興味をもっても

らいたい。

本学オープンキャ

ンパス（本学主

催）

本校単独の取組

である

年 回程度 高校生と保護

者を対象として学科ごとに

限られた時間の中で充分な

説明ができていない。



施設名 ①取組の名称、概要

②取組における

連携協働してい

る機関等

③実施実績と成果 ④課題

実施。 ～ 人程度ずつ

の参加あり。

地域中学校との福

祉交流

本校単独の取組

である

毎年、体験を交えた交流を

通し、福祉に対しての啓発

活動になり、続いている。

近隣学校の受入れ可である

が、遠方だと交通の利便性

の問題がある。

）福祉体験学習の

受け入れ（学校見

学）、校内での福

祉体験 ）出前授

業の紹介

市町村、地域の

介護経営者･事

業所団体、市町

村社会福祉協議

会、町内中学校

）Ｙ中学校 年生（ ・

レクリエーションについ

て ・高齢者の特徴と接し

方 ・校内見学 ）町内

中学校へとりくみ予定を説

明

前年度から計画的にうちあ

わせて実施する。（介護職

や医療職への関心を高める

ことにつなげたい）

大学見学（小中

高）や模擬授業へ

の対応

市町村、市町村

社会福祉協議会

黒瀬町周辺からの要請で対

応。大学について知っても

らえる。

オープンキャンパスの時に

バスで大人数で来学するこ

ともあり、対応に追われる

時がある。

小学生の職場体験 県社会福祉協議

会

岡山県社協の企画する職場

体験の一つとしての大学見

学ツアーに参加した。認知

症の理解と対応方法につい

て、在学生とディスカッシ

ョン後大学見学

小学生は福祉に興味をもっ

ているが、その動機付けを

どのように継続していくか

が課題である。

教員対象説明会 年 回実施し、 校程度

参加。

看護学科と一緒に実施して

いるので集まるが、介護の

みの説明会だと集客困難。

本校保護者会研修

事業 自主財

源 ・地域の伝

統文化の体験 ・

平和運動への参

加 ・介護事業所

長による講演 等

本校単独の取組

である

本校の教育や、介護現場の

状況について、保護者の理

解が深まる。

学生数の減少ともに、参加

者数も減少している。

高校訪問

キッズ＆ジュニア

介護教室

県

介護の仕事説明会 日本介護福祉士

会

年 回 月

中・高の家庭科教

員対象研修

県社会福祉協議

会

年間数回県内の家庭科の教

員に対して、介護の授業を

行っている。

もっと多くの教員が介護を

正しく伝えられるようにな

ってほしい。

高校進路相談会へ

の参加

学生募集に関す

る業者

主に地元高校に参加。仕

事・資格について理解を深

める。知ってもらう機会と

なっている。

県外校の参加が多く、参画

料もあって予算が厳しく分

野内での競争もある。

地域（学校）文化

祭等での福祉体験

コーナーへの参加

市町村、町内小

学校

七日市（七力祭）での車い

す体験コーナー担当。学生

のボランティアも参加し、

学習成果を活用できた。

事前うちあわせをしたの

で、開催団体の意向にそっ

たものができた。今後も継

続。

理解促進説明会模

擬授業

県社会福祉協議

会

介護や福祉のことを新鮮な

体験としてとらえてもらう

ことができる。

家庭科の授業の一環で、相

手校の要望に対応しなけれ

ばならない時がある。何ク

ラスも同じ内容でやらなけ

ればならない。



施設名 ①取組の名称、概要

②取組における

連携協働してい

る機関等

③実施実績と成果 ④課題

高校訪問 高等学校 高等学校の進路指導の教員

に対して正しい情報提供を

行っている。

高校教員、保護者への意識

改革が課題である。

小学生・高校生を

対象にした学習会

病院・建築士会 年 回小学校で実施 啓発・啓蒙にはなっている

が、入学者増までに至らな

い。

高等学校進路担当

教員向け学校説明

会

本校単独の取組

である

参加校は５校程度。本校の

教育内容や、奨学金制度、

学生の学習発表などを実施

することによって、介護福

祉を取り巻く状況や、介護

福祉教育についての正しい

情報を伝えることができ

る。

参加される教員は、参加さ

れなくてもある程度の理解

がある。参加されない教員

への説明、理解が課題。

高校への出前授業 福祉系高校

地域ふれあい祭、

介護教室

本校単独の取組

である

広島県高等学校教

育研究会福祉部会

研修会

県社会福祉協議

会、商工団体

「福祉の動向と介護人材の

養成について」をテーマに

年（年 回）継続実

施。適性のある生徒を送っ

てもらえる。

福祉系高校も生徒の減少に

より、少なくなっている。

（６）介護現場職員に対する介護技術やチームマネジメント手法等に関する指導や

教育

・介護現場職員に対する介護技術やチームマネジメント手法等指導や教育を実施しているのは全

体の半数である。具体的な取組例の連携協働機関については自治体の他、県社会福祉協議会等と

の協働の取組がやや多くみられる。

【結果】

介護現場職員に対する介護技術やチームマネジメント手法等指導や教育実施状

況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名
①取組の名称、概

要

②取組における

連携協働してい

る機関等

③実施実績と成果 ④課題

介護職員研修会・

人間関係・感染症

対策

地域の介護経営

者･事業所団体

年 回 月

介護福祉士会開催

の研修会

日本介護福祉士

会



施設名
①取組の名称、概

要

②取組における

連携協働してい

る機関等

③実施実績と成果 ④課題

レベルアップ事業 県 県から募集され希望施設へ養

成校教員が講座に出向いてい

る。希望団体は多い。

限られた教員数の中で派

遣するためのスケジュー

ルが厳しいこともある。

本校への要請に対

して介護技術の研

修会、ユマニチュ

ード、介護過程の

展開（アセスメン

ト）

地域の介護経営

者･事業所団

体、福祉人材セ

ンター

卒業した介護福祉士だけでな

く、その事業所や団体に属す

る医療職、福祉職の参加あ

り。

短時間にどのような内容

を教授するのか、事前の

打ちあわせを十分に行な

うこと。

職能団体の講演の

依頼に応える

地域の介護経営

者･事業所団体

キャリア形成訪問

指導事業

県 ・多数申し込みあり 年度

は 件 ・施設内研修の一

部として利用していることが

多い

講師派遣 学内業務との

調整・多忙勤務

介護基礎技術向上

研修

県社会福祉協議

会

年 回、学校を会場とした研

修。年数回にわたり、施設に

出向いての研修。

社会福祉法人から

講師の依頼

個別法人･事業

所

（７）地域住民等に対する介護技術研修実施

・地域住民等に対する介護技術研修については、４割の養成施設が実施している。

【結果】

地域住民等に対する介護技術研修実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名 ①取組の名称、概要

②取組における連

携協働している機

関等

③実施実績と成果 ④課題

介護予防体操 日本介護福祉士会 年 回 夏季

介護の学校 県、県社会福祉協

議会、県介士会

名以上の参加あり、今

年で 回目。参加者からは

とても好評をもらってい

る。

もっと多くの方々に参加し

てもらうための宣伝。

要望があった際に、

地域住民対象研修会

市町村 年に 回程度、地区での研

修あり。

継続性がない。

学校見学会 本校単独の取組で

ある

入学希望者だけでなく、ミ

ニ授業は地域の方も気軽に

参加頂ける。（年 回）

来場者については交通の便

に苦労される方もある。



施設名 ①取組の名称、概要

②取組における連

携協働している機

関等

③実施実績と成果 ④課題

者連携 東広島市、

黒瀬高校福祉系高

校、広島国際大学で

者連携をし、市民向

けの福祉講座や福祉

避難所となる協定を

かわしている。

市町村、福祉系高

校

「地域はキャンパス」とい

うプログラムを３年生は専

門実習の中で実施してお

り、黒須町で実施される地

域サロンや健康福祉まつ

り、ウォーキング大会など

の企画に参加し、運営を手

伝っている。

認知症に関する講

演、演習 教員研究

費

市町村 「認知症とともに地域で豊

かな暮らしを続ける」 備

前市 「認知症とともに

地域で豊かな暮らしを続け

る」 総社市 「認知症に

ついての知識と心構え」

総社市働く婦人の家

「認知症予防」 総社市服

部地区

限られた時間で 回のみの

講座のため、知識の定着や

それに基づく行動変容まで

には至っていない。

学生による介護教

室：自主財源

本校単独の取組で

ある、一般住民、

老人クラブ

毎年 ～ 名程度の参加

がある。介護の基本的な考

え方について理解するだけ

でなく、学生との交流もで

きている。

認知症カフェを学科

教員と地域の住民団

体で運営し、認知症

ケアについて啓発

市町村、個別法

人･事業所

ミセス＆シニア介護

教室

県

ワンポイント介護セ

ミナー 年間 回、簡

単な介護技術

本校単独の取組で

ある

地域住民が多数参加 学内業務との調整

認知症サポーター養

成講座

市町村、市町村社

会福祉協議会

今年度より実施 月に実

施

（８）介護福祉士の子育てや家族介護後の復職支援

・現状では、養成施設では子育てや介護でいったん職を離れた介護福祉士の復職支援に関する取

組を実施しているのは１割強にとどまる。

【結果】

介護福祉士の子育てや家族介護後の復職支援実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体



施設名 ①取組の名称、概要
②取組における連携協働し

ている機関等
③実施実績と成果 ④課題

家族介護教室 県介士会 年に 回実施。参加者から

は毎年行ってほしいと言わ

れている。

地域住民に情報が伝わ

らない。

転職、再就職希望者

に対する就職先の紹

介

本校単独の取組である 卒業生がまず相談に気軽に

来られ、求人情報も集まっ

ている。

求人情報の提供と相

談支援：自主財源

本校単独の取組である

地域の介護経営者･事業所

団体、介護人材派遣業者

→卒業生が経営

復職することへの不安感の

解消と、再就職先の確保

 
（９）その他の取組

・その他の取組としては市内の個別事業者と協働して実施した就職説明会の事例（１養成施設）

があげられている。

【結果】

その他の取組実施状況 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

実施している

実施していない

無回答

全体

施設名 ①取組の名称、概要
②取組における連携

協働している機関等
③実施実績と成果 ④課題

市内事業所就職説明

会

個別法人･事業所 年に 度、在学生に対し市内

事業所が説明会、個別相談も

行う。

・また、回答施設が把握している他の施設での協働事業の事例（ 年時期以降）では、「給付

型奨学金」の事例が紹介されている。

【結果】 ～

〇市民向け「介護の学校」の開催

〇日南町、日野町、新見市における「給付型奨学金」の設定。受給要件は「同地域での就労

（一定期間の）」。

 



４．外国人留学生の受け入れ状況

（１）受け入れの方針、評価、課題について

・外国人留学生の受け入れについて養成施設の方針でもっとも多いのは「優秀な人を厳選して受け

入れたい」というものである。（４割）

【設問】

Ⅷ．貴施設における外国人留学生の受け入れについて伺います。

外国人留学生の受け入

れについて

貴施設の方針（ つに〇）

1. 積極的に受け入れていきたい

2. 積極的ではないが、日本人の職員が確保できない以上やむを得

ない選択だ

3. 優秀な人材を十分審査したうえで厳選して受け入れたい

4. 受け入れない

5. 現在方針を検討中

外国人留学生の受け入

れについて

①、②に回答してください。

①貴施設ではどのように効

果（今後の期待見込みを

含めて）を評価しますか。

（いくつでも〇）

1. 定員充足率の向上（収益の改善）に寄与する

2. 地域や現場の要望に応える

3. 日本の学生にとって良い刺激になる

4. 日本の介護をアジアや世界に発信する

5. その他の評価（ ）

②中国地方に立地する介護

施設や事業所に対する効

果は見込めますか。

（いくつでも〇）

1. 中国地方では概ね、施設や事業所の人員確保状況が改善する

ことが期待できる

2. 卒業後は、大都市圏等待遇条件がよりよい地域にて就職するこ

とが見込まれるから、中山間地域が大半の中国地方ではあまり

人材不足解消効果は見込めない。（広島市等の都市部を除く）

3. 中国地方の中で、待遇条件や入職後の研修や育成などの体制

が充実している法人については、サービス提供体制強化に効果

があるだろう

4. その他の効果（ ）

5. 効果はない

外国人留学生の受け入

れについて、課題と思わ

れることはなんですか。

（いくつでも〇）

1. 留学生に求める日本語能力試験の水準が低すぎる

2. 外国人留学生の教育に求められる教育方法がまだ十分に確立

できていない

3. 生活全般に関する支援や指導や助言体制が確保しにくい

4. 卒業生をきちんと育成できる介護現場をもつ介護事業者を就職

先として紹介できる体制が十分でない

5. 外国人留学生の受け入れに関して、日本の学生の保護者等の

理解を得る

6. その他の課題（ ）

7. 特に課題はない

8. どのような課題があるかわからない、これから情報収集する

  



【結果】

外国人留学生の受け入れについての方針 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

積極的に受け入れていきたい

日本人の職員が確保できない以上やむを得ない選択だ

優秀な人材を十分審査したうえで厳選して受け入れた

い

受け入れない

現在方針を検討中

無回答

全体

① 外国人留学生の受け入れに関する効果 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

定員充足率の向上に寄与する

地域や現場の要望に応える

日本の学生にとって良い刺激になる

日本の介護をｱｼﾞｱや世界に発信する

その他の評価

無回答

全体

② 中国地方に立地する介護施設や事業所に対する効果の見込み ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

中国地方では人員確保状況が改善することが期待できる

中国地方ではあまり人材不足解消効果は見込めない

体制が充実している法人については効果があるだろう

その他の効果

効果はない

無回答

全体



・受け入れの最大の課題と指摘されているのは「外国人留学生の教育に求められる教育方法がまだ

十分に確立できていない」という点である（８割弱の養成施設が回答）。

外国人留学生の受け入れについての課題 ＭＡ

カテゴリー名 ｎ

留学生に求める日本語能力試験の水準が低すぎる

教育方法がまだ十分に確立できていない

生活全般に関する支援や指導や助言体制が確保しにくい

卒業生を育成できる介護事業者を就職先として紹介できる体制が

十分でない

日本の学生の保護者等の理解を得る

その他の課題

特に課題はない

どのような課題があるかわからない

無回答

全体

（２）外国人留学生の受け入れについて、今後の中長期的な展望や意見、要望（自

由回答）

・養成施設として今後の外国人の受け入れについての展望等の自由意見を伺ったところ、「今後も

同水準で受け入れる見込み」「そもそも外国人留学生に重点を置くのではなく、養成校への日本人

高校生等の受け入れ増の取組に注力すべき」等の意見の他、以下の具体的な受け入れのための必

要要件についての指摘があった。

・事務処理含めた受け入れ対応力によって適正な受け入れ量が異なる。

・アルバイト先の確保を含め生活支援が十分にできることが条件である。

 



５．自治体や地域の多機関等と協働連携した介護福祉士の確保等に関する環境整備に

ついて、今後の役割発揮意向

・今後の養成施設の役割発揮については、２割弱の養成施設が「積極的な役割を発揮する」意向が

ある。６割強は「現状実施している取り組みを継続実施していきたい」という状況である。

【設問】

貴施設の今後

の方針（ つに

〇）

1. 積極的に役割を果たしたい

2. 当面は現在実施している取組を継続実施し役割を果たしていきたい

3. 特に連携した役割を発揮する予定はない

4. 現在、法人としてどのような役割をはたしていくかについて検討中である

5. わからない

（ で１、

に回答した方）具

体的にどのよう

なことですか。

（いくつでも〇）

1. 学生の実習先の学習指導者の育成支援

2. 介護現場で働く介護福祉士の継続的な研修機会の提供

3. 介護現場で働く介護福祉士の相談・支援機能の発揮

4. 介護福祉士の入職支援機関の相談・紹介事業の強化に対する支援

5. 介護施設や事業所の経営マネジメントの改善、向上に対する支援

6. 養成施設の教員確保・育成に関する相互協力関係の強化

7. 小中学校や高等学校の教職員、保護者向けの啓発事業の強化

8. その他の取組（ ）

【結果】

施設の今後の方針 ＳＡ

カテゴリー名 ｎ

積極的に役割を果たしたい

現在実施している取組を継続実施していきたい

特に連携した役割を発揮する予定はない

現在､検討中である

わからない

無回答

全体

 
  



６．自由提案：効果的な多機関協働・連携事業

・中国地方の中山間地域や離島における介護福祉士の確保等を推進するにあたって、効果的と思

われる多機関協働・連携について、本アンケートに回答いただいた養成施設教務主任等から自由に

提案いただいたところ、以下の意見等が寄せられた。（ ）

・山間地域や離島の小中高と連携し、子供たちが地元の高齢者を支える仕組作り。

・その地域に合った弾力的な取り組み。プラットホームを形成し、身近に意見を出し合う。

・介護職者だけでなく、医療職者他との現状に対する情報交換、共有と今後の対策にむけての話しあ

い。

・介護を他人事にしないキャンペーン。今、介護を受けている人や家族に、介護の大切さを語っても

らう。

・大学 事業：「地 知 の拠点整備事業」を活用して人材確保、大学間の連

携を図る。

・高校卒業後養成施設で介護人材を育成したのちに介護施設・事業所に就職するシステムを構築す

る。その枠組みの方が介護人材の確保･定着･増加の効果がある。

・介護人材を各世代の意識ある者への保障と､その掘り起こしに努める｡そのためには、誰でも就労可

能だとする認識とその具現化した施策を抜本的に改める。

・地方自治体は､過疎過密の地域の実状を直視し､ ､ ターン施策を充実する柱に介護人材確保施策を位

置づけ､有資格者への報酬上乗せなど､都道府県､市町村単位での独自の報酬を体系化する。

・また、養成施設、行政や職能団体や事業者事業団体の役割については以下の御意見が寄せられ

た。（ ～ ）

【養成施設】

・地域の要請に対して提案していく。

・平日日中における、教員の学外事業へのコミットが厳しくなってきている。

・人間的原理に基づく本来の介護福祉士養成の原点に立ち返った教育ができるよう教員の質向上に取

り組む。

・教員の地域活動へのコミットを推奨する。

・中山間地域等出身学生が卒業後は出身地で就職するよう指導・支援する。

【行政、職能団体、事業者団体等】

・学費免除等の充実

・離島や中山間地域における自治体などによる住居提供等が、小学生の当地域で就職するインセンテ

ィブになることが期待できるのではないか。

・養成施設の経営難に対する支援を実施。（留学生や他県からの入学者等に対する住居、生活支援）

・地元での「地域で支え合い」の困難さをはじめとする正確な現状把握に注力する。

・高等学校や介護事業者に対する啓発。

・児童や生徒に対する福祉教育において、専門教育に従事する者を招聘し助言を受けて実施する。福

祉教育の素人教員がコミットメントすることは避けるべき。

・県間連携と調整を推進する施策の実施。

・介護福祉士養成施設の実地調査では、教員との面談を強化し養成施設の教育の質を正確に評価する

こと。

・介護福祉士の社会的評価を高めなければ、介護業界における人材確保は進展しない。そのためには

中堅やリーダー層の育成が急務である。現状はすそ野の人材の多様化にリーダー層の育成が追い付

いていない。

・介護福祉士の資格を取得した留学生が仕事を通して評価をされる制度・仕組みとして構築する。

・好事例を全国展開する仕組みの実施。

・国家試験受験資格要件（学歴）を引き上げ、国家資格保持者のレベルアップを図る。

・日本人の就労支援策の中に「介護福祉労働者の確保を求める施策」を構築する。

・ハローワーク職員と養成施設間の交流を深め、ハローワーク職員の介護福祉士の仕事に対する認識

を高める。



第５章 介護福祉士養成施設教職員ワーキンググループ

意見交換会

 
介護福祉士養成施設の教職員９名に集まってもらい、以下の趣旨・目的でワーキンググル

ープ（意見交換会）を開催したので、その主な内容を報告する。 
 
（趣旨・目的） 
○中国地方の介護福祉士養成施設の運営・教育に携わる立場からみた、中国地方の介護福祉

士の確保・育成・定着に関する現場等の現状、課題等について、意見交換を行う。（現場＝

養成施設、介護施設・事業所、職能団体・事業者団体、小中学、高校、地域住民、自治体、

その他地域の関係機関 等） 
○中国地方の中山間地域や離島における介護福祉士等の確保・育成・定着に効果的な“介護

福祉士養成施設と多機関協働方策”を検討するための示唆を得る。 
 
 
（主な内容：意見交換の趣旨を抽出整理したもの） 
１．テーマ「中山間地域等における介護人材の確保」について 
○介護現場における確保だけでなく、働く介護施設や事業所において成長できる機会がある

ことや介護福祉士としての仕事を評価される労働環境、職場環境の改善を通した育成や定

着についても焦点をあてて、協働の在り方を考えることが必要である。 
 
２．養成施設の学生確保と卒業・就職と定着をめぐる現状、課題 
○高等学校や保護者の「介護の仕事」に対する意識 

・高等学校の教員、子弟保護者は「介護の仕事」を子どもたちに薦めない。 
・現行の養成制度では、養成施設で 2 年以上学んでから介護福祉士になるコースとは別に、

現場経験と実務者研修で国家資格を取得するコースがある。そのため、介護事業者は介

護の仕事に就くことを志望している高等学校卒業生や保護者に対して、「就職してから収

入を得ながら実務経験 3 年を満たしてから、実務者研修を受講すれば資格取得できる」

と勧誘して高校卒業生を採用しているという実態がある。 
○中山間地域における状況 

・地域によって養成施設における募集停止ケースが生じ始めている。日本全体に介護の需

要は増大するものの、中山間地域等の限界集落化、集落自体の消滅という問題が起きて

いる。今後の日本における中山間地域の位置づけを日本の将来像の中でどうするかとい

うテーマに関係する。 
 



３．卒業生の就職先の介護施設・事業所をめぐる課題 
○入職した卒業生に対して、「卒業後学校と関わらないように」と指導している介護施設・事

業者、また、「なんでわざわざ養成施設に入学したのだ？」と卒業生に言う施設もある。就

職した事業者・企業において、介護の仕事についての知見、見識が欠ける人が役員上層部

に就いている場合がある。 
○両者が協力連携して人材の確保や育成、定着を図ることが求められている現在、このよう

な介護施設・事業所の状況は、改善を図るべき「介護現場の労働環境・職場環境」の課題

である。 
○養成施設サイドでは、卒業生からの情報等から、労働環境や職場環境に問題があるいわゆ

る「ブラック企業」リストを作成保持し就職相談指導に活用しており、そのような介護施

設・事業所には卒業生を送り出さないように注意している。 
→一方、学生に対して教育を通して、「介護事業所を改革していく力」「地域活動のリーダ

ーとなる」ように育成することに努めている。 
（事例報告）特に周囲の環境に対して高い耐性を有する修了生には、積極的にそのよう

な介護現場に就職させて、その現場を改革するリーダーとして育つ機会を提供している。 
 
４．養成施設と多機関等との協働連携を通した、地域の介護人材の確保・育成・定着 
○教員が介護事業所を訪問して行う「介護事業所のレベルアップ事業」 

・県の協力を得て実施している。課題としては、養成施設サイドに必要な事務作業が多い

こと。 
○介護施設・事業所で働く介護職員が養成施設に来校して行う「介護スキルアップ研修」 

・課題は、介護現場の介護スタッフが多忙なことから、研修が必要な介護職員を養成施設

に派遣することができないことである。今後は訪問方式の充実強化が必要。 
→課題は、学生の教育と合わせて介護施設・事業所を訪問し研修する教員の過負担。 

○中国四国の介護福祉会における「若者会」活動 
・介護の魅力を発信しようと研修活動等を実施している。養成施設とタイアップして実施

している活動もある。 
・このように積極的に活動することが、養成施設の学生が介護福祉士にあこがれをもって

くれることにも通じる。各地域で介護現場の若手リーダーを輩出することになると期待

している。 
○離職者訓練について 

・養成施設の立場からすると「離職者訓練生の募集時期が遅すぎる」等の課題を感じてい

る。 
・訓練生の側が我を主張しすぎるという課題も感じる。 

○行政との連携や取組 



・ある地域では、養成施設における入学者の確保が困難になる中で、立地圏域の持続的発

展・維持が課題となっている等も関係し自治体等からの協力等が得にくいとの報告があ

った。 
 
５．外国人留学生の確保、育成、送り出しに関する現状と課題 
○共通に指摘された「外国人留学生を養成施設が受け入れ、介護福祉士として養成するため

の必須要件」 
・介護福祉士として育てる力を、養成施設の教員が十分保持していること。 
・養成施設が、十分な日本語教育体制を保持していること。特に平仮名を含めた日本語読

解力。 
→実態としては、N2 の留学生でも、平仮名が読めない等日本語の読解力が不足してい

ることがある。そのため、日本語の授業内容を十分理解できない実習先で実習を遂行す

ることができない。 
→「十分な日本語能力をもって日本における歴史や生活、文化等を学ぶことを通しては

じめて、介護を行う力を養うことができる。 
→外国人留学生が修了後、日本の介護の現場に入職して定着すること、あるいは、留学

生の母国で介護の現場で働き介護現場のリーダーになってもらいたいと考えると、現在

の養成施設、および介護施設・事業所における受け入れの枠組みには課題が大きい。外

国人留学生が日本の介護養成施設に留学した最大の動機は「日本の進んだ介護を勉強し

たい、母国に帰国して、日本で学んだことを活かして介護の仕事に就きたい」というこ

とである。 
その意欲を持つ人材が、十分な日本語読解力を養うことができずに養成施設を修了し、

日本の介護現場で働いたのち、将来、母国に帰国すれば、自分の経験に基づいた「日本

の介護はこんな程度」と情報提供することになる。これは我が国の国家戦略としてもマ

イナスである。 
○個々の介護福祉士養成施設現場で、国が示しているカリキュラムの枠組みを超え、「外国人

留学生に何を教えなければならないか」について検討し、必要なカリキュラムの開発・構

築に取り組んでいるとの報告もあった。 
○中山間地域の場合について 

・各養成施設の入学定員充足状況によって、外国人留学生の受け入れに関する考え方（積

極的受け入れ／まずは日本人の確保）に違いがあったが、地域人口の高齢化と減少が顕

著に進展する中山間地域に立地する養成施設においては積極的な受け入れ姿勢が示され

た。 
○中山間地域で外国人留学生を受け入れる際の注意点 

①質の確保された住宅を確保する。（例）暖房 



②「留学生が就学とアルバイトが両立しやすい工夫を行うこと。（例）アルバイトの時間（通

勤時間を含め）を確保しやすいような授業時間や学内スケジュールの配慮・工夫を行う

こと」がある。週 28 時間未満の制限順守のもとに。 
 
６．提案、課題提起 
○地域、学校との連携 
・高等学校教員や子弟保護者に対する「介護現場の魅力」発信の取り組みをしていきたい。

（例）PTA で介護に関する講演会開催。 
・地域で家族介護教室を開催。 
・小学校から高等学校まで、「介護福祉士の仕事」を学ぶ福祉教育（「道徳」の観点ではな

い視点に基づくもの）を導入する。（小学校 3 年生～） 
 
○養成施設運営当事者としては、“中山間地域等に立地する介護福祉士養成施設”が果たす地

域の介護人材育成機能は、今後も重要であると確信している。入学生確保が困難になりや

すい中山間地域立地の養成施設が事業継続できる養成施設運営のあり方について、行政そ

の他多方面で検討や提案をしていただくことを希望する。 
 
○都市での仕事、田舎での仕事いずれも体験し理解を深められる実習制度等の開発等 

・「都市の仕事や生活の良さ」とともに、「田舎の仕事や生活の良さ」というものもある。

養成施設において、実習等を通して都市での生活と仕事と田舎での生活と仕事の両方を

学生が体験することができるカリキュラムを用意することは、学生が自分に合った就職

先を選択する上で役に立つのではないか。 
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第６章 介護福祉士養成施設卒業生グループ

インタビュー

第１節 調査実施概要

１．調査目的

○中国地方に立地する介護福祉士養成施設の卒業生（介護福祉士）に対して、地域内・

外の介護サービス施設・事業所に就職した理由や今後のキャリア展開意向等につい

てグループインタビューを行い、中山間地域等の施設・事業所に就職し、継続就業す

ることを阻害している要因、確保定着を促進するために必要な支援等を把握し、中

山間地域等の施設・事業所における介護人材の確保定着を促進する方策の検討に資

する情報を収集する。

２．調査対象

以下の条件に当てはまる人を調査対象とする。

○中国地方に立地する介護福祉士養成施設の卒業生（介護福祉士資格取得者）。

○卒業後５年以内。

・環境・制度等の変化の状況を踏まえると、卒業後の年数が経つほど、他の影響

によるものなのか分析しづらくなるため、卒業後５年以内程度とする。

・年齢は問わない。

○「介護福祉士としての就業状況」と「就業している地域」より、グループは以下

の３パターンで組成した。

介護福祉士としての就業状況 就業している地域

グループ① 現在、介護福祉士として就業

中

中国地方の中山間地域

（＝中国地方の広島市市街地外、

例えば鳥取県、島根県）

グループ② 現在、介護福祉士として就業

中

中国地方の都市部

（＝広島市市街地内）

グループ③ 以前、介護福祉士として就業

していた（主に仕事に関わる

理由で離職した）

中国地方の中山間地域

（＝中国地方の広島市市街地外、

例えば、鳥取県、島根県）

○参加者の抽出方法

・中国地方に立地する全介護福祉士養成施設の協力を得て、２．の調査対象条件に

該当する参加者に協力を依頼した。
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３．調査実施日時・開催場所

参加者数 日時・開催場所

グループ①

（介護福祉士・就業中

鳥取県・島根県勤務）

５名 日時：平成 30 年 12 月 22 日（土）13：00～15：00
場所：米子市文化ホール 研修室１

グループ②

（介護福祉士・就業中

広島市街地勤務）

５名 日時：平成 30 年 12 月 21 日（金）19：15～21：30
場所：トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校

グループ③

（介護福祉士・非就業）

１名 日時：平成 30 年 12 月 22 日（土）16：00～17：00
場所：米子市文化ホール 研修室１

※当日参加者が１名となったため、インタビュー

形式で実施。個別の結果は本項には掲載しない。

４．調査内容

○現在、介護福祉士として就業中の卒業生

■基本属性

・性別、年齢区分、在住地（実家か、それ以外か、出身地域／等）

・卒業した介護福祉士養成施設の所在地域、勤務先法人・就業する施設・事業

所種別

・他に保有する関連資格

・現在の介護福祉士としての主な仕事（職種、役職等） ／等

■養成施設で学んだこと等について

・介護福祉士の養成施設で学ぶことを決めた理由

・養成施設で学んで良かったと感じていること、養成施設で学ぶことの魅力

・自分にとっての学んだことの意義

・養成施設で学んでいた時に行っておけばよかったと感じていること

・養成施設への要望

■就職先の選択に関して

・現在のエリアに就職した理由、経緯

（養成施設近辺の場合、遠方の場合、それぞれについて）

・養成施設で受けた就職に関する支援内容等

・養成施設への入学前に高校等で受けた進路相談等の状況

■仕事内容や研修等に関して

・現在の仕事内容や職位・役職等の状況

・現在の仕事についてのやりがいや仕事の面白さ、よいと思っていること

・現在の仕事について課題に感じていること

・現在の職場における介護福祉士の割合、新規採用・退職の状況

・現在の職場での教育や研修（内部・外部含め）の機会

・今後の仕事に関する展望や課題

・今後の就業に関する意向（現在の仕事を続けるか、現在の地域で働き続ける

か、介護の仕事を続けるか／等）
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■中国地方（都市部 中山間部）での就職に関して

・中国地方（都市部 中山間部）に介護職として就職することの利点、課題

・中国地方（都市部 中山間部）で介護職として就業する人を増やすために必

要なこと

■その他、養成施設への要望等

・介護福祉士養成施設等に対する要望や期待

・卒業した養成施設、就業している圏域内の養成施設に対する要望や期待

・その他、 を利活用した授業等、受講形態等について ／等

○以前、介護福祉士として就業していた卒業生

■基本属性

・性別、年齢区分、住居・居住地域（実家か、それ以外か、出身地域／等）、

出身の養成施設の所在地域、現在の仕事の業種

・これまでの介護福祉士としての業務経験（主な仕事や就業先施設・事業所種

別）

■就職先の選択に関して

・養成施設で受けた就職に関する支援内容等

・養成施設への入学前に高校等で受けた進路相談等の状況

・介護の養成施設に入学した理由

■これまでの仕事に関して

・介護職を離職した主な理由（仕事に関するもの）

・現在の仕事のやりがいや面白さ、よいと思っている点

・介護の仕事と比べて変化したこと、相違点

・今後の就業に関する意向（今後、介護の仕事に就きたいと思うか 等）

■中国地方（都市部 中山間部）での就職に関して

・中国地方（都市部 中山間部）に介護職として就職することの利点、課題

・中国地方（都市部 中山間部）で介護職として就業する人を増やすために必

要なこと

■その他、養成施設への要望等

・介護福祉士養成施設等に対する要望や期待

・卒業した養成施設に対する要望や期待

・その他、 を利活用した授業等、受講形態等について ／等
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第
２

節
調

査
結

果

１
．

参
加

者
の

基
本

属
性

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

・
島

根
県

勤
務

。
３

年
目

。
特

養
勤

務
。

20
代

。

・
鳥

取
県

勤
務

。
１

年
目

。
特

養
勤

務
。

30
代

。
社

会
人

経
験

あ
り

。

・
鳥

取
県

勤
務

。
１

年
目

。
養

護
勤

務
。

20
代

。

・
島

根
県

勤
務

。
２

年
目

。
特

養
勤

務
。

30
代

。
社

会
人

経
験

あ
り

。

・
島

根
県

勤
務

。
１

年
目

。
障

害
者

支
援

施
設

勤
務

。
20

代
。

・
島

根
県

出
身

。
２

年
目

。
特

養
勤

務
。

代
。

・
島

根
県

出
身

。
１

年
目

。
特

養
勤

務
。

代
。

・
島

根
県

出
身

。
１

年
目

。
特

養
勤

務
。

代
。

・
山

口
県

出
身

。
３

年
目

。
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

勤
務

。
代

。

・
愛

媛
県

出
身

。
５

年
目

。
特

養
勤

務
。

代
。

２
．

介
護

の
仕

事
に

興
味

を
持

っ
た

き
っ

か
け

や
理

由

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
家
族
が
介
護
の
必
要
な
状
態
に
な
っ
た

・
全

く
違

う
分

野
の

仕
事

を
し

て
い

た
の

だ
が

、
自

分
の

親
が

病
気

を
し

て
、

人

の
た

め
に

働
け

る
仕

事
と

は
何

だ
ろ

う
と

考
え

た
と

き
に

、
医

療
か

介
護

の
仕

事
を

し
て

み
た

い
と

思
っ

た
。

30
歳

を
超

え
て

い
た

の
で

、
今

か
ら

医
療

の
仕

事
に

就
く

に
は

何
年

も
か

か

る
だ

ろ
う

と
思

い
、

介
護

を
軽

ん
じ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
親

の
た

め
に

何
か

自
分

が
で

き
な

い
か

、
そ

れ
が

人
の

た
め

に
な

る
、

と
い

う
よ

う
な

仕
事

に
就

い
て

み
た

い
と

思
い

、
介

護
の

仕
事

を
目

指
し

た
。

１
か

ら
勉

強
し

直
し

た
。

②
親
戚
が
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
て
興
味
を
持
っ
た

・
全

く
介

護
と

は
縁

の
な

い
高

校
だ

っ
た

が
、

叔
母

が
介

護
の

仕
事

を
し

て
い

て
、

少
し

い
い

な
と

思
っ

て
、

介
護

の
仕

事
を

考
え

た
。

③
転
職
の
際
に
、
以
前
関
心
の
あ
っ
た
介
護
の
仕
事
へ

・
他

の
仕

事
を

経
験

し
て

、
今

ま
で

と
は

違
う

分
野

の
仕

事
を

し
た

か
っ

た
。

18
歳

の
時

に
介

護
福

祉
士

の
資

格
が

取
得

で
き

る
学

校
も

考
え

て
、

何
か

所
か

見

学
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
た

め
、

仕
事

を
辞

め
て

何
を

し
よ

う
か

な
と

思
っ

①
家
族
が
介
護
の
必
要
な
状
態
に
な
っ
た

・
曾

祖
母

が
施

設
で

亡
く

な
っ

た
時

、
自

分
に

で
き

る
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
な

い

か
と

思
っ

た
。

そ
し

て
、

介
護

の
道

に
進

も
う

と
思

っ
た

。

・
中

学
の

夏
休

み
に

、
祖

母
が

祖
父

を
介

護
す

る
老

々
介

護
が

始
ま

っ
た

。
祖

母

が
体

調
を

崩
し

た
際

に
手

伝
い

に
い

っ
た

の
だ

が
、

ご
飯

を
作

り
、

祖
父

の
話

を
聞

く
く

ら
い

で
、

自
分

に
は

何
も

で
き

な
か

っ
た

。
勉

強
し

て
２

人
の

手
伝

い
が

で
き

た
ら

い
い

な
と

思
い

、
介

護
の

道
を

選
択

肢
の

１
つ

と
し

て
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。

・
通

っ
て

い
た

高
校

は
、

１
年

生
は

福
祉

科
コ

ー
ス

、
２

年
生

か
ら

は
介

護
福

祉

コ
ー

ス
、

保
育

福
祉

コ
ー

ス
、

環
境

福
祉

コ
ー

ス
と

３
つ

に
分

岐
し

た
。

中
学

を
卒

業
す

る
前

く
ら

い
に

祖
母

が
亡

く
な

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

介
護

を
選

ん

だ
。

②
地
域
で
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た

・
高

齢
者

が
た

く
さ

ん
い

る
地

域
に

住
ん

で
い

た
の

で
、

日
常

生
活

の
中

で
、

学

校
か

ら
帰

る
と

き
な

ど
に

、
高

齢
者

と
接

す
る

機
会

が
多

か
っ

た
。

自
然

と
介

護
の

仕
事

に
興

味
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
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た
時

に
、

以
前

関
心

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
と

い
う

こ
と

が
決

め
手

と
な

っ
た

。

④
人
に
寄
り
添
え
る
仕
事
が
し
た
い

・
高

校
卒

業
後

、
作

業
療

法
士

を
目

指
し

て
県

外
の

専
門

学
校

に
通

っ
た

。
楽

し

か
っ

た
が

、
何

か
自

分
が

目
指

し
て

い
る

も
の

と
違

う
と

感
じ

た
。

生
活

と
い

う
場

面
で

、
も

っ
と

寄
り

添
え

る
仕

事
が

し
た

い
と

思
っ

た
。

３
．

介
護

福
祉

士
養

成
施

設
に

入
学

す
る

ま
で

の
経

緯

（
１

）
学

校
を

決
め

た
理

由

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
家
か
ら
通
い
や
す
い
と
こ
ろ

・
家

か
ら

通
い

や
す

い
学

校
に

決
め

た
。

バ
ス

も
無

料
で

出
て

い
て

、
通

い
や

す

さ
を

重
視

し
た

。

②
地
元
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

・
介

護
の

こ
と

を
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
学

校
と

し
て

複
数

の
候

補
が

あ
っ

た
。

高

校
が

介
護

の
コ

ー
ス

で
、

皆
が

行
く

学
校

が
あ

っ
た

が
、

自
分

は
そ

う
で

は
な

い
離

れ
た

と
こ

ろ
に

あ
る

学
校

へ
行

こ
う

と
思

っ
た

。
自

分
の

こ
と

を
よ

く
知

ら
な

い
人

の
と

こ
ろ

で
好

き
な

勉
強

に
集

中
で

き
た

。
新

し
い

人
間

関
係

も
築

く
こ

と
も

で
き

た
。

③
地
域
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

・
学

校
へ

見
学

に
行

っ
た

際
、

地
域

の
文

化
的

な
雰

囲
気

を
感

じ
ら

れ
た

こ
と

が

よ
か

っ
た

。
安

来
の

銭
太

鼓
、

安
来

節
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

と
行

っ
て

い
て

、
そ

う
い

う
の

も
お

も
し

ろ
い

な
と

感
じ

て
、

そ
の

学
校

を
選

ん
だ

。

④
様
々
な
世
代
の
学
生
が
学
ぶ
環
境
に
身
を
お
き
た
い

・
（

作
業

療
法

士
を

目
指

し
た

が
、

介
護

の
仕

事
に

就
き

た
い

と
思

い
、

介
護

福

祉
士

資
格

を
取

得
で

き
る

学
校

へ
行

く
こ

と
に

し
た

）
高

校
卒

業
後

で
は

な
い

人
も

た
く

さ
ん

通
っ

て
い

る
専

門
学

校
が

あ
る

と
聞

い
た

。
社

会
人

経
験

者
の

多
い

方
が

人
生

経
験

豊
富

な
の

で
、

い
ろ

い
ろ

な
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
、

一
緒

に
多

く
の

こ
と

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

、
そ

の
学

校
を

選
ん

だ
。

同
級

生
の

う
ち

、
社

会
人

経
験

者
は

半
数

程
度

だ
っ

た
。

①
地
元
か
ら
都
市
部
へ
出
た
い
と
思
っ
た

・
学

生
の

時
に

、
ひ

と
り

暮
ら

し
を

し
た

い
と

思
っ

た
。

そ
し

て
、

都
市

部
で

一

番
近

い
広

島
市

を
選

ん
だ

。
広

島
で

あ
れ

ば
、

介
護

に
関

す
る

情
報

量
が

多
い

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
た

。

・
広

島
市

内
の

学
校

を
選

ん
だ

理
由

は
、

都
会

に
あ

こ
が

れ
て

い
て

、
島

根
か

ら

出
た

か
っ

た
た

め
で

あ
る

。
近

い
と

こ
ろ

で
都

会
の

イ
メ

ー
ジ

の
あ

る
広

島
市

内
の

学
校

を
選

ん
だ

。
仕

事
も

遊
び

も
充

実
さ

せ
た

い
と

思
っ

た
。

②
高
校
の
先
生
か
ら
学
校
説
明
会
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
参
加
し
な
い
か
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た

・
学

校
説

明
会

は
、

就
職

相
談

の
ブ

ー
ス

の
よ

う
な

感
じ

で
、

医
療

、
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ

、
介

護
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

学
校

が
説

明
に

来
た

際
に

、
入

学
し

た
学

校
も

来
て

く
れ

た
。

高
校

の
先

生
に

興
味

を
も

っ
た

学
校

が
あ

っ
た

と
伝

え
た

と
こ

ろ
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

行
っ

て
み

な
さ

い
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
こ

れ
が

学
校

を
選

ぶ
、

最
初

の
き

っ
か

け
だ

っ
た

。

・
進

学
希

望
は

自
分

の
専

攻
科

で
は

１
人

だ
け

だ
っ

た
の

で
、

就
職

し
な

く
て

い

い
の

か
と

い
う

気
持

ち
も

あ
っ

た
。

迷
っ

て
い

る
と

、
高

校
の

先
生

か
ら

進
学

す
る

な
ら

、
今

度
、

学
校

の
説

明
会

が
来

る
の

で
行

っ
て

み
な

い
か

と
い

う
誘

い
を

受
け

た
。

入
学

し
た

学
校

の
先

生
は

、
見

学
の

た
め

に
、

島
根

か
ら

広
島

ま
で

送
り

迎
え

を
し

て
く

れ
た

。

・
介

護
に

進
む

と
決

め
て

か
ら

、
ま

ず
学

校
探

し
を

行
っ

た
。

授
業

で
自

分
の

行
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⑤
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
相
談
→
勉
強
し
て
か
ら
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
こ
と
を
相
談

→
専
門
学
校
の
紹
介

・
他

分
野

か
ら

介
護

の
仕

事
を

し
て

み
た

い
と

思
う

よ
う

に
な

り
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー

ク
へ

行
く

と
、

無
資

格
で

も
働

け
る

と
こ

ろ
が

た
く

さ
ん

あ
っ

た
。

し
か

し
、

無
資

格
で

介
護

の
仕

事
を

す
る

の
は

怖
い

と
思

い
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

で
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
専

門
学

校
が

あ
る

こ
と

を
教

え
て

も
ら

っ
た

。
そ

こ
で

初
め

て
介

護
の

専
門

学
校

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

た
。

雇
用

保
険

制
度

が
適

用
で

き
、

収
入

の
不

安
も

な
く

、
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
学

校
を

選
ん

だ
。

き
た

い
学

校
や

就
職

先
を

探
す

時
間

が
あ

り
、

そ
の

中
で

入
学

し
た

専
門

学
校

の
名

前
を

知
っ

た
。

学
校

説
明

会
が

あ
り

、
そ

の
専

門
学

校
か

ら
は

事
務

の
人

が
来

て
い

た
。

高
校

の
先

生
か

ら
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
１

回
行

っ
た

ほ
う

が
よ

い
と

言
わ

れ
て

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
行

き
、

こ
こ

に
し

よ
う

と
思

っ
た

。
高

校
の

先
生

に
や

は
り

こ
こ

に
し

ま
す

と
言

っ
た

ら
、

頑
張

っ
て

こ

い
、

と
言

わ
れ

て
決

ま
っ

た
。

③
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
印
象
が
良
か
っ
た

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
出

会
っ

た
先

生
が

良
か

っ
た

。
イ

ン
パ

ク
ト

が
あ

っ

た
。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
は

３
か

所
く

ら
い

に
参

加
し

た
。

入
学

し
た

学
校

の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

先
輩

達
が

明
る

か
っ

た
。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
本

当
に

楽
し

そ
う

で
、

先
輩

た
ち

が
明

る
か

っ

た
。

話
し

か
け

て
も

ら
っ

て
緊

張
も

な
く

な
っ

た
。

・
無

料
で

バ
ス

が
出

る
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

が
あ

っ
た

。
広

島
に

行
っ

て
、

半

日
、

先
生

の
話

を
聞

い
た

。
お

昼
に

お
好

み
焼

き
を

食
べ

た
り

、
楽

し
そ

う
だ

と
思

っ
た

。

・
他

の
学

校
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

行
っ

た
際

、
教

室
の

机
な

ど
を

見
て

、

学
生

が
少

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

・
い

ろ
い

ろ
な

学
校

の
説

明
会

に
参

加
し

た
が

、
入

学
し

た
学

校
に

は
非

常
に

惹

か
れ

た
。

④
目
指
す
姿
が
実
現
で
き
そ
う
だ
っ
た

・
自

分
が

な
り

た
い

と
思

う
介

護
福

祉
士

は
「

明
る

い
こ

と
」

が
第

一
前

提
だ

っ

た
。

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

参
加

し
て

、
こ

こ
な

ら
楽

し
く

で
き

る
と

思
っ

て
選

ん
だ

。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
専

門
学

校
の

先
生

か
ら

、
介

護
に

進
む

の
な

ら
基

本

か
ら

教
え

て
あ

げ
る

と
言

わ
れ

た
こ

と
が

心
に

響
い

た
。

⑤
専
門
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
目
を
惹
い
た

・
専

門
学

校
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

が
凝

っ
て

い
て

、
印

象
に

残
っ

た
。

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
が

す
ご

く
凝

っ
て

い
て

、
か

わ
い

い
と

感
じ

た
。
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（
２

）
介

護
の

仕
事

を
希

望
す

る
こ

と
に

対
す

る
高

校
の

進
路

相
談

、
家

族
の

反
応

等

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
進
路
指
導
担
当
の
先
生
か
ら
は
介
護
の
勉
強
は
ど
の
学
校
で
学
ん
で
も
一
緒
と
い

わ
れ
た

・
高

校
の

進
路

担
当

の
先

生
か

ら
、

介
護

の
勉

強
な

ん
て

ど
の

専
門

学
校

で
も

同

じ
な

の
だ

か
ら

、
場

所
に

こ
だ

わ
ら

な
く

て
も

近
い

と
こ

ろ
で

よ
い

の
で

は
と

言
わ

れ
た

。
自

分
の

考
え

を
通

し
て

、
遠

い
方

の
学

校
へ

決
め

た
。

両
親

も
賛

成
し

て
く

れ
て

い
た

。

①
高
校
の
進
路
相
談
で
は
介
護
の
仕
事
は
給
与
が
低
い
か
ら
と
大
学
を
進
め
ら
れ
た

・
高

校
の

進
路

相
談

で
、

介
護

の
学

校
に

行
き

た
い

と
相

談
し

た
ら

、
介

護
の

仕

事
は

給
与

も
低

い
の

で
、

大
学

に
行

く
よ

う
に

言
わ

れ
た

。
１

か
月

間
、

毎
日

引
き

と
め

ら
れ

た
。

②
家
族
か
ら
の
反
対
を
受
け
た

・
父

親
か

ら
は

、
介

護
の

仕
事

に
就

く
な

ら
、

看
護

師
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
言

わ

れ
た

。
現

在
は

、
手

に
職

を
持

つ
の

は
よ

い
の

で
な

い
か

、
と

い
う

感
じ

で
何

も
言

わ
な

い
。

・
母

親
は

介
護

の
仕

事
は

汚
い

と
大

反
対

だ
っ

た
。

祖
母

が
病

院
で

お
世

話
に

な

っ
て

い
た

時
、

汚
か

っ
た

わ
け

で
は

な
く

、
そ

う
い

う
仕

事
で

は
な

い
こ

と
、

や
り

が
い

の
あ

る
仕

事
だ

と
い

う
こ

と
を

伝
え

た
い

と
思

い
、

介
護

を
選

ん

だ
。

４
．

介
護

福
祉

士
養

成
施

設
で

学
ん

だ
こ

と
等

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
介
護
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
学
ん
だ

・
専

門
学

校
で

勉
強

し
て

い
な

か
っ

た
ら

、
「

し
て

あ
げ

て
い

る
」

の
よ

う
な

考

え
で

介
護

を
し

て
い

た
と

思
う

。
勉

強
し

た
こ

と
で

、
し

て
あ

げ
る

で
は

な
く

て
、

ま
ず

見
て

、
自

分
が

今
か

ら
す

る
こ

と
に

ど
の

よ
う

な
根

拠
を

持
っ

て
お

い
た

ら
よ

い
か

、
そ

の
考

え
方

を
学

ん
だ

。

学
校

に
入

る
前

は
、

介
護

は
し

て
あ

げ
る

も
の

、
困

っ
て

い
る

人
、

助
け

が
必

要
な

人
に

、
自

分
が

し
て

あ
げ

る
と

い
う

よ
う

な
自

己
満

足
的

な
考

え
が

あ
っ

た
。

勉
強

し
て

、
そ

の
点

を
改

め
ら

れ
た

こ
と

は
良

か
っ

た
。

・
学

校
で

介
護

福
祉

士
と

し
て

働
く

た
め

の
考

え
方

や
技

術
を

身
に

つ
け

ら
れ

た

こ
と

が
１

番
よ

か
っ

た
と

思
う

。

②
専
門
職
と
し
て
の
視
点
を
持
っ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
力
を
養
っ
た

①
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た

・
勉

強
に

ア
ル

バ
イ

ト
に

遊
び

に
と

、
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き

た
。

・
授

業
が

終
わ

っ
て

か
ら

、
毎

日
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
、

そ
の

後
、

勉
強

を
し

て
、

と
い

う
毎

日
で

、
寝

る
時

間
が

な
い

く
ら

い
充

実
し

て
い

た
。

②
志
が
一
緒
の
同
級
生
と
学
ぶ
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

・
同

級
生

の
人

数
は

少
な

か
っ

た
が

、
介

護
の

仕
事

を
し

た
い

と
い

う
志

が
同

じ

な
の

で
、

学
校

に
い

る
と

、
自

分
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
が

っ
た

。

③
先
生
と
の
距
離
も
近
く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

・
先

生
と

の
距

離
が

近
い

こ
と

も
自

分
に

と
っ

て
は

良
か

っ
た

。
勉

強
す

る
と

き

に
は

し
っ

か
り

と
勉

強
す

る
、

休
む

と
き

に
は

し
っ

か
り

休
む

、
遊

ぶ
と

き
に
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・
学

校
で

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

学
ぶ

の
で

、
特

に
、

相
手

を
見

て
、

ど
の

よ

う
な

支
援

が
必

要
な

の
か

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

力
は

、
勉

強
を

し
な

い

と
、

そ
の

よ
う

な
視

点
に

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

介
護

の
技

術
面

は
何

と
か

な
る

と
し

て
も

、
身

体
面

、
心

理
面

の
双

方
か

ら
、

専
門

的
な

視
点

を
持

っ
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
力

が
必

要
に

な
る

。
お

そ
ら

く
、

専
門

学
校

で
学

ん
だ

か
ら

、
自

然
と

そ
の

よ
う

な
発

想
が

出
来

て
い

る
の

だ
と

思
う

。
専

門
学

校
で

勉
強

を
し

て
お

い
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
る

。

③
実
習
の
機
会
が
と
て
も
良
か
っ
た
（
仕
事
を
す
る
上
で
の
心
構
え
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
知
る
機
会
等
）

・
学

校
で

実
習

に
行

か
せ

て
も

ら
え

る
点

が
良

か
っ

た
。

利
用

者
さ

ん
と

の
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
な

ど
を

学
ば

せ
て

も
ら

っ
た

。
様

々
な

障
害

、
認

知
症

も
だ

が
、

そ
の

症
状

や
対

応
方

法
を

、
現

場
で

教
え

て
も

ら
え

た
の

で
、

い
き

な
り

施
設

に
就

職
す

る
よ

り
も

、
一

旦
学

校
で

学
ん

で
か

ら
就

職
で

き
た

こ
と

は
本

当
に

よ
か

っ
た

と
思

う
。

・
実

習
と

い
う

し
っ

か
り

と
し

た
制

度
が

あ
り

、
そ

の
役

割
は

大
き

い
。

実
習

の

機
会

が
あ

っ
た

か
ど

う
か

で
、

就
職

後
に

大
き

な
違

い
が

あ
る

と
思

う
。

・
実

習
に

つ
い

て
、

自
分

が
学

ん
だ

時
に

は
、

実
習

は
１

、
２

と
あ

り
、

例
え

ば
、

１
年

生
の

時
は

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
１

週
間

、
障

害
者

支
援

施
設

１
週

間
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
１

週
間

、
２

年
生

の
時

は
、

特
養

や
老

健
を

２
週

間
、

さ
ら

に
４

週
間

行
っ

た
。

実
習

は
、

通
算

で
２

か
月

間
程

度
と

な
る

。
実

習
に

行
く

と
、

仕
事

を
す

る
上

で
の

心
構

え
が

で
き

る
。

・
様

々
な

施
設

へ
実

習
に

い
か

せ
て

も
ら

っ
た

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

グ
ル

ー
プ

ホ

ー
ム

、
小

規
模

多
機

能
な

ど
、

制
度

上
の

多
様

な
施

設
に

行
く

こ
と

が
で

き

る
。

こ
の

よ
う

な
施

設
に

は
こ

の
よ

う
な

特
色

が
あ

っ
て

、
と

い
う

の
を

、
現

地
に

行
っ

て
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

実
習

に
行

か
ず

に
、

１
つ

の
施

設
に

就
職

し
て

い
た

ら
、

他
の

サ
ー

ビ
ス

や
施

設
に

つ
い

て
は

分
か

ら
な

い
ま

ま
だ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
そ

れ
が

ま
ず

自
分

の
中

で
は

１
番

よ
か

っ
た

と
思

う
。

特
色

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

と
て

も
良

い
。

④
卒
業
後
も
同
期
や
先
生
と
連
絡
を
と
り
、
相
談
に
の
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る

・
卒

業
し

て
か

ら
も

同
期

や
先

生
た

ち
と

会
っ

て
い

る
。

そ
こ

で
仕

事
の

悩
み

と

か
も

相
談

す
る

。
先

生
も

同
僚

も
話

を
聞

い
て

く
れ

る
。

こ
ち

ら
か

ら
話

せ
る

雰
囲

気
が

あ
る

。
今

で
も

お
世

話
に

な
っ

て
い

る
。

・
同

期
と

は
連

絡
先

を
交

換
し

て
い

る
の

で
、
「

ど
う

？
」

み
た

い
な

感
じ

で
連

は
し

っ
か

り
遊

ぶ
と

い
う

よ
う

に
、

メ
リ

ハ
リ

つ
け

て
過

ご
す

こ
と

を
後

押
し

し
て

く
れ

て
、

自
分

自
身

、
苦

し
ま

ず
に

２
年

間
、

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
そ

れ
が

魅
力

だ
っ

た
。

・
先

生
と

の
距

離
が

近
い

こ
と

が
と

て
も

良
か

っ
た

。

④
多
様
な
実
習
先
が
あ
り
、
実
習
が
充
実
し
て
い
る
点
が
よ
か
っ
た

・
実

習
時

間
が

長
く

、
在

学
中

は
き

つ
い

と
感

じ
て

い
た

が
、

今
に

な
っ

て
思

う

と
、

実
習

先
の

選
択

肢
は

多
く

、
種

類
も

、
特

養
や

老
健

、
身

体
障

害
者

の
施

設
な

ど
多

様
だ

っ
た

。
自

分
の

興
味

の
あ

る
と

こ
ろ

を
選

ぶ
こ

と
が

出
来

て
よ

か
っ

た
。

⑤
実
習
の
機
会
を
活
用
し
て
、
自
分
で
考
え
て
介
護
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た

・
自

分
で

も
う

少
し

詳
し

く
知

ろ
う

と
し

て
実

習
に

臨
め

ば
よ

か
っ

た
。

実
際

に

就
職

し
て

働
き

始
め

た
と

き
に

動
き

方
が

わ
か

ら
な

く
て

、
ど

う
し

よ
う

と
い

う
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
、

実
習

を
通

じ
て

、
自

分
の

頭
で

考
え

る
力

を
も

う
少

し
養

っ
て

お
け

ば
よ

か
っ

た
と

感
じ

る
。

⑥
腰
痛
を
防
止
す
る
介
護
技
術
を
し
っ
か
り
と
習
得
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

・
腰

痛
防

止
の

た
め

に
も

、
介

護
技

術
に

つ
い

て
、

し
っ

か
り

と
授

業
を

受
け

て

お
け

ば
よ

か
っ

た
と

感
じ

る
。

も
っ

と
身

体
の

使
い

方
が

う
ま

く
な

っ
て

、
腰

が
痛

い
と

い
う

こ
と

も
な

か
っ

た
か

も
し

れ
な

い
。

・
悪

い
介

護
の

仕
方

を
し

て
い

て
、

た
ま

に
持

ち
上

げ
る

と
き

に
、

腰
に

ず
き

っ

と
く

る
。

身
体

を
持

ち
上

げ
ら

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

。
介

護
技

術
の

授
業

で

「
腰

を
痛

め
な

い
よ

う
に

」
と

一
番

言
わ

れ
て

い
た

と
こ

ろ
だ

っ
た

の
で

、
介

護
の

技
術

面
を

き
ち

ん
と

習
得

し
て

お
け

ば
よ

か
っ

た
と

感
じ

る
。

⑦
介
護
以
外
の
学
科
、
年
代
の
異
な
る
学
生
と
の
交
流
か
ら
視
野
が
広
が
っ
た

・
い

ろ
い

ろ
な

学
科

が
あ

る
の

で
、

そ
の

学
科

を
超

え
た

イ
ベ

ン
ト

や
球

技
大

会
、

文
化

祭
な

ど
が

あ
っ

て
、

介
護

科
以

外
の

学
科

と
触

れ
合

う
中

、
様

々
な

こ
と

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

友
だ

ち
も

増
え

た
こ

と
が

自
分

に
と

っ
て

は
魅

力
だ

っ
た

。

・
学

科
が

た
く

さ
ん

あ
る

た
め

、
様

々
な

分
野

の
学

生
と

関
わ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
学

生
の

年
齢

層
は

様
々

で
、

同
級

生
に

40
代

、
50

代
の

人
も

い
た

。
年

齢
が

上
の

人
も

一
か

ら
介

護
の

勉
強

を
始

め
る

の
で

、
世

代
は

違
っ

て
も

、
友

だ
ち
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絡
を

取
り

合
っ

た
り

、
集

ま
っ

た
り

し
て

い
る

。
校

長
先

生
を

含
め

、
先

生
方

も
気

を
遣

っ
て

く
れ

る
。

同
期

は
、

ほ
ぼ

介
護

の
仕

事
に

つ
い

て
い

て
、

ま
だ

離
職

し
た

人
は

い
な

い
。

・
就

職
し

て
１

年
目

の
と

き
に

、
担

任
の

先
生

に
す

ご
く

相
談

さ
せ

て
も

ら
っ

た
。

２
年

目
の

と
き

も
悩

ん
だ

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ラ

イ
ン

交
換

し
て

い
る

の

で
、
「

こ
う

い
う

こ
と

が
あ

っ
て

」
と

状
況

報
告

な
ど

を
し

て
、

ア
ド

バ
イ

ス

を
も

ら
っ

た
り

し
て

い
た

。
３

年
目

に
な

っ
て

か
ら

も
、

大
変

な
こ

と
が

あ
っ

た
り

す
る

と
、

先
生

を
頼

ら
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

学
校

が
遠

い
の

で
、

な
か

な
か

行
く

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
先

生
と

は
つ

な
が

っ
て

い
る

。
相

談
で

き
る

つ
な

が
り

が
あ

る
と

い
う

の
は

と
て

も
心

強
い

。
社

会
に

出
て

、
介

護
福

祉
士

と
し

て
働

き
始

め
て

、
先

生
と

介
護

分
野

の
専

門
職

同
士

の
話

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
先

生
も

社
会

福
祉

士
の

資
格

を
持

っ
て

い
る

の
で

、
そ

の
視

点
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
。

よ
い

関
係

づ
く

り
を

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
と

思
う

。

・
２

か
月

に
１

回
ぐ

ら
い

は
ふ

ら
っ

と
学

校
に

寄
っ

て
い

る
。

相
談

ま
で

は
し

な

く
て

も
、

顔
を

見
せ

て
、

先
生

に
も

安
心

し
て

も
ら

う
。

・
勤

め
先

が
学

校
か

ら
離

れ
て

い
る

の
で

、
あ

ま
り

行
く

こ
と

は
で

き
な

い
が

、

た
ま

に
顔

を
見

せ
に

行
っ

て
、
「

最
近

、
学

校
は

ど
う

で
す

？
」

な
ど

と
逆

に

聞
い

た
り

も
し

て
い

る
。

と
し

て
気

兼
ね

な
く

話
す

こ
と

が
で

き
た

。
友

達
の

幅
が

広
が

り
、

新
鮮

な
感

覚
だ

っ
た

。

⑧
卒
業
後
も
同
期
や
先
生
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
心
強
い

・
就

職
し

て
１

年
目

な
の

で
、

２
か

月
に

１
回

ぐ
ら

い
、

卒
業

生
で

集
ま

っ
て

い

る
。

担
任

の
先

生
も

集
ま

り
に

参
加

し
て

く
れ

て
、

卒
業

後
も

心
配

し
て

く
れ

る
。

こ
う

し
た

仲
間

や
先

生
が

い
る

こ
と

は
心

強
く

、
養

成
施

設
で

学
ば

ず
に

就
職

し
た

場
合

と
で

は
、

心
の

持
ち

方
が

違
う

と
思

う
。

５
．

就
職

先
の

選
択

に
つ

い
て

（
１

）
就

職
す

る
地

域
の

選
択

方
法 グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
実
家
か
ら
近
い
と
こ
ろ
、
通
え
る
こ
と
を
重
視
し
た

・
実

家
か

ら
近

い
と

こ
ろ

で
働

き
た

い
と

思
っ

た
。

時
間

も
有

意
義

に
使

え
る

の

で
、

近
い

方
が

よ
い

。
自

分
の

住
ん

で
い

る
市

内
に

し
よ

う
か

迷
っ

た
が

、
専

門
学

校
の

あ
る

地
域

に
愛

着
が

あ
り

、
隣

町
で

選
ん

だ
。

・
法

人
で

多
く

の
施

設
を

運
営

し
て

い
る

が
、

就
職

の
際

、
自

宅
か

ら
通

え
る

範

囲
内

で
考

え
て

も
ら

っ
た

。
面

接
の

と
き

に
も

自
宅

か
ら

通
い

た
い

こ
と

を
伝

え
た

と
こ

ろ
、

そ
の

範
囲

内
で

考
え

て
い

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
自

宅
か

ら
通

①
学
生
時
代
に
築
い
た
友
達
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
た
め
、
広
島
か
ら
離
れ
が

た
い

・
同

級
生

の
ほ

と
ん

ど
が

介
護

の
仕

事
に

就
職

し
て

お
り

、
広

島
市

内
に

就
職

す

る
人

が
多

い
。

中
に

は
実

家
に

帰
っ

た
人

も
い

る
。

尾
道

、
福

山
、

庄
原

、
山

口
な

ど
、

エ
リ

ア
は

様
々

で
あ

る
。

・
中

学
や

高
校

の
同

級
生

は
、

皆
、

地
元

か
ら

他
県

へ
出

て
し

ま
っ

て
い

る
。

帰

っ
て

も
友

達
が

い
な

い
。

逆
に

島
根

か
ら

広
島

市
内

に
出

て
き

て
い

る
人

は
多



11
1

え
る

か
ど

う
か

は
ポ

イ
ン

ト
に

な
る

。

※
他

も
、

実
家

か
ら

通
っ

て
い

る
人

が
大

多
数

。

②
温
か
み
を
持
た
せ
ら
れ
る
方
言
で
伝
え
た
い

・
学

校
は

地
元

か
ら

出
た

い
と

思
っ

た
が

、
働

く
場

所
は

地
元

で
な

け
れ

ば
方

言

が
通

じ
な

い
の

で
、

島
根

が
良

い
と

思
っ

た
。

方
言

で
は

な
く

て
も

丁
寧

に
伝

え
れ

ば
誠

意
は

伝
わ

る
と

思
う

が
、

温
か

み
を

持
た

せ
よ

う
と

思
っ

た
ら

、
出

雲
弁

だ
と

思
い

、
近

く
で

働
き

た
い

と
思

っ
た

。

く
、

学
校

で
の

友
達

も
た

く
さ

ん
い

る
。

友
達

の
面

で
も

環
境

面
で

も
広

島
市

内
が

よ
い

。

・
島

根
で

奨
学

金
を

借
り

て
い

た
の

で
、

島
根

に
帰

る
予

定
で

い
た

が
、

学
ん

だ

２
年

間
は

長
く

て
、

こ
こ

で
築

い
た

人
と

の
出

会
い

か
ら

は
離

れ
が

た
い

。
親

に
相

談
を

し
て

奨
学

金
を

一
括

返
済

し
て

も
ら

っ
て

、
広

島
に

留
ま

る
こ

と
に

し
た

。

・
学

校
で

過
ご

し
た

２
年

間
に

は
い

ろ
い

ろ
な

出
会

い
が

あ
り

、
学

生
時

代
に

立

ち
上

げ
た

若
者

の
会

で
、

引
き

続
き

、
学

校
の

建
物

で
勉

強
を

続
け

、
広

島
の

介
護

を
明

る
く

し
よ

う
と

い
う

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
会

を
通

じ
て

、

様
々

な
施

設
の

若
者

と
知

り
合

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

学
生

の
時

か
ら

の
取

組
な

の
で

、
長

い
期

間
に

な
る

。
地

域
に

知
っ

て
い

る
人

が
い

る
と

い
う

の
は

心
強

い
。

つ
な

が
り

と
い

う
面

で
広

島
か

ら
離

れ
ら

れ
な

い
。

②
奨
学
金
を
受
け
た
た
め
、
広
島
県
内
で
の
就
職
を
決
め
た

・
広

島
県

内
で

５
年

働
く

と
免

除
さ

れ
る

奨
学

金
を

借
り

た
た

め
、

学
校

の
あ

る

広
島

市
内

で
就

職
す

る
こ

と
を

決
め

て
い

た
。

さ
ら

に
、

学
校

を
選

択
し

た
時

か
ら

実
家

を
出

た
た

め
、

就
職

し
て

も
島

根
に

帰
る

考
え

は
な

か
っ

た
。

・
地

元
に

帰
り

た
い

と
思

っ
て

い
て

、
２

か
月

に
１

回
ぐ

ら
い

は
実

家
に

帰
っ

て

い
る

。
奨

学
金

を
借

り
た

た
め

、
広

島
県

内
で

働
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

※
広

島
県

介
護

福
祉

士
修

学
資

金
等

貸
付

事
業

：
貸

付
後

に
広

島
県

内
で

継
続

し

て
５

年
間

従
事

し
た

場
合

，
全

額
返

還
免

除
。

③
地
元
に
は
何
も
な
い
の
で
、
都
市
部
の
魅
力
の
方
が
大
き
い

・
地

元
に

は
何

も
な

く
て

、
帰

っ
て

何
を

す
る

か
が

考
え

ら
れ

ず
、

生
涯

過
ご

す

と
い

う
こ

と
が

思
い

浮
か

ば
な

か
っ

た
。

仕
事

は
探

せ
ば

あ
る

だ
ろ

う
し

、
地

元
も

好
き

で
あ

る
。

戻
っ

た
ら

、
よ

く
帰

っ
て

き
て

く
れ

た
と

歓
迎

さ
れ

る
と

思
う

。
し

か
し

、
今

は
、

こ
ち

ら
で

の
生

活
の

ほ
う

が
よ

い
と

感
じ

て
い

る
。

・
田

舎
に

は
な

い
も

の
が

広
島

に
は

た
く

さ
ん

あ
り

、
離

れ
が

た
い

。
い

ろ
い

ろ

な
お

店
や

遊
ぶ

と
こ

ろ
も

あ
る

。
実

家
は

目
の

前
が

海
、

後
ろ

が
山

で
、

市
内

へ
行

く
の

に
バ

ス
で

１
時

間
か

か
る

。
交

通
の

便
は

悪
く

、
市

内
に

出
た

と
し

て
も

、
何

も
な

く
で

き
る

こ
と

も
少

な
い

と
感

じ
る

。
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（
２

）
就

職
す

る
施

設
選

択
の

方
法

、
就

職
に

関
す

る
学

校
の

支
援

等
に

つ
い

て

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
実
習
先
に
決
め
た

・
就

職
し

た
施

設
は

実
習

先
で

、
と

て
も

分
か

り
や

す
く

教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と

か
ら

、
そ

こ
に

決
め

た
。

②
職
場
の
教
育
環
境
を
重
視
し
た

・
施

設
の

規
模

や
職

員
教

育
を

重
視

し
た

。
い

ろ
い

ろ
と

指
導

し
て

も
ら

え
る

力

の
あ

る
職

員
が

多
い

と
聞

い
て

い
た

の
で

決
め

た
。

③
話
し
や
す
い
職
場
の
雰
囲
気
を
重
視
し
た

・
職

場
の

働
き

や
す

さ
を

重
視

し
た

。
前

職
で

も
、

辞
め

る
人

と
辞

め
な

い
人

の

大
き

な
違

い
は

職
場

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
て

い
る

か
ど

う
か

だ
っ

た
。

職
員

同
士

が
話

し
や

す
い

雰
囲

気
に

あ
る

か
ど

う
か

は
大

切
で

あ
る

。
言

い
に

く
い

こ
と

で
も

話
し

や
す

い
雰

囲
気

に
あ

る
こ

と
が

一
番

よ
い

と
思

っ
て

い
る

。
あ

り
が

た
い

こ
と

に
今

の
配

属
先

の
リ

ー
ダ

ー
は

、
何

で
も

話
し

や
す

い
雰

囲
気

が
あ

る
の

で
、

と
て

も
仕

事
が

し
や

す
い

。

④
地
域
に
密
着
し
た
施
設
で
あ
る
か
を
重
視
し
た

・
ま

ず
優

先
し

た
の

は
、

地
域

に
根

づ
い

て
い

る
施

設
で

あ
る

か
ど

う
か

で
あ

る
。

こ
の

地
域

に
こ

の
施

設
が

あ
る

の
が

当
た

り
前

と
い

う
か

、
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
重

視
し

た
。

プ
ラ

ス
ア

ル
フ

ァ
で

そ
の

施
設

内
外

の
ハ

ー
ド

面
や

キ
ャ

リ
ア

に
合

わ
せ

た
研

修
が

組
み

込
ま

れ
て

い
る

か
を

確
認

し
た

。

就
職

し
た

施
設

へ
は

実
習

に
は

行
っ

て
い

な
い

。
最

初
は

違
う

法
人

を
考

え
て

い
た

が
、

こ
う

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

と
先

生
に

紹
介

し
て

も
ら

っ
た

。
自

分
で

も
調

べ
て

み
た

ら
、

鳥
取

県
全

地
域

に
施

設
が

あ
る

と
と

も
に

、
地

域
と

密
着

し
て

い
そ

う
だ

っ
た

。
そ

れ
が

自
分

の
中

で
と

て
も

心
引

か
れ

た
。

⑤
情
報
を
収
集
し
て
総
合
的
に
判
断
し
て
決
め
た

・
情

報
収

集
は

、
実

習
を

通
し

て
把

握
し

た
り

、
評

判
な

ど
も

参
考

に
し

た
。

鳥

取
市

内
に

何
十

も
法

人
は

あ
る

が
、

何
に

特
化

し
て

い
る

の
か

、
移

動
が

し
や

す
い

か
な

ど
、

総
合

的
に

考
え

て
選

ん
だ

。

⑥
法
人
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た

・
高

校
は

普
通

科
だ

が
、

介
護

コ
ー

ス
が

あ
り

、
介

護
に

つ
い

て
選

べ
る

と
こ

ろ

①
実
習
先
に
決
め
た
。
実
習
先
の
情
報
交
換
を
行
う

・
実

習
先

で
と

て
も

良
く

し
て

も
ら

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

就
職

し
た

い
と

思
っ

た
。

実
習

期
間

は
１

か
月

で
、

担
当

と
な

る
利

用
者

を
決

め
て

、
で

き
る

こ
と

を
い

ろ
い

ろ
探

す
と

い
う

こ
と

を
行

っ
た

。
良

い
利

用
者

さ
ん

に
も

出
会

っ

て
、

就
職

し
た

い
と

思
っ

た
。

→
（

同
施

設
の

先
輩

）
彼

は
笑

顔
が

よ
く

て
、

私
た

ち
に

は
あ

ま
り

反
応

し
て

く
れ

な
い

利
用

者
さ

ん
も

、
彼

が
横

に
座

る
と

に
こ

に
こ

し
た

。
ぜ

ひ
採

用
し

て
ほ

し
い

と
上

司
に

も
伝

え
た

。

・
実

習
が

終
わ

っ
た

後
、

皆
で

、
ど

こ
の

実
習

施
設

が
ど

う
だ

っ
た

と
い

う
情

報

を
交

換
す

る
。

よ
か

っ
た

と
聞

い
た

ら
、

次
の

実
習

希
望

は
そ

こ
を

一
番

に
し

よ
う

と
思

う
。

就
職

先
を

決
め

る
際

の
情

報
と

し
て

影
響

は
大

き
い

。

・
情

報
は

同
じ

学
校

内
で

の
共

有
に

留
ま

っ
て

い
る

。
他

校
の

学
生

か
ら

の
情

報

は
入

っ
て

こ
な

い
。

②
求
人
票
や
フ
ァ
イ
ル
を
参
考
に
し
た

・
学

校
の

廊
下

に
求

人
票

が
貼

ら
れ

て
い

て
、

教
室

に
フ

ァ
イ

ル
も

あ
っ

た
。

そ

れ
を

見
な

が
ら

自
分

で
考

え
た

。

・
学

校
の

廊
下

に
求

人
票

は
掲

示
さ

れ
て

い
た

が
、

売
り

手
市

場
の

た
め

か
、

皆
、

あ
ま

り
焦

っ
て

い
な

く
て

、
何

と
か

な
る

だ
ろ

う
と

い
う

気
持

ち
の

人
が

多
か

っ
た

。

③
担
任
の
先
生
の
個
人
面
談
で
自
分
に
合
う
施
設
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

・
担

任
の

先
生

が
１

人
１

人
面

談
を

し
て

、
ど

こ
に

就
職

し
た

い
か

等
の

相
談

を

行
っ

た
。

そ
の

時
、

全
然

決
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

ど
こ

が
よ

い
か

相
談

し
た

ら
、

自
分

に
あ

っ
て

い
る

施
設

が
あ

る
と

、
今

の
施

設
を

紹
介

し
て

も
ら

っ
た

。

④
職
場
の
雰
囲
気
で
決
め
た

・
就

職
先

で
大

事
に

考
え

て
い

た
こ

と
は

職
場

の
雰

囲
気

で
あ

る
。

１
か

所
、

見

学
を

し
た

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
が

、
自

分
と

は
違

う
と

思
っ

た
。

先
生

に
相

談
し

た
ら

、
こ

の
施

設
が

あ
っ

て
い

る
か

ら
と

、
と

り
あ

え
ず

見
学

に
行

く
よ

う
に
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だ
っ

た
。

担
任

は
、

自
分

が
卒

業
す

る
年

に
学

校
を

辞
め

て
、

現
在

の
施

設
の

事
務

局
長

に
な

っ
て

い
た

。
専

門
学

校
に

入
学

後
、

そ
の

先
生

が
学

校
ま

で
来

て
、

自
分

の
施

設
で

働
か

な
い

か
と

、
１

年
生

の
時

か
ら

ず
っ

と
言

っ
て

く
れ

た
。

前
向

き
に

考
え

て
い

た
が

、
別

の
ユ

ニ
ッ

ト
型

の
特

養
と

迷
っ

て
い

た
。

先
生

の
熱

意
に

負
け

て
、

面
接

を
受

け
、

就
職

し
た

。

言
わ

れ
て

見
学

に
行

っ
た

。
入

っ
た

瞬
間

に
こ

こ
だ

と
思

っ
た

。
雰

囲
気

が
明

る
く

て
自

分
の

明
る

さ
と

も
合

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
た

。
こ

こ
で

介
護

の
仕

事
が

で
き

る
の

な
ら

、
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

が
で

き
る

、
利

用
者

さ
ん

に
も

プ
ラ

ス
に

な
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

た
。

一
歩

入
っ

た
瞬

間
に

決
め

た
。

・
一

番
感

じ
た

の
は

職
員

と
利

用
者

さ
ん

の
距

離
が

近
く

て
、

利
用

者
さ

ん
も

職

員
も

笑
っ

て
い

て
、

温
か

い
感

じ
が

何
よ

り
も

良
か

っ
た

。

・
施

設
の

中
の

雰
囲

気
が

温
か

い
感

じ
で

、
職

員
は

若
い

人
が

多
く

、
こ

こ
な

ら

上
手

く
や

っ
て

い
け

そ
う

だ
と

思
っ

た
。

・
施

設
見

学
で

決
め

た
。

ア
ロ

マ
を

焚
い

て
良

い
香

り
が

し
て

、
職

員
の

人
柄

も

よ
か

っ
た

。
施

設
に

よ
っ

て
は

、
い

か
に

も
介

護
や

病
院

の
に

お
い

が
す

る
と

こ
ろ

が
あ

る
が

、
そ

の
よ

う
な

介
護

の
に

お
い

が
し

な
か

っ
た

。
決

め
手

は
、

職
員

の
人

柄
だ

っ
た

。

⑤
自
立
し
て
生
活
す
る
だ
け
の
待
遇
も
考
慮
し
た

・
祖

父
の

介
護

を
通

じ
て

、
出

来
る

限
り

家
で

の
生

活
に

近
い

と
こ

ろ
で

支
援

を

行
い

た
い

と
思

い
、

就
職

先
と

し
て

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

探
し

た
。

し
か

し
、

給
与

が
低

く
、

市
内

で
ひ

と
り

暮
ら

し
を

す
る

に
は

難
し

い
と

思
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

看
護

師
が

常
駐

し
て

い
な

い
た

め
、

医
療

的
な

知
識

が
必

要
に

な
る

と
言

わ
れ

た
の

で
、

特
養

で
勉

強
し

て
か

ら
考

え
て

も
よ

い
か

も
し

れ
な

い
と

考
え

た
。

実
習

に
行

っ
た

施
設

の
職

員
に

憧
れ

る
よ

う
な

人
が

い
た

の

で
、

こ
ち

ら
に

残
る

こ
と

に
し

た
。

で
も

帰
り

た
い

。

６
．

仕
事

内
容

や
研

修
等

に
関

し
て

（
１

）
介

護
の

仕
事

の
や

り
が

い
、

楽
し

い
と

感
じ

る
と

き
、

今
後

の
目

標
等

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
利
用
者
、
入
居
者
と
の
関
わ
り
が
楽
し
い

・
介

護
の

仕
事

が
好

き
で

あ
る

。
好

き
で

な
か

っ
た

ら
、

３
年

も
も

っ
て

い
な

い
。

自
分

に
は

介
護

の
仕

事
し

か
向

い
て

い
な

い
の

だ
ろ

う
と

思
う

。
介

護
の

仕
事

は
、

身
体

的
に

も
精

神
的

に
も

き
つ

く
、

ス
ト

レ
ス

も
溜

ま
る

が
、

達
成

感
が

あ
る

。
施

設
に

入
居

し
て

１
年

経
っ

て
、

い
つ

の
間

に
か

私
の

こ
と

を
覚

え
て

く
れ

た
入

居
者

が
い

た
り

、
認

知
症

で
名

前
は

覚
え

て
い

な
い

け
れ

ど
、

①
利
用
者
、
入
居
者
と
の
関
わ
り
が
楽
し
い

・
介

護
の

仕
事

を
し

て
い

て
楽

し
い

時
は

、
利

用
者

さ
ん

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
を

し
て

い
る

時
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
し

て
い

る
時

で
あ

る
。

一
番

好
き

な
時

間
で

あ
る

。
自

分
が

持
っ

て
い

る
力

は
こ

れ
し

か
な

い
。

技
術

や
知

識
は

ま
だ

な
い

が
、

利
用

者
さ

ん
が

認
め

て
く

れ
て

、
話

に
乗

っ
て

く
れ

る
時

が
最

高
に

や
り

が
い

を
感

じ
る

瞬
間

で
あ

る
。
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部
屋

に
入

っ
た

ら
、
「

あ
ん

た
来

た
か

ね
」

と
言

っ
て

く
れ

た
り

。
私

の
こ

と

を
覚

え
て

く
れ

た
の

だ
と

思
っ

て
、

そ
う

い
っ

た
関

係
づ

く
り

が
楽

し
い

。
大

変
で

は
あ

る
け

ど
続

け
た

い
な

と
思

う
。

・
介

護
福

祉
士

と
し

て
働

い
て

い
て

、
楽

し
い

と
感

じ
て

い
る

。
た

く
さ

ん
話

し

か
け

て
く

れ
る

利
用

者
ば

か
り

な
の

で
楽

し
い

。
苦

で
は

な
い

の
で

、
こ

れ
か

ら
も

続
け

て
い

き
た

い
。

・
何

か
自

分
に

し
か

持
っ

て
い

な
い

よ
う

な
も

の
を

見
つ

け
た

い
。

な
ぜ

こ
の

利

用
者

さ
ん

と
上

手
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

る
の

か
な

ど
、

最
近

そ
れ

を
見

つ
け

る
の

が
楽

し
み

で
あ

る
。

利
用

者
さ

ん
と

の
関

係
づ

く
り

が
面

白

い
。

・
職

場
の

雰
囲

気
が

と
て

も
良

い
時

は
、

利
用

者
さ

ん
と

ゆ
っ

く
り

関
わ

っ
て

い

る
時

で
あ

る
。

和
気

あ
い

あ
い

と
し

て
い

て
、

そ
こ

が
楽

し
い

と
感

じ
る

と

き
。

②
利
用
者
、
入
居
者
視
点
で
考
え
る
面
白
さ
が
あ
る

・
利

用
者

さ
ん

か
ら

、
「

前
は

こ
こ

に
住

ん
ど

っ
て

、
こ

う
い

う
の

を
見

る
の

が

楽
し

か
っ

た
」

と
聞

い
た

と
き

、
わ

か
ら

な
け

れ
ば

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
さ

っ
と

持
っ

て
き

て
、
「

ち
ょ

っ
と

今
検

索
す

る
け

ん
、

待
っ

て
ね

」
と

言
っ

て
、

そ

こ
の

画
像

を
出

し
て

、
「

こ
ん

な
と

こ
ろ

だ
っ

た
ん

だ
ね

」
と

言
い

な
が

ら
、

話
を

す
る

。
「

こ
の

中
だ

っ
た

ら
ど

こ
に

見
覚

え
が

あ
る

？
」

み
た

い
な

感
じ

で
話

を
し

て
、

引
き

出
し

て
い

く
。

そ
の

方
か

ら
話

を
聞

い
て

、
自

分
も

そ
の

場
所

の
こ

と
が

わ
か

る
し

、
楽

し
そ

う
な

表
情

を
見

る
の

も
楽

し
い

。
次

か
ら

こ
の

話
を

出
せ

ば
笑

っ
て

く
れ

る
と

い
う

よ
う

に
、

い
ろ

い
ろ

考
え

な
が

ら
対

応
す

る
の

が
楽

し
い

し
、

勉
強

に
も

な
る

。
こ

う
思

い
な

が
ら

、
日

々
対

応
し

て
い

る
。

・
養

成
施

設
で

、
基

本
的

な
介

護
の

技
術

や
考

え
方

を
学

ん
だ

こ
と

は
、

と
て

も

役
に

た
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

現
場

は
現

場
で

テ
ン

プ
レ

ー
ト

が
通

じ
な

い
こ

と
も

多
い

。
ど

れ
だ

け
自

分
の

中
で

知
識

を
消

化
で

き
る

か
が

大
切

で
あ

る
。

自
分

で
、

こ
ち

ら
の

方
法

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
み

た
り

す
る

。

・
今

の
職

場
は

本
当

に
よ

い
雰

囲
気

な
の

で
、

今
後

も
続

け
て

い
き

た
い

と
思

う
。

自
閉

症
の

方
は

感
情

表
現

が
独

特
な

の
で

、
突

然
不

満
が

爆
発

し
て

外
に

飛
び

出
す

こ
と

も
あ

る
。

今
後

は
何

で
今

不
服

な
の

か
と

い
う

の
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
成

長
し

て
い

き
た

い
。

視
覚

障
害

が
あ

る
方

も
多

い
の

だ
が

、
最

初
は

自
分

の
声

だ
け

だ
と

誰
だ

か
分

例
え

ば
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
し

て
い

る
時

に
、

あ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た

ね
、

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
よ

ね
と

話
し

か
け

た
と

こ
ろ

、
利

用
者

さ
ん

が
そ

れ
に

乗
っ

て
「

昔
は

ね
」

と
、

自
分

の
知

ら
な

い
時

代
の

こ
と

な
ど

を
一

生
懸

命
た

く
さ

ん
話

し
て

く
れ

る
と

、
そ

れ
に

感
動

す
る

。
そ

の
時

の
利

用
者

さ
ん

の
笑

顔
を

見
た

と
き

、
そ

う
い

う
雰

囲
気

に
な

れ
た

と
き

が
最

高
に

や
り

が
い

を
感

じ
る

。
そ

う
い

う
時

が
大

好
き

で
、

お
も

し
ろ

い
と

思
っ

て
い

る
。

・
仕

事
は

楽
し

い
。

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
好

き
で

あ
る

。
認

知
症

で
何

度
も

同

じ
と

こ
ろ

を
車

い
す

で
ぐ

る
ぐ

る
回

っ
た

り
、

大
き

な
声

で
「

帰
り

た
い

」
と

口
に

す
る

人
、

不
安

な
表

情
や

悲
し

い
表

情
、

つ
ら

い
表

情
を

し
て

い
る

人
も

い
る

が
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
、

そ
の

よ
う

な
人

た
ち

が
楽

し
そ

う
に

ボ
ー

ル
を

投
げ

て
く

れ
た

り
、

歌
っ

て
く

れ
た

り
、

昔
の

話
を

し
て

「
そ

れ
が

す
ご

く
楽

し
く

て
ね

」
と

い
う

話
を

聞
い

て
い

る
と

、
こ

の
仕

事
を

し
て

い
て

楽
し

い
な

、
よ

か
っ

た
な

と
思

う
。

・
利

用
者

さ
ん

と
関

わ
る

の
が

楽
し

い
。

②
介
護
の
仕
事
自
体
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る

・
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
の

方
が

自
分

に
合

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
て

い
る

。

１
人

１
人

、
起

き
た

い
と

き
に

起
き

て
、

食
べ

た
い

と
き

に
食

べ
る

と
い

う
考

え
方

が
自

分
は

好
き

で
あ

る
。

例
え

ば
、

従
来

型
の

施
設

は
時

間
に

な
る

と
起

さ
な

い
と

い
け

な
い

の
で

、
眠

た
い

人
を

起
こ

す
と

き
、
「

ご
め

ん
な

さ
い

」

と
い

う
感

じ
に

な
っ

て
し

ま
う

。
ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
で

、
家

族
か

ら
の

食
べ

て
ほ

し
い

と
い

う
気

持
ち

を
く

ん
で

声
か

け
し

た
り

、
入

居
者

と
話

し
合

っ
て

１
日

の
生

活
を

決
め

て
い

く
の

は
よ

い
と

思
う

。

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
勤

め
て

い
る

の
で

、
入

居
者

と
一

緒
に

ご
飯

を
作

る
。

早

番
の

と
き

は
昼

ご
飯

、
遅

番
の

と
き

は
夜

ご
飯

、
夜

勤
の

時
は

朝
ご

飯
を

つ
く

る
の

だ
が

、
遅

番
・

早
番

の
と

き
は

入
居

者
と

一
緒

に
冷

蔵
庫

を
見

な
が

ら
、

何
を

作
ろ

う
か

と
考

え
る

。
遅

番
は

買
い

物
へ

行
く

の
で

、
食

材
を

選
び

な
が

ら
何

を
作

ろ
う

か
と

考
え

る
の

が
楽

し
い

。
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か
っ

て
も

ら
え

な
か

っ
た

が
、

最
近

で
は

声
だ

け
で

わ
か

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
雰

囲
気

で
も

覚
え

て
く

れ
て

い
て

、
そ

う
い

う
の

が
す

ご
く

う
れ

し
い

。

自
閉

症
の

方
で

も
何

か
不

服
を

察
し

た
時

の
気

持
ち

の
切

り
か

え
な

ど
で

、
す

ぐ
に

動
け

た
ら

、
理

解
で

き
た

の
だ

と
い

う
、

自
己

満
足

の
よ

う
な

感
じ

だ

が
、

や
り

が
い

を
感

じ
る

。

・
新

し
い

職
員

が
入

っ
た

が
１

か
月

半
で

辞
め

て
し

ま
っ

た
。

介
護

の
仕

事
は

自

分
に

合
う

か
、

合
わ

な
い

か
、

な
の

だ
ろ

う
。

介
護

の
仕

事
は

、
入

居
者

に
対

す
る

気
持

ち
、

思
い

や
り

な
ど

、
思

い
が

な
い

と
で

き
な

い
仕

事
だ

と
思

う
。

介
護

の
仕

事
は

技
術

も
必

要
だ

が
、

相
手

に
対

し
て

の
思

い
や

り
が

な
い

と
や

っ
て

い
け

な
い

仕
事

だ
と

い
う

気
持

ち
で

あ
る

。

③
職
場
の
雰
囲
気
、
人
間
関
係
が
良
い

・
今

の
職

場
は

と
て

も
仕

事
が

し
や

す
く

、
先

輩
方

も
丁

寧
に

教
え

て
く

れ
る

。

プ
リ

セ
プ

タ
ー

と
い

う
新

人
の

教
育

係
が

入
職

後
、

半
年

間
ぐ

ら
い

つ
い

て
く

れ
る

。
面

談
を

し
た

り
、

も
う

少
し

こ
う

し
た

ほ
う

が
い

い
よ

な
ど

、
分

か
ら

な
い

と
こ

ろ
を

教
え

て
く

れ
る

。

・
職

場
の

人
間

関
係

が
よ

く
、

楽
し

く
仕

事
を

し
て

い
る

。
今

後
も

こ
の

仕
事

を

続
け

て
い

く
と

思
う

が
、

客
観

的
に

見
て

、
介

護
の

業
界

は
売

り
手

市
場

で
あ

る
。

自
分

の
中

で
も

っ
と

い
い

な
と

思
う

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
移

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
今

は
非

常
に

楽
し

ん
で

仕
事

を
し

て
い

る
。

④
様
々
な
研
修
機
会
が
あ
り
、
知
識
や
技
術
を
向
上
で
き
る

・
定

期
的

に
施

設
内

研
修

が
行

わ
れ

て
い

る
。

週
の

中
日

に
設

定
さ

れ
て

い
て

、

権
利

擁
護

、
口

腔
ケ

ア
、

食
事

介
助

な
ど

、
テ

ー
マ

を
月

単
位

で
決

め
て

い

る
。

学
校

と
は

異
な

り
、

実
践

的
な

も
の

が
多

い
。

過
去

に
そ

の
施

設
で

起
き

た
事

例
を

振
り

返
っ

て
の

実
践

な
ど

も
あ

る
。

内
部

研
修

以
外

に
、

外
部

研
修

の
機

会
も

あ
る

。
介

護
に

関
す

る
講

演
や

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

、
施

設
か

ら
参

加
す

る
よ

う
に

言
わ

れ
る

。
外

部
研

修
の

機
会

も
、

１
年

目
か

ら
あ

る
。

喀
痰

吸
引

の
研

修
に

も
行

か
せ

て
も

ら
っ

た
。

・
内

部
研

修
は

１
か

月
に

１
回

、
施

設
内

で
行

っ
て

い
る

。
例

え
ば

看
取

り
に

つ

い
て

外
部

の
先

生
を

呼
ん

で
行

う
な

ど
し

て
い

る
。

そ
の

他
に

外
部

研
修

も
あ

る
。

一
方

で
、

介
護

の
現

場
で

は
離

職
も

あ
る

の
で

、
欠

員
が

で
る

と
、

パ
ー

ト
で

穴
埋

め
な

ど
を

し
て

対
応

し
て

い
る

の
で

、
な

か
な

か
外

部
研

修
に

は
行

け
な
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い
現

状
も

あ
る

。
内

部
研

修
は

時
間

を
や

り
く

り
し

て
参

加
し

や
す

い
。

喀
痰

吸
引

の
研

修
は

、
早

い
う

ち
に

受
講

し
た

が
、

実
際

に
は

入
居

者
の

方
で

必
要

な
方

が
い

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

・
法

人
が

何
か

所
か

施
設

を
持

っ
て

い
る

の
で

、
法

人
全

体
の

職
員

が
集

ま
っ

て

研
修

を
行

っ
て

い
る

。
利

用
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

、
就

職
し

た
４

月
に

は
社

会
人

マ
ナ

ー
研

修
も

あ
っ

た
。

法
人

の
研

修
は

３
か

月
の

１
回

程
度

、
開

催
さ

れ
て

い
る

。
若

手
か

ら
ベ

テ
ラ

ン
ま

で
、

一
緒

に
受

講
す

る
。

参
加

は
自

由
で

あ
る

。

参
加

で
き

る
か

ど
う

か
は

勤
務

の
状

況
に

よ
る

。
興

味
の

あ
る

研
修

に
は

参
加

し
た

い
。

障
害

者
の

施
設

な
の

で
、

障
害

に
関

す
る

研
修

だ
っ

た
り

、
法

人
内

異
動

も
あ

る
の

で
、

高
齢

者
の

認
知

症
に

関
す

る
内

容
な

ど
も

受
講

し
た

い
。

⑤
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
い

・
５

年
勤

め
た

ら
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

勉
強

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

。
ま

た
、

認
知

症
に

関
し

て
、

専
門

性
や

知
識

が
と

て
も

欲
し

い
と

思
っ

た
の

で
、

認
知

症
専

門
の

資
格

に
つ

い
て

も
勉

強
し

た
い

。

・
ゆ

く
ゆ

く
は

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
の

資
格

に
挑

戦
し

て
み

た
い

。

・
５

年
程

度
働

い
た

ら
、

と
り

あ
え

ず
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
資

格
取

得
を

目
指

し

て
い

か
な

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

る
。

⑥
リ
ー
ダ
ー
職
と
な
る
予
定

・
勤

め
て

い
る

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
は

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

で
個

室
と

な
っ

て
い

る
。

利
用

者
10

人
を

１
チ

ー
ム

で
み

て
お

り
、

８
チ

ー
ム

あ
る

。
こ

う
し

た

編
成

を
し

て
い

る
の

で
、

来
年

以
降

、
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー
や

リ
ー

ダ
ー

に
な

る
話

が
あ

る
。

（
２

）
介

護
の

仕
事

が
辛

い
と

感
じ

る
と

き
、

介
護

の
仕

事
を

続
け

る
不

安

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
職
員
体
制
に
関
す
る
課
題

・
今

の
職

場
に

不
満

と
い

う
わ

け
で

は
な

い
が

、
夜

勤
が

１
人

体
制

な
の

が
不

安

で
あ

る
。

女
性

棟
と

男
性

棟
に

分
か

れ
て

い
て

、
夜

勤
の

職
員

は
、

そ
れ

ぞ
れ

１
人

ず
つ

を
配

置
し

て
い

る
。

男
性

棟
に

て
ん

か
ん

を
持

っ
て

い
る

人
や

、
重

度
の

自
閉

症
の

人
が

い
て

、
自

閉
症

の
人

は
排

泄
も

食
事

も
着

替
え

も
ほ

ぼ
つ

①
成
長
へ
の
不
安

・
就

職
し

て
１

年
目

は
何

も
か

も
が

楽
し

か
っ

た
。

新
し

く
知

る
こ

と
が

た
く

さ

ん
あ

っ
て

楽
し

く
て

、
憧

れ
て

入
っ

た
先

輩
が

い
た

り
、

他
に

も
、

こ
の

人
は

す
ご

い
と

い
う

の
が

た
く

さ
ん

あ
っ

た
。

し
か

し
、

年
数

を
重

ね
る

ご
と

に
、

新
し

い
こ

と
を

見
つ

け
ら

れ
な

く
な

っ
て

き
て

、
こ

の
仕

事
を

続
け

て
い

い
の
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き
っ

き
り

で
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

方
に

つ
い

て
い

る
と

き
に

、
て

ん
か

ん
発

作
を

持
っ

て
い

る
方

の
発

作
が

お
き

た
ら

と
思

う
と

不
安

で
あ

る
。

夜
勤

専
属

の
パ

ー
ト

職
員

を
配

置
し

て
も

ら
え

る
と

負
担

が
減

る
と

思
う

。

・
ユ

ニ
ッ

ト
型

で
１

ユ
ニ

ッ
ト

５
～

７
人

ぐ
ら

い
の

職
員

で
回

し
て

い
る

が
、

正

直
大

変
で

あ
る

。
利

用
者

10
人

に
対

し
て

職
員

３
人

の
配

置
で

あ
り

、
時

々

フ
リ

ー
勤

務
の

人
が

配
置

さ
れ

て
４

人
に

な
る

が
、

そ
れ

で
も

大
変

で
あ

る
。

利
用

者
さ

ん
は

、
同

じ
動

き
を

す
る

訳
で

は
な

い
た

め
、

そ
の

場
に

応
じ

て
の

行
動

が
必

要
と

な
る

。
国

の
基

準
は

満
た

し
て

い
る

が
、

利
用

者
１

人
当

た
り

に
対

す
る

介
護

職
員

数
を

も
う

少
し

増
や

し
た

ら
、

ど
こ

も
楽

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

②
待
遇
に
関
す
る
課
題

・
賃

金
が

安
い

た
め

、
離

職
す

る
人

は
賃

金
の

こ
と

を
考

え
て

い
た

と
思

う
。

最

近
も

、
将

来
、

家
庭

を
持

っ
た

際
に

養
え

る
自

信
が

な
い

と
言

っ
て

辞
め

よ
う

か
悩

ん
で

い
る

人
の

話
を

聞
い

た
。

賃
金

の
問

題
は

大
き

い
と

思
う

。

③
腰
痛
の
問
題

・
今

の
仕

事
は

続
け

た
い

と
思

う
が

、
現

場
に

い
る

と
、

腰
痛

持
ち

職
員

が
多

い
。

正
職

員
、

非
正

職
員

に
関

わ
ら

ず
、

い
つ

ま
で

続
け

ら
れ

る
か

と
い

う
声

も
よ

く
聞

く
。

自
分

は
、

ま
だ

腰
痛

に
は

な
っ

て
い

な
い

の
で

、
そ

う
い

う
こ

と
が

な
い

限
り

は
続

け
て

い
き

た
い

と
は

思
う

。

腰
痛

予
防

の
た

め
に

ベ
ッ

ド
の

高
さ

を
合

わ
せ

る
な

ど
は

あ
る

が
、

ス
ピ

ー
ド

を
要

請
す

る
職

員
も

い
る

。
こ

う
す

れ
ば

腰
痛

に
な

ら
な

い
で

す
む

よ
と

言
っ

て
く

れ
る

人
も

い
る

が
、

ス
ピ

ー
ド

を
求

め
て

い
る

と
こ

ろ
が

現
場

に
は

あ

る
。

④
結
婚
等
で
の
転
居
後
の
就
業
継
続
に
関
す
る
課
題

・
介

護
の

仕
事

を
続

け
て

い
き

た
い

と
思

う
が

、
こ

の
先

、
結

婚
や

出
産

が
あ

る

と
、

難
し

い
か

な
と

も
思

う
。

結
婚

し
た

人
が

遠
く

に
住

ん
で

い
た

ら
、

今
の

職
場

を
辞

め
る

こ
と

と
な

る
が

、
別

の
施

設
で

、
入

所
者

さ
ん

や
職

員
と

１
か

ら
関

係
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

、
な

か
な

か
難

し
い

と
思

っ
た

り
す

る
。

か
な

と
思

う
こ

と
が

、
少

し
ず

つ
増

え
て

き
た

。

・
年

数
を

重
ね

て
、

先
輩

に
つ

い
て

い
く

だ
け

で
は

だ
め

で
、

自
分

が
引

っ
張

っ

て
い

く
立

場
に

な
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
き

た
。

積
極

的
に

動
く

こ
と

は
得

意
で

は
な

い
の

で
、

続
け

て
い

け
る

か
な

と
い

う
の

は
あ

る
。

・
よ

い
先

輩
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
そ

れ
に

追
い

つ
け

追
い

越
せ

が
で

き
な

い

自
分

の
未

熟
さ

が
一

番
不

安
で

あ
る

。
利

用
者

さ
ん

と
の

関
わ

り
の

部
分

は
自

信
が

あ
る

が
、

そ
れ

以
外

の
部

分
は

ま
だ

ま
だ

な
の

で
、

こ
の

先
、

ほ
か

の
分

野
も

自
分

は
成

長
で

き
る

の
か

な
と

か
、

先
輩

の
よ

う
に

な
れ

る
の

か
と

い
う

不
安

は
常

に
持

っ
て

い
る

。

②
待
遇
に
関
す
る
課
題

・
今

後
も

今
の

仕
事

を
続

け
て

い
き

た
い

か
と

い
う

と
、

悩
ん

で
い

る
。

自
分

１

人
で

あ
れ

ば
よ

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
長

男
で

あ
る

し
、

家
族

の
こ

と
を

考
え

る
と

悩
む

。
給

与
的

な
面

で
違

う
か

な
と

い
う

こ
と

も
考

え
る

。

・
給

料
面

に
関

し
て

は
何

も
思

わ
な

い
。

ひ
と

り
身

と
い

う
の

も
あ

り
、

ひ
と

り

暮
ら

し
を

し
て

い
て

今
の

給
料

で
苦

労
し

て
い

る
か

と
い

う
と

、
全

然
そ

う
い

う
こ

と
は

な
く

、
逆

に
お

金
も

徐
々

に
た

ま
っ

て
い

る
。

③
腰
痛
の
問
題

・
腰

が
痛

い
こ

と
が

辛
い

。
対

応
す

る
利

用
者

数
が

増
え

て
、

介
護

度
の

重
い

人

も
多

く
な

っ
た

。
身

体
介

護
に

関
わ

る
こ

と
が

多
く

、
徐

々
に

歩
い

て
い

る
時

に
腰

が
ピ

キ
ン

と
感

じ
る

こ
と

が
多

く
な

っ
た

。
今

後
も

、
介

護
を

続
け

ら
れ

る
の

か
不

安
に

な
る

と
き

が
あ

る
。
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（
３

）
働

い
て

い
る

施
設

等
の

職
員

の
状

況

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
職
場
の
職
員
の
資
格
取
得
状
況

・
正

職
員

は
基

本
的

に
皆

、
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

。
パ

ー
ト

職

員
で

も
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

人
も

い
る

。

・
正

社
員

は
、

ほ
ぼ

介
護

福
祉

士
の

資
格

を
取

得
し

て
い

る
。

パ
ー

ト
で

も
、

介

護
福

祉
士

や
看

護
師

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

人
が

い
る

。

・
社

会
福

祉
士

と
し

て
採

用
後

、
介

護
現

場
の

配
属

と
な

り
、

介
護

福
祉

士
の

資

格
取

得
を

目
指

し
て

い
る

人
も

い
る

。

・
正

規
職

員
は

、
ほ

ぼ
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

。
パ

ー
ト

職
員

で

も
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

人
が

い
る

ほ
か

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

人
も

い
る

。
介

護
福

祉
士

で
働

い
て

い
て

、
看

護
の

勉
強

を
し

て
看

護
師

に
な

っ
た

人
も

数
名

い
る

。

・
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

取
得

し
て

い
る

職
員

に
つ

い
て

、
現

場
経

験
を

積
ん

だ

の
ち

実
務

者
研

修
を

経
て

、
資

格
を

取
得

し
た

人
が

多
い

。

・
法

人
か

ら
、

職
員

に
対

し
て

、
実

務
者

研
修

を
受

け
る

よ
う

に
促

し
て

い
る

。

②
職
員
配
置
の
状
況

・
１

ユ
ニ

ッ
ト

を
５

人
の

職
員

で
回

し
て

い
る

の
だ

が
、

１
人

欠
員

と
な

り
、

パ

ー
ト

の
方

に
お

願
い

し
て

い
る

。
働

き
続

け
て

く
れ

る
と

よ
い

の
だ

が
、

無
理

し
て

も
ら

う
面

も
あ

り
、

続
か

ず
辞

め
て

し
ま

う
場

合
が

あ
る

。
新

し
い

人
が

来
て

、
す

ぐ
に

勉
強

し
た

と
し

て
も

、
仕

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

ま
で

に
２

～
３

か
月

か
か

る
。

入
れ

替
わ

り
が

激
し

い
と

、
職

員
の

負
担

は
大

き
い

。

人
数

が
少

な
い

と
、

ど
う

し
て

も
夜

勤
の

日
数

が
増

え
る

な
ど

し
て

、
負

担
が

大
き

い
と

感
じ

る
。

・
正

規
職

員
が

足
り

な
い

。
パ

ー
ト

は
多

い
が

、
昼

間
し

か
勤

務
で

き
な

い
た

め
、

正
規

の
み

で
夜

勤
を

行
う

こ
と

と
な

る
。

も
う

１
人

、
正

職
員

が
い

る
と

夜
勤

の
負

担
は

全
然

違
う

だ
ろ

う
。

入
所

者
20

人
に

対
し

て
職

員
１

人
と

い

う
こ

と
も

あ
る

。
夜

勤
の

配
置

人
数

が
少

な
い

と
、

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

が
大

き

い
。

そ
れ

が
ス

ト
レ

ス
の

要
因

に
も

な
る

と
思

う
。

・
正

職
員

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

前
職

よ
り

も
現

在
の

方
が

賞
与

は
良

い
。

施

設
内

に
は

正
職

員
、

パ
ー

ト
職

員
、

嘱
託

職
員

が
い

て
、

賃
金

の
格

差
が

生
じ

①
職
員
の
定
着
状
況

・
新

卒
で

就
職

し
た

人
の

勤
続

年
数

は
長

い
が

、
転

職
し

て
き

た
人

は
な

か
な

か

続
か

な
い

。

・
他

の
仕

事
を

し
て

い
て

、
新

し
く

介
護

の
仕

事
に

就
い

た
人

は
、

例
え

ば
有

休

が
思

う
よ

う
に

取
れ

な
い

、
サ

ー
ビ

ス
残

業
に

な
る

な
ど

、
以

前
の

仕
事

で
あ

れ
ば

で
き

て
い

た
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
徐

々
に

嫌
に

な
っ

て
、

辞
め

て
い

く
の

だ
と

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

。

・
学

校
を

卒
業

し
て

新
卒

で
就

職
し

た
人

は
ほ

と
ん

ど
残

っ
て

い
る

。
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て
い

る
。

同
じ

よ
う

な
仕

事
、

仕
事

量
な

の
に

賃
金

で
差

が
あ

る
こ

と
に

、
非

正
規

職
員

は
少

し
不

満
を

感
じ

て
い

る
と

も
聞

く
。

・
自

分
た

ち
は

１
年

目
だ

が
正

職
員

な
の

だ
と

い
う

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
ひ

し
ひ

し

と
感

じ
る

。
非

正
職

員
で

何
年

間
か

働
く

と
、

正
職

員
へ

の
登

用
試

験
は

あ
る

が
、

正
職

員
と

の
待

遇
の

差
に

不
満

を
持

っ
て

離
職

す
る

人
は

い
る

。
職

員
間

で
差

を
つ

け
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

、
よ

い
こ

と
も

あ
る

が
、

非
正

職
員

に
と

っ
て

は
降

り
積

も
る

不
満

が
あ

る
な

と
時

々
感

じ
る

。

７
．

中
国

地
方

で
の

就
職

に
関

し
て グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
地
域
に
密
着
：
地
域
の
な
じ
み
の
関
係
の
中
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

・
他

法
人

だ
が

、
普

通
に

職
員

が
、

地
元

の
夏

祭
り

に
行

っ
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

を
し

て
い

る
。

地
元

の
近

く
の

法
人

な
の

だ
が

、
自

分
は

他
法

人
に

勤
め

て
い

る
が

参
加

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

ほ
ぼ

見
知

っ
た

顔
の

人
ば

か
り

で
あ

る
。

何
だ

っ
た

ら
手

伝
い

ま
す

よ
と

参
加

し
て

い
る

。

・
特

養
の

入
居

者
の

方
は

近
く

に
住

ん
で

い
た

人
が

多
く

、
家

族
も

近
く

に
住

ん

で
い

る
の

で
、

面
会

に
来

る
人

も
多

い
。

実
習

に
行

っ
た

際
に

も
、

家
族

が
数

人
、

会
い

に
来

て
い

て
、

入
居

者
の

人
た

ち
も

と
て

も
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

が
い

い
な

と
思

っ
た

。
地

域
の

中
に

特
養

が
溶

け
込

ん
で

い

る
。

・
施

設
の

近
く

に
神

社
が

あ
っ

て
、

大
き

な
お

祭
り

の
時

に
は

、
入

居
者

の
人

た

ち
も

体
調

不
良

で
な

け
れ

ば
、

皆
で

一
緒

に
参

加
す

る
。

ま
た

、
近

所
の

人
が

入
居

し
て

い
る

の
で

、
ご

近
所

の
仲

の
よ

い
人

が
一

緒
に

入
居

し
て

い
て

、
お

話
し

て
い

た
り

す
る

。
別

の
地

域
の

利
用

者
で

も
、

家
族

同
士

が
仲

が
よ

く

て
、

一
緒

に
面

会
に

来
た

り
す

る
。

こ
の

地
域

の
特

養
な

ら
こ

こ
と

い
う

感
じ

で
、

近
所

の
方

に
も

認
識

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。
そ

の
魅

力
を

持
っ

た
ま

ま
続

け
て

行
け

た
ら

よ
い

と
思

う
。

現
場

で
働

い
て

い
る

と
、

な
か

な
か

地
域

に
赴

い
て

何
か

を
す

る
と

い
う

こ
と

は
難

し
い

が
、

地
域

と
関

わ
る

機
会

が
あ

れ
ば

、
別

部
署

の
方

と
一

緒
に

何
か

で
き

た
ら

よ
い

と
思

う
。

②
実
家
か
ら
通
う
こ
と
が
で
き
る
：
実
家
暮
ら
し
の
人
が
多
い

①
情
報
不
足
：
中
山
間
地
域
等
の
魅
力
的
な
施
設
、
取
組
等
の
情
報
発
信

・
例

え
ば

島
根

の
施

設
の

介
護

福
祉

士
な

ど
で

す
ご

い
人

が
出

て
き

て
、

そ
の

施

設
は

す
ご

く
活

気
が

あ
る

、
と

い
う

話
を

聞
い

た
ら

、
行

っ
て

み
た

い
と

思
う

か
も

し
れ

な
い

。

・
島

根
の

施
設

か
ら

、
自

分
の

と
こ

ろ
で

は
、

こ
う

い
う

こ
と

を
や

っ
て

い
る

よ

と
い

う
声

が
あ

が
れ

ば
、

自
分

の
イ

メ
ー

ジ
も

「
す

ご
い

な
」

と
な

る
だ

ろ

う
。

・
地

元
に

帰
っ

た
と

き
に

、
祖

母
が

要
介

護
認

定
を

受
け

る
と

い
う

こ
と

で
、

そ

の
場

に
立

ち
会

わ
せ

て
も

ら
っ

た
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
通

っ
て

、
週

１
回

で
も

い
い

か
ら

足
を

動
か

し
て

も
ら

い
た

い
と

話
し

た
ら

、
広

島
市

内
に

あ
る

よ
う

な
、

午
前

だ
け

、
午

後
だ

け
と

い
う

半
日

の
通

所
介

護
が

地
元

に
も

あ
っ

た
。

今
回

の
こ

と
で

初
め

て
田

舎
に

も
新

し
い

ス
タ

イ
ル

の
事

業
所

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

た
。

広
島

市
内

に
住

ん
で

い
る

が
、

自
分

の
田

舎
に

も
様

々
な

タ
イ

プ
の

施
設

や
事

業
所

が
あ

る
の

だ
と

い
う

こ
と

を
知

る
機

会
が

あ
る

と
よ

い
。

・
自

分
が

転
職

す
る

か
ど

う
か

は
別

に
し

て
、

中
国

地
方

で
働

い
て

み
た

い
施

設

と
し

て
、

よ
く

名
前

が
挙

が
る

と
こ

ろ
な

ど
、

聞
い

た
こ

と
は

な
い

。

・
島

根
の

ど
こ

に
ど

の
よ

う
な

施
設

が
あ

る
の

か
す

ら
わ

か
ら

な
い

。

・
魅

力
的

な
施

設
と

か
魅

力
的

な
経

営
者

が
地

方
の

田
舎

の
ほ

う
に

あ
れ

ば
見

て

み
た

い
。

・
高

齢
者

は
、

保
育

園
や

幼
稚

園
の

子
ど

も
と

の
関

わ
り

が
好

き
な

の
で

、
同

じ

建
物

内
に

、
下

が
子

ど
も

、
上

が
高

齢
者

の
よ

う
な

施
設

が
あ

っ
た

ら
、

さ
ら
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・
今

働
い

て
い

る
職

場
の

職
員

は
、

実
家

暮
ら

し
の

人
が

多
い

。

③
離
職
防
止
策
：
介
護
助
手
の
配
置

・
自

分
の

施
設

で
は

、
夜

間
高

校
の

学
生

が
非

常
勤

で
介

護
の

補
助

を
行

っ
て

い

る
。

直
接

介
護

は
行

わ
な

い
が

、
ち

ょ
っ

と
し

た
手

伝
い

を
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

そ
の

ち
ょ

っ
と

の
手

伝
い

が
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

。
１

人
手

伝
っ

て
く

れ
る

人
が

い
る

だ
け

で
、

こ
れ

ほ
ど

業
務

の
負

担
が

変
わ

る
の

か
と

思
う

、
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
か

ら
も

来
て

い
て

、
こ

う
し

た
、

ち
ょ

っ
と

し
た

お
手

伝
い

の
人

に
来

て
も

ら
え

る
の

は
助

か
る

。

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
仕

事
を

手
伝

っ
て

も
ら

っ
て

い
る

か
と

い
う

と
、

例
え

ば
、

入
浴

に
つ

い
て

、
入

居
者

が
14

0
人

も
い

る
の

で
、

１
回

の
入

浴
で

多
く

の
人

が
入

る
の

だ
が

、
職

員
１

人
で

髪
を

乾
か

し
て

連
れ

て
帰

っ
て

と
対

応
し

て
い

る
と

、
と

て
も

大
変

だ
が

、
髪

を
乾

か
し

て
飲

み
物

を
出

す
と

い
う

こ
と

を
手

伝
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
、

と
て

も
助

か
る

。
お

昼
の

食
事

の
準

備
で

も
、

お
盆

を
配

っ
て

コ
ッ

プ
や

お
箸

の
準

備
を

し
て

も
ら

う
だ

け
で

、
大

変
助

か

る
。

・
自

分
の

と
こ

ろ
で

は
、

高
校

生
で

は
な

く
、

シ
ル

バ
ー

さ
ん

と
い

う
中

高
年

の

方
が

手
伝

い
で

入
っ

て
い

る
。

食
事

の
際

の
お

盆
の

用
意

や
、

日
中

だ
と

利
用

者
さ

ん
の

衣
服

や
エ

プ
ロ

ン
な

ど
の

洗
濯

を
し

て
く

れ
て

い
る

。
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

。

④
地
域
に
事
業
を
起
こ
す
：
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
自

分
で
見
つ
け
て
起
こ
し
て
み
た
い

・
自

分
の

住
ん

で
い

る
地

域
で

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
が

１
つ

閉
ま

っ
て

し
ま

っ
た

。

大
き

い
法

人
が

地
元

に
１

つ
あ

る
の

で
大

丈
夫

だ
と

は
思

う
が

、
ゆ

く
ゆ

く

は
、

自
分

に
は

こ
れ

だ
と

い
う

方
法

で
、

困
っ

て
い

る
人

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
て

み
た

い
。

１
つ

地
元

で
何

か
を

起
こ

し
て

み
た

い
と

思
っ

て
い

る
。

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
１

番
必

要
な

の
は

こ
れ

！
と

い
う

の
を

見
つ

け
た

い
。

自
分

が
起

こ
さ

な
く

て
も

、
そ

れ
に

何
か

関
わ

り
た

い
と

い
う

の
が

、
今

の
自

分
の

願
望

で
あ

る
。

⑤
高
校
生
へ
の
普
及
啓
発
：
出
身
高
校
へ
の
介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
へ
の
協
力

・
出

身
高

校
か

ら
、

介
護

の
仕

事
を

紹
介

す
る

ポ
ス

タ
ー

を
貼

り
た

い
の

で
、

介

護
の

仕
事

を
頑

張
っ

て
い

る
様

子
な

ど
を

書
い

て
ほ

し
い

と
い

わ
れ

た
こ

と
が

あ
る

。

に
、

田
舎

な
ら

で
は

の
良

さ
の

あ
る

施
設

が
あ

れ
ば

、
個

人
的

に
は

気
に

な

る
。

よ
い

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
、

帰
っ

て
見

て
み

た
い

と
は

思
う

か
も

し
れ

な

い
。

②
地
方
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
：
新
し
い
情
報
が
入
っ
て
こ
な
く
て
、
遅
れ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ

・
自

分
の

地
元

の
施

設
の

話
も

聞
く

が
、

少
し

時
代

に
遅

れ
て

い
る

印
象

が
あ

る
。

田
舎

に
は

新
し

い
情

報
が

入
っ

て
き

に
く

い
よ

う
に

思
う

。
広

島
な

ら
新

し
い

情
報

を
得

ら
れ

る
研

修
な

ど
も

受
け

ら
れ

る
。

こ
う

い
っ

た
こ

と
を

勝
手

に
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
。

地
元

の
近

く
の

施
設

か
ら

そ
う

い
う

話
を

ち
ら

ほ
ら

聞
い

た
り

す
る

。
古

い
や

り
方

を
し

て
い

る
と

聞
く

と
マ

イ
ナ

ス
に

感
じ

て
し

ま
う

。
お

そ
ら

く
、

島
根

で
も

新
し

い
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
魅

力
的

な
施

設
が

あ
る

だ
ろ

う
が

、
そ

の
よ

う
な

情
報

が
入

っ
て

こ
な

い
の

で
、

田
舎

の
イ

メ
ー

ジ
ば

か
り

が
先

行
し

て
い

る
部

分
が

自
分

の
中

で
は

あ
る

と
思

う
。

そ
う

す
る

と
「

魅
力

が
な

い
」

に
な

っ
て

し
ま

う
。

・
自

分
は

地
元

で
は

限
ら

れ
た

施
設

し
か

見
て

い
な

い
の

だ
が

、
施

設
は

山
の

上

に
あ

る
。

隠
さ

れ
て

い
る

感
じ

で
、

そ
う

い
う

の
は

あ
ま

り
好

き
で

は
な

い
。

③
養
成
施
設
で
の
情
報
提
供
：
養
成
施
設
で
の
実
習
や
先
生
か
ら
の
情
報
提
供

・
施

設
や

事
業

所
を

知
る

と
い

う
意

味
で

は
、

養
成

施
設

で
学

ん
で

い
る

時
に

実

習
で

行
く

か
ど

う
か

で
、

全
く

異
な

る
と

思
う

。
実

習
の

ほ
か

、
先

生
の

話
に

出
る

施
設

な
ど

も
参

考
に

す
る

。

・
実

習
先

と
し

て
、

田
舎

の
施

設
や

事
業

所
の

情
報

は
ほ

と
ん

ど
入

っ
て

こ
な

い
。

・
地

元
の

近
く

で
実

習
先

を
探

し
て

ほ
し

い
と

相
談

し
た

こ
と

が
あ

る
。

遠
い

の

で
情

報
が

な
い

と
い

う
感

じ
だ

っ
た

。

・
地

元
の

近
く

に
実

習
先

の
施

設
が

あ
っ

た
人

が
い

た
。

実
習

期
間

は
１

か
月

と

長
い

の
で

、
実

家
か

ら
通

っ
て

い
た

。

④
人
脈
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
友
達
と
の
関
係

・
若

い
と

き
は

遊
び

た
い

し
、

こ
こ

で
で

き
た

友
だ

ち
と

一
緒

に
い

た
い

と
思

う
。

わ
ざ

わ
ざ

２
～

３
時

間
か

か
る

と
こ

ろ
へ

就
職

し
た

い
と

は
思

わ
な

い
だ

ろ
う

。

⑤
生
活
の
利
便
性
等
：
交
通
が
不
便
、
住
む
場
所
を
探
し
に
く
い
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⑥
小
中
学
生
へ
の
普
及
啓
発
：
看
取
り
ま
で
の
勉
強
が
で
き
る
機
会
の
提
供

・
道

徳
の

授
業

な
ど

で
、

看
取

り
ま

で
を

勉
強

で
き

る
よ

う
に

し
た

ら
ど

う
か

。

そ
こ

で
介

護
の

仕
事

の
話

も
含

め
ら

れ
た

ら
よ

い
の

で
は

い
か

。
小

学
校

の
と

き
か

ら
介

護
の

仕
事

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

核
家

族
化

が
進

ん
で

い
る

中
、

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
と

離
れ

て
暮

ら
し

て
い

る
人

は
多

い
。

介
護

を
知

ら
な

い
子

ど
も

は
多

い
と

思
う

。
特

に
都

会
の

人
に

は
多

い
の

だ
ろ

う
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

⑦
情
報
提
供
：
中
山
間
地
域
等
の
魅
力
的
な
施
設
、
取
組
等
の
情
報
発
信

・
特

養
自

体
、

も
う

少
し

外
に

出
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
話

し
て

い
る

施

設
長

が
い

た
。

施
設

内
に

誰
で

も
入

れ
る

よ
う

な
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

た
め

、
地

域
の

人
に

、
あ

の
中

で
一

体
何

を
し

て
い

る
の

だ
ろ

う
と

思
わ

れ
て

い
る

。
で

も
中

で
は

、
人

と
人

と
の

つ
き

合
い

が
あ

る
。

そ
う

い
う

の
を

外
に

出
し

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

と
言

っ
た

施
設

長
が

い
た

。
あ

あ
そ

う
だ

な
と

思
っ

た
。

施
設

が
も

っ
と

外
に

出
て

い
く

必
要

性
を

感
じ

た
。

・
田

舎
は

交
通

の
便

が
悪

過
ぎ

て
。

都
市

部
に

出
る

の
に

車
で

２
時

間
半

と
か

、

３
時

間
と

か
か

か
る

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

へ
帰

っ
て

も
と

思
っ

て
し

ま
う

。

・
実

家
が

な
い

人
が

島
や

田
舎

に
行

く
と

な
っ

た
ら

、
田

舎
は

ア
パ

ー
ト

が
な

い
。

実
家

以
外

の
ア

パ
ー

ト
と

い
う

と
学

校
の

先
生

の
社

寮
ぐ

ら
い

し
か

な
い

か
ら

、
住

む
場

所
に

困
る

。
田

舎
に

興
味

が
あ

る
と

い
う

人
も

た
ま

に
い

た

が
、

住
む

場
所

に
困

る
。

⑥
地
域
の
魅
力
：
生
活
の
楽
し
み
が
あ
れ
ば

・
田

舎
に

、
施

設
も

だ
け

れ
ど

、
楽

し
い

何
か

が
あ

る
の

だ
っ

た
ら

行
っ

て
み

た

い
と

思
う

人
も

い
る

か
も

し
れ

な
い

。

・
場

所
的

な
問

題
も

あ
る

。
休

日
に

は
遊

び
た

い
と

い
う

気
持

ち
も

あ
る

し
、

そ

う
な

っ
た

と
き

に
、

さ
あ

、
休

日
何

し
よ

う
と

。
や

は
り

そ
う

い
う

こ
と

も
ほ

し
い

。

⑦
地
域
に
密
着
：
地
域
の
な
じ
み
の
関
係
の
中
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

・
友

だ
ち

が
勤

め
て

い
る

田
舎

の
施

設
に

い
っ

た
こ

と
が

あ
る

の
だ

が
、

長
期

的

に
入

居
し

て
い

る
け

れ
ど

も
、

家
族

が
近

く
に

住
ん

で
い

る
の

で
毎

日
、

面
会

に
来

た
り

、
こ

こ
で

は
で

き
な

い
、

例
え

ば
田

舎
の

地
区

の
お

祭
り

に
利

用
者

さ
ん

が
参

加
す

る
な

ど
し

て
い

た
。

・
田

舎
で

は
近

所
づ

き
あ

い
が

よ
い

と
思

う
。

自
分

の
地

元
も

み
ん

な
家

族
の

よ

う
な

感
じ

で
、

自
分

の
こ

と
を

孫
だ

と
思

っ
て

か
わ

い
が

っ
て

く
れ

る
近

所
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

い
た

。
そ

う
い

っ
た

人
た

ち
が

介
護

が
必

要
に

な
っ

て
施

設
に

入
っ

て
、

廊
下

で
す

れ
違

う
た

び
に

「
あ

ん
た

、
こ

こ
、

お
っ

た
ん

か
ね

」
「

あ
ん

た
、

ど
こ

ど
こ

の
何

々
さ

ん
で

し
ょ

う
」

と
い

う
触

れ
合

い
が

あ
る

と
、

施
設

が
地

域
の

よ
う

な
感

じ
に

な
っ

て
、

お
も

し
ろ

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
。

・
広

島
に

来
て

寂
し

い
と

思
っ

た
の

は
、

近
所

づ
き

あ
い

が
あ

ま
り

な
い

と
い

う

こ
と

で
あ

る
。

施
設

で
、

入
居

者
と

職
員

が
「

あ
ん

た
、

ど
こ

ど
こ

の

人
？

」
、
「

ど
こ

ど
こ

よ
」

と
い

う
話

を
し

て
い

る
の

を
見

る
が

、
自

分
は

他
県

か
ら

来
て

い
る

の
で

、
そ

う
い

う
輪

に
は

入
れ

な
い

。
「

こ
の

辺
は

昔
何

々
が

あ
っ

た
よ

ね
」

と
い

う
話

を
さ

れ
て

も
わ

か
ら

な
い

の
は

、
少

し
寂

し
い

と
思

う
。

逆
に

地
元

に
そ

う
い

う
の

が
あ

っ
た

ら
、
「

そ
う

な
ん

じ
ゃ

、
僕

が
小

さ

い
こ

ろ
は

こ
う

な
っ

と
っ

た
よ

」
と

話
せ

る
し

、
そ

う
い

う
の

は
お

も
し

ろ
そ

う
だ

と
思

う
。

・
自

分
も

地
元

の
お

じ
い

ち
ゃ

ん
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

と
の

関
係

か
ら

入
っ

て
、
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「
あ

そ
こ

の
あ

ん
ち

ゃ
ん

が
、

大
き

く
な

っ
た

ね
」

と
い

う
感

じ
の

関
係

が
と

れ
る

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
っ

た
ら

、
今

ま
で

そ
う

い
う

関
係

も
あ

っ
た

の
で

帰
り

た
く

な
る

気
持

ち
も

す
ご

く
あ

る
。

８
．

中
学

生
、

高
校

生
へ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

等

グ
ル

ー
プ

①
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
鳥

取
県

・
島

根
県

勤
務

）

グ
ル

ー
プ

②
（

介
護

福
祉

士
・

就
業

中
広

島
市

街
地

勤
務

）

①
中
高
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
人

相
手

の
仕

事
な

の
で

、
な

か
な

か
自

分
の

考
え

て
い

る
理

想
ど

お
り

に
は

い

か
な

い
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

、
介

護
の

仕
事

を
通

じ
て

、
自

分
も

成
長

で
き

る
。

人
間

性
を

磨
く

と
い

う
か

、
相

手
が

い
る

か
ら

こ
そ

、
自

分
も

ど
ん

ど
ん

高
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

介
護

と
い

う
分

野
に

属
す

る
こ

と
で

、
直

接
、

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
て

い
る

と
い

う
満

足
感

も
感

じ
ら

れ
る

。

・
興

味
を

持
っ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
そ

の
ま

ま
介

護
現

場
に

来
て

ほ
し

い
。

・
そ

の
人

の
人

と
な

り
と

い
う

か
、

そ
の

人
の

過
ご

し
方

が
一

番
わ

か
る

の
は

、

介
護

の
世

界
だ

と
思

う
。

そ
の

人
が

、
こ

れ
ま

で
、

ど
の

よ
う

に
生

き
て

き
た

人
な

の
か

、
こ

れ
か

ら
自

分
た

ち
が

、
そ

れ
に

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

っ
て

、
ど

の
よ

う
に

過
ご

し
て

も
ら

う
の

か
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
を

自
分

た
ち

が
見

ら
れ

る
と

い
う

の
は

、
介

護
の

魅
力

、
や

り
が

い
だ

と
思

う
。

例
え

ば
、

人
の

役
に

立
つ

こ
と

の
で

き
る

仕
事

に
つ

き
た

い
な

と
思

っ
て

い
る

中
高

生
が

い
た

ら
、

す
ご

く
お

勧
め

し
た

い
。

人
と

な
り

に
直

接
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、
介

護
の

仕
事

だ
と

思
う

の
で

、
１

回
来

て
み

て
ね

と
言

い
た

い
。

・
支

援
が

必
要

な
人

と
関

わ
る

中
で

、
ず

っ
と

介
護

の
仕

事
に

関
わ

っ
て

い
る

と
、

自
分

が
優

し
く

な
れ

た
よ

う
な

気
が

す
る

。
人

間
と

し
て

成
長

で
き

る
。

心
と

心
と

で
関

わ
る

の
で

、
本

当
に

人
間

く
さ

い
生

き
方

が
で

き
る

。
誰

し
も

が
優

し
さ

を
持

っ
て

い
る

の
で

、
人

に
優

し
く

し
た

い
と

い
う

気
持

ち
を

そ
の

ま
ま

生
か

せ
る

仕
事

で
あ

る
。

こ
う

い
う

仕
事

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

す
ぐ

に
実

践
し

て
み

よ
う

と
い

い
た

い
。

・
人

と
直

接
か

か
わ

る
、

人
の

支
援

を
す

る
仕

事
な

の
で

、
す

ご
く

大
変

な
部

分

は
多

い
け

れ
ど

、
そ

の
分

や
り

が
い

も
と

て
も

大
き

い
。

感
謝

さ
れ

た
り

す
る

①
中
高
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
こ

の
仕

事
は

と
て

も
い

い
仕

事
な

の
で

、
も

っ
と

み
ん

な
に

広
め

て
関

心
を

持

っ
て

ほ
し

い
。

多
く

の
人

に
、

こ
う

い
う

仕
事

に
か

か
わ

れ
る

こ
と

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
う

。

・
ど

の
仕

事
も

大
変

な
こ

と
は

間
違

い
な

い
。

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
で

悩
ん

だ
り

壁

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
は

す
る

が
、

一
番

は
や

り
が

い
と

い
う

か
、

僕
か

ら
言

う
と

こ
れ

ほ
ど

人
と

人
が

触
れ

合
う

こ
と

が
で

き
る

、
温

か
い

気
持

ち
に

な
れ

る
仕

事
は

介
護

以
外

に
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

そ
う

い
う

こ
と

が
好

き
で

今
か

ら
介

護
の

何
か

に
関

わ
る

人
も

そ
う

で
は

な
い

人
も

、
ぜ

ひ
一

度
は

体
験

し
て

ほ
し

い
と

思
う

。
な

お
か

つ
、

そ
の

良
さ

を
知

っ
て

も
ら

っ
て

、
熱

い
気

持
ち

と
情

熱
が

あ
れ

ば
で

き
る

仕
事

か
な

と
思

う
。

知
識

、
技

術
は

も
ち

ろ
ん

だ
が

、
ま

ず
は

そ
こ

が
大

事
だ

と
思

う
。

・
高

校
生

や
中

学
生

は
現

場
を

見
た

こ
と

が
な

い
と

思
う

の
で

、
ま

ず
１

回
見

て

ほ
し

い
。

ど
う

い
う

感
じ

な
の

か
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
接

し
て

い
る

の
か

を
見

て
、

就
職

す
る

か
し

な
い

か
は

別
と

し
て

、
こ

う
い

う
世

界
が

あ
る

の
だ

と
い

う
こ

と
を

知
っ

て
ほ

し
い

。
そ

こ
か

ら
ま

た
道

が
あ

る
と

思
う

。

・
ほ

か
の

仕
事

だ
と

年
数

を
重

ね
な

い
と

自
分

の
意

見
を

言
っ

た
り

、
や

り
た

い

こ
と

を
実

践
す

る
こ

と
は

難
し

い
け

れ
ど

、
介

護
の

世
界

で
は

実
現

し
や

す
い

と
思

う
。

５
年

目
で

も
１

年
目

で
も

同
じ

意
見

を
言

え
る

立
場

に
あ

る
の

で
、

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

現
実

に
実

際
に

や
っ

て
み

る
こ

と
が

で
き

、
非

常
に

や
り

が
い

の
あ

る
仕

事
だ

と
思

う
。

自
分

が
両

親
や

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

、
お

じ
い

ち
ゃ

ん
の

介
護

を
す

る
か

ど
う

か
は

わ
か

ら
な

い
け

れ
ど

も
、

高
齢

化
が

進
み

、
確

実
に

介
護

の
知

識
が

必
要

に
な

る
と

き
が

10
0％

出
て

く
る

。
そ

う
い

う
意

味
で

自
分

の
知

識
の

１
つ

と
し

て

身
に

つ
け

る
の

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
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仕
事

な
の

で
、

人
と

関
わ

り
た

い
、

人
の

支
援

を
す

る
仕

事
が

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
人

は
、

と
て

も
よ

い
と

思
う

。

・
入

居
者

の
方

で
、

入
浴

拒
否

や
、

服
薬

拒
否

等
、

要
望

が
日

々
変

わ
る

人
が

い

る
。

そ
れ

を
毎

日
ど

う
す

れ
ば

入
っ

て
く

れ
る

の
か

な
と

、
本

当
に

考
え

る
。

職
員

４
人

み
ん

な
が

知
恵

を
出

し
て

、
ど

う
し

た
ら

薬
を

飲
ん

で
く

れ
る

だ
ろ

う
と

か
、

日
々

知
恵

や
ア

イ
デ

ア
を

出
し

な
が

ら
考

え
る

。
と

て
も

苦
し

い
か

も
し

れ
な

い
け

ど
、

日
々

、
自

分
で

ア
イ

デ
ア

を
、

知
恵

を
絞

ら
な

い
と

な
か

な
か

で
き

な
い

仕
事

だ
な

と
思

う
。

そ
れ

が
魅

力
と

言
っ

た
ら

魅
力

で
あ

る
。

認
知

症
の

入
居

者
で

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

と
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

の
混

合
の

人
が

い
た

の
だ

が
、

夜
ま

で
何

度
言

っ
て

も
薬

を
飲

ま
な

い
と

言
う

し
、

人
を

３
人

ぐ
ら

い
変

え
て

説
得

し
て

も
だ

め
だ

っ
た

。
だ

め
な

と
き

は
、

だ
め

な
の

だ
が

、
知

恵
を

絞
っ

て
も

無
理

な
こ

と
は

無
理

な
の

だ
が

、
そ

れ
で

も
次

の
日

は
ま

た
始

ま
る

の
で

。
改

善
と

は
言

わ
な

い
が

、
日

々
ア

イ
デ

ア
を

出
し

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

仕
事

だ
な

と
思

う
。

②
一
概
に
は
勧
め
ら
れ
な
い

・
つ

い
こ

の
前

も
１

人
や

め
た

ば
か

り
で

、
も

の
の

１
か

月
で

辞
め

る
人

も
見

る
。

頑
張

っ
て

介
護

の
仕

事
を

し
て

ほ
し

い
と

は
、

な
か

な
か

中
高

生
に

は
言

え
な

い
。

鳥
取

は
リ

ス
ク

オ
フ

で
地

震
が

少
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

工
場

が
た

く
さ

ん
で

き
て

い
る

。
雇

用
環

境
が

良
く

、
人

材
も

そ
ち

ら
へ

流
れ

て
い

る
。

・
中

高
生

が
職

場
体

験
出

来
て

、
掃

除
の

手
伝

い
な

ど
を

し
て

く
れ

る
が

、
で

は

就
職

す
る

か
と

い
う

と
難

し
い

だ
ろ

う
。

②
一
概
に
は
勧
め
ら
れ
な
い

・
離

職
率

が
高

い
こ

と
も

事
実

で
あ

る
。

そ
れ

を
僕

ら
が

変
え

て
い

か
な

け
れ

ば

い
け

な
い

。
い

い
面

だ
け

で
は

な
い

か
ら

、
高

校
生

や
中

学
生

に
対

し
て

、
頑

張
れ

と
か

い
い

仕
事

だ
よ

と
は

な
か

な
か

言
え

な
い

。



第７章 まとめ

ここでは、今回の調査研究事業で分かったことを総括し、今後の課題について整理する。 
 
（市町村調査の結果から） 
 
〇介護人材の不足に関する市町村職員の認識、把握状況 

 
まず、市町村調査では、当該市町村内の介護保険施設やサービス事業所における、介護職

員の確保についての困難さをたずねた。一定程度「わからない」という回答はあるものの、

ほとんどの市町村が「非常に難しい」「難しい」「やや難しい」と回答している状況であり、入

所施設の介護福祉士の確保に注目すると、特に「町」においては「非常に難しい」が 26.7％
と４分の１にのぼるような状況であった。他に、「看護師」の確保が難しい市町村が 55.9％、

「介護支援専門員」が 50.0％にのぼっていた。 
多くの市町村で、介護人材の不足感が認識されていることが分かった。また、介護職員確

保が困難な状況の情報入手先としては、「介護施設やサービス事業者から」が 91.2％であり、

施設や事業者から直接、情報を入手、把握できていることが分かった。また、介護保険に関

して行政が主催する会議等で、情報を得ていた市町村が 30.9％であり、会議等の場での話題

になっている場合もあった。 
介護職員確保が困難なことによって生じている現象として、多くの市町村から「サービス

提供量の縮小」や「事業者の休止・廃止・撤退」、また「新規整備を進めることができない」

等、サービス提供に影響が生じていることや、それに伴い、「サービスの質の低下」「事故の

増加」の懸念が示された。また、「職員の残業時間の増」「休みがとれない」等、現場の職員に

しわ寄せがきており、さらにその結果、「離職者が増加」するといった悪循環の指摘もあった

ところである。 
 

〇市町村の対応状況 
 

このように、市町村が介護職員の不足について把握している中、市町村としての介護職員

の確保の支援・対応への考え方や介護職員の確保・定着への取組には市町村によって違いが

見られた。 
介護職員の確保の支援・対応について、「危機感を持っており、市町村が対応すべき重要課

題である」と回答した市町村は 22.1％であり、介護職員の確保・定着の取り組みは「積極的

に行っている」は 14.7％にとどまり、「特に行っていない」が 41.2％にのぼった。 
 

取り組んでいる内容として多かったものとしては、介護人材育成支援事業、就職支援金等

の経済的な支援や処遇の改善をはかったり、介護技術向上のための研修等であった。また、

中学や高校と連携しての意識啓発や広報活動も挙げられた。多様な担い手の養成や定住促進



を目指しての県外でのイベント開催なども挙げられた。 
また、介護・看護・医療系の人材を養成する施設との間に、介護人材の養成・確保・定着支

援や介護サービスの充実・強化等を目指して何らかの連携や提携を行っている市町村は、

20.6％であった。 
積極的な取り組みは、一部の市町村に限られているような状況ではあったが、本事業では、

市町村と介護福祉士養成施設や教育機関等が連携している事例等に対してヒアリングを行っ

た。 
 
（事例調査） 
 
〇中国地方の取り組み事例 

ヒアリング結果から、市町村と介護福祉士養成施設や教育機関との連携について、取り組

みを把握することができたので、ここであらためて紹介する。 
 
市町村にとっては、地域に介護福祉士養成施設がある場合、地域の資源として積極的に連

携し、活用をすることは非常に有益であると考えられるし、また、必ずしも同一市町村内に

はない場合でも、連携できる先を見つけることは有用であろう。 
 
１）出雲市 
 

出雲市では、市議会において企業誘致を含めた人材確保が重要な課題として取り上げられ、

医療・保育に続いて介護人材確保の取組が必要とされた。 
出雲地域介護保険サービス事業者連絡会、介護福祉士等養成校、大学、関係企業等からな

る「介護人材の確保・定着に係るプロジェクト会議」を設置し、実態把握アンケート調査を

行い、取り組むべき方針を明らかにしたうえで、多様な取り組みを行っている。出雲介護職

魅力化プロジェクトとして、介護職の魅力を非常に充実したホームページでアピールしたり、

中高生を対象に介護の仕事見学会を開催し、この中で介護福祉士養成施設での模擬授業を実

施してもいる。また、小学生からの動機づけが必要であると考え、県は「小中学生向け」「高

校生向け」の冊子を作成し、全員へ副読本として配布している。

なお、出雲地域介護保険サービス事業者連絡会では、40 歳未満の職員からなる青年部が組

織され、若手職員の連携が進んでおり、上述の出雲市の取り組みには、現場の若手職員が積

極的に関わっている。 
 
２）新見市

新見市にある新見公立大学は介護福祉士の養成課程を有している。新見市は人口約３万人

の市であるが、大学が今後完全４年制化すると、学生と教員とで、800 名以上の人口となり、



そのインパクトが大きいと市は考えている。 
2018 年度、市と新見公立大学が連携協定を締結し、協働によるまちづくりや健康増進、地

域福祉の向上、教育及び人材育成に関することなどについて連携して取り組むこととした。 
また、平成 30 年度「新見市版地域共生社会構築計画」を策定し、大学を活かしたまちづく

りを柱の１つに掲げて、地域共生社会に向けた取組や市全域に関わる課題の解決に新見公立

大学の知見や人材を活かし、地域の活性化につなげていく取組を推進することとした。 
現在定員まで学生は入学しているが、在学生の約 9 割が市外からの入学者であり、卒業と

同時に新見市を離れてしまっている。新見公立大学では、来年度から各学科ともに１学年 5
名の地域優先枠を設け、地元出身の入学者を確保していくこととした。 

なお、新見市では新見公立大学に限定せず、手厚い介護学生奨学支援金給付制度を設けて

いる。対象者の出身地域や出身学校は市外でもよく、新見市内の事業所に就職し 3 年以上働

くことが条件であり、専門職養成を支援する姿勢がみえる。

３）高等学校と市町村・地域との連携

 
・吉田高等学校 

 
安芸高田市にある吉田高等学校には生活福祉科があり、介護職員初任者研修を受講するこ

とができる。生活福祉科では１年時に民生・児童委員の体験、障害者施設での体験等を行い、

福祉への意識づけを行ってきている。

介護職員初任者研修のカリキュラムを実施するにあたって、市職員をはじめ、看護や福祉

の専門学校の教員、福祉施設、病院、社会福祉協議会等、外部の講師に依頼し、地域のネット

ワークの中で教育をしている。 
 

・日野高等学校 
 
日野市にある日野高等学校は総合学科からなる県立高校である。「総合進学」「アグリライ

フ（農業）」「情報ビジネス（商業）」「ヒューマンケア（福祉）」の 4 系列ある。「ヒューマン

ケア（福祉）」の系列を選択すると、家庭科または福祉の科目を選択することになり、福祉を

選択すると介護職員初任者研修を受講して卒業することとなる。 
日野高等学校には、日野高等学校魅力化コーディネーターが配置されている。日野高校で

は１年生から「産業社会と人間」という科目でキャリア教育を受け、２年生全員が４日間の

職場体験を行うが、コーディネーターは職場(企業・団体)との連絡調整なども担っている。生

徒を地域に出して、学習させることも役割である。福祉系列を選択する生徒は、もともと福

祉に興味がある人が多いが、福祉施設での経験などにより福祉施設への就職や福祉系の学校

への進学意欲を強める。またこの経験を通じて、他地域の出身者でも地域内で就職する例な

どもある。 



 
介護福祉士養成施設は介護をとりまく社会システムの中であまりにも基礎、基盤といえる

ものであり、その役割、貢献を意識的に認識することは、なかなかできていないように思う

が、地域で果たしている、また果たせる役割は非常に大きい。本事業では、上記の事例調査

（ヒアリング）に加えて、介護福祉士養成施設に対するアンケート、また、教職員によるワ

ーキンググループ（意見交換会）、介護福祉士養成施設の卒業生のグループインタビューを行

うことで、あらためてその点について意識、整理できたと考えられ、これは本事業の大きな

成果であると考える。 
 
（介護福祉士養成施設の卒業生のグループインタビューから得られた示唆） 

本事業では、介護福祉士養成施設の卒業生であって勤務地が広島市内の場合と、鳥取県・

島根県の場合の２グループについてグループインタビューを行い、次のような示唆を得た。 
 
〇介護福祉士養成施設で学んだこと、入学する学校を決めた理由 
・介護福祉士養成施設では介護の仕事に対する姿勢や介護に関する理念を学ぶことができた

ということが共通の認識であった。無資格でなく、きちんと勉強したうえで働きたいとい

う気持ちにかなうのは養成施設であった。専門職としての視点をもってアセスメントする

力が養える、実習の機会がよかったという意見も多かった。 
・志が一緒の同級生と学ぶことでもモチベーションを上げることができた。また、卒業後も

同期や先生と連絡をとり相談にのってもらうことができる、心強い、なども養成施設に通

ったメリットであろう。 
・学校を決めた理由としては、「家から通いやすいところ」という意見と、「いったんは地元

から都市部に出たいと思った」という意見の両方があったのは当然のことであろう。 
・また学校で、「地域の文化に触れられる」「様々な世代の学生が学ぶ環境がよい」「介護以外

の学科の学生との交流から視野が広がった」という意見もあり、これらも学校での学びの

メリットであろう。 
 
〇介護福祉士養成施設と施設・事業所との関係 
・実習先に就職した、というのはよくあることで、また、担任との個人面談で選んだといっ

た場合もあり、施設やサービス事業者は養成施設との連携が職員の確保につながる可能性

がある。一方で、実習を通じて、学生から比較、選別されることにもなり、選ばれる施設、

事業者になる、ということも必要である。詳しくは後述するが、教職員ワーキンググルー

プでは、率直なところ、学生を送りたくない施設、事業者もあるといったこと、また、実習

を通じて、地域の介護施設、事業者の質を評価したり、質を向上させることに養成施設は

貢献できる、という考えを持っている教職員がいることも分かった。 
・卒業生からは、就職先として、職場の教育環境を重視した、地域に密着した施設であるこ

とを重視した、といった意見があり、就職先にもとめる条件、価値観なども学校での学び



の中で得ていると考えられた。 
 
〇卒業生が感じている仕事のやりがい、介護の現場の魅力 
・仕事のやりがいや介護の職場としての魅力、自分の今後の方向性として、以下のような点

が挙げられた。このような点を、今後介護職になることをめざす次の世代の人にぜひ伝え

たいと考える。 
事例として紹介した出雲市の場合もそうだが、介護現場で働く若い世代が、自分が地域で

ヒーローになっていること(活躍できていること)をアピールしていくことこそが、説得力の

あるメッセージとなるのではなかろうか。 
 利用者、入居者との関わりが楽しい 
 介護の仕事自体に楽しさを感じている 
 利用者、入居者視点で考える面白さがある 
 職場の雰囲気、人間関係がよい 
 様々な研修機会があり、知識や技術を向上できる 
 リーダー職になる等、職位をあげていくことができる 
 将来的には事業をおこしたい：自分の住んでいる地域に求められているものを自分

で見つけて起業したい 
 
〇特に中山間地域の介護施設・事業所の課題 
・中山間地域における人材不足の解消に関して、広島市内で勤務する職員からの意見として

は、中山間地域等では新しい情報が入ってこず、遅れている印象をもってしまう、魅力的

な施設や取り組み等の情報が入ってきたら、働いてみたいと思うかもしれない、といった

意見があった。また、地方だからこそ、地域のなじみの関係のなかで働くことのよさが評

価されている部分もある。 
働くということは住むということであり、生活の楽しみ、利便性と当然切り離せない面も

あり、介護の現場だけの対応には限界もある。 
 
（介護福祉士養成施設のアンケート結果） 
 

介護福祉士養成施設のアンケートにみる主な結果は以下のとおりであった。 
 

・介護福祉養成施設の定員充足率は平均でみると 39.9％である。 
・卒業生は、「介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」といった介護施設への就職が 58.3％

と６割を占める。 
・回答は全施設分ではないので、注意が必要だが、広島市への就職が 21.7％を占め、政令市・

中核市への就職が 56.9％にのぼった。その他の市ではそれぞれ数名程度の就職の状況であ

った。 



・養成施設では、在学生に対して「役割を自覚し、実践できる介護福祉士養成教育の実施」

（81.8％）、「きめ細かな学習相談・支援」（81.8％）、「地域や施設でのボランティア活動の

支援」（81.8％）、「きめ細かな生活相談の実施」（77.3％）、「一線で活躍する卒業生の仕事体

験発表会や交流会」（72.7％）を行う等で、在学生が就学継続し卒業する支援を行っている。

また、卒業生に対しては「定期的に、卒業生向け教育研修を開催」(36.4％)し、「卒業生と

のメールや書簡による相談や教育研修を実施」（31.8％）する等での卒業後のフォローも行

っている養成施設があった。 
・また、介護福祉士として働いている人に対する研修や学習支援（45.5％）、介護現場職員に

対する介護技術やチームマネジメント手法等に関する指導や教育（50.0％）、離職者訓練生

の受け入れ（63.6％）、実務者研修受講者等に対する支援（54.5％）を行う等、介護システ

ムの中での教育機関、教育資源としての機能を担っている。 
・生徒、学生、保護者、教職員に対する啓発、情報提供は 54.5％、地域住民等に対する介護

技術研修は 40.9％と社会全体の中での情報提供、意識啓発も担っている。 
 
（介護福祉士養成施設の教職員によるワーキンググループ（意見交換会）） 
 

また、介護福祉士養成施設の教職員によるワーキンググループ（意見交換会）では、以下

のような意見、課題の指摘があった。 
・高等学校や保護者が子供に対して「介護の仕事」をすすめない、といった状況もきかれる

中、ＰＴＡ活動で介護に関する講演会を実施する等により、「介護現場の魅力」発信の取り

組みをしていきたい。 
・養成施設と多機関等の協働連携を通した地域の介護人材の確保・育成・定着に貢献できる

こと。（卒業生を就職させること、施設に教職員が出向いて研修すること／等） 
・若い世代の介護職員の活動が活発化しているように感じる(例：介護福祉士会の若者会。ヒ

アリングでも出雲地域介護保険サービス事業者連絡会青年部の事例を把握)。このように積

極的に活動することで、養成施設の学生が介護福祉士にあこがれをもってくれることにも

通じる。各地域で介護現場の若手リーダーを輩出することになると期待している。 
 
（総括） 
 

介護福祉士養成施設は、介護システムの中で不可欠な存在であり、また、介護サービスの

質の向上において、重要な役割を果たしているし、今後も果たせると考えられる。 
 
介護人材の確保策としてはいろいろな方策をとっていく必要があろう。その１つの方策と

して地域内で人材の養成をはかり、養成した人材が地元に定着することをしっかりと支援す

ることは堅実な方法であると考えられよう。 
そのために養成施設では、まず、在学生に対して「役割を自覚し、実践できる介護福祉士



養成教育の実施」、「きめ細かな学習相談・支援」、「きめ細かな生活相談の実施」、「一線で活

躍する卒業生の仕事体験発表会や交流会」を行う等で、在学生が就学継続し卒業する支援を

行っている。このような内容は、基本的なことであると捉えられようが、長期的な就業継続

につながる基礎であることは今一度、押さえておきたい。 
また、卒業生に対しては「定期的に、卒業生向け教育研修を開催」し、「卒業生とのメール

や書簡による相談や教育研修を実施」する等での卒業後のフォローも行っている。養成施設

側からの直接的な働きかけだけでなく、同窓の卒業生同士のコミュニケーションは就業継続

への助けとなる場合もある。若手職員の仲間づくりをより積極的に行う事業として、職場を

超えての若手職員のグループ化も地域によっては図られている。介護福祉士会や地域の事業

者連絡会のような組織も含め、活動の活発化は、モチベーションの向上につながり、また、

若手リーダーの輩出も期待されるところである。その中心的な役割を養成施設、もしくは養

成施設の同窓組織が担う方法も十分考えられよう。 
 
ただし、現実的には、介護福祉士養成施設の定員充足率は低い状況となっている。その理

由として、介護の職に就くこと、その養成施設に進学することに対して反対する親や教師が

いることが指摘されている。もっと気にかかることは、親の中でも、現在、介護の仕事につ

いている、何よりも今の介護現場の現状をわかっている親たちが、自分の子どもを、この厳

しい労働条件の介護現場に送ることを躊躇し結果として、介護現場の社会的評価の低下をも

たらすという深刻な問題である。 
ではなぜそのような状況が起こるのか。それは少子高齢社会の先頭を行く日本にとって、

介護がこれほどまでに国民的課題となっているにもかかわらず、介護の職場環境や全体の給

料水準が改善される兆しを見通せないからである。転勤により家族が小さくなり、地域との

関係も希薄となるサラリーマン世代の介護は、家族だけでは支えられない。介護保険サービ

スの利用は高まるばかりである。加えてその介護期間は平均寿命の延伸に伴い長くなるばか

りで、その影響は 2 世代に及んでいるケースも増えている。人生 80 年時代の介護は、人類に

とって初めての経験であり、その私たちの生活に及ぼす影響について、もっときちんとした

現状分析が必要であろう。 
このような現実の問題に、現状認識が追い付かず、必然的に対応も遅れるし、適切なサー

ビスの量も増えていかない。むしろ量の確保の必要性から、人材確保の入り口を大きく緩和

しているので、質の担保は難しくなるばかりである。特に在宅介護を支える条件整備が立ち

遅れており、やむなく介護離職に至る現実はむしろ拡大している。 
加えて、現代の介護問題を分析していくと、少子高齢社会を迎える日本の現状と今後の課

題が見えてくる。今回の「中山間地域等の医療・介護人材確保のための先行事例の検証と多

様な専門職養成施設、関係機関との連携に関する調査研究事業」も、突き詰めていけば、日

本の中山間地域が今後どうなって行くのか、どうしていくのかという問題にぶつからざるを

得ない。それは市町村の存続にかかわる問題でもあり、市町村の戸惑いも多くはそこにあっ

たような気がする。まさに介護だけの問題ではないのである。 



 
それでもなお、足元の課題には取り組んでいかねばならない。 
多くの養成施設は独自の取り組みとして、高等学校の生徒や教職員、保護者等への啓発、

情報提供を行っている。市町村との協力関係も模索し続けている。 
出雲市では、市町村と養成施設が連携して情報提供を行っていることがわかった。中学生

向けの読み物を作成、配布している市町村もあった。PTA や PTC 活動で、介護に関する体験

講座や講演会等の実施も効果的であろう。 
中学校や高等学校の生徒に限らず、小学校の児童を対象にすることの意義についてもイン

タビュー等で指摘があったし、既に養成施設と介護福祉士会（介護福祉士の職能団体として

の全国組織であり、各県に支部組織を持つ）の協力で実施されている地域も複数あった。 
また小・中・高等学校への働きかけは、各教育委員会も巻き込んでいく必要がある。高等

学校のみならず中学校の「技術・家庭編」の学習指導要領（平成 29 年度告示）でも、A 家族・

家庭生活の（３）家族・家庭や地域とのかかわりのア－(イ)で、「家庭生活は地域との相互の

関わりで成り立っていることがわかり、高齢者など地域の人々と協働する必要があることや

介護など高齢者との関わり方について理解すること」とし、その内容についての取り扱いは

「高齢者の身体的特徴についても触れること。また高齢者の介護の基礎に関する体験的な活

動ができるよう留意すること。」（中学校学習指導要領解説編 平成 29 年 7 月）が加えられ

た。ここについては、養成施設教員や介護福祉士会会員の若手の介護福祉士が教育現場とも

っと協力できるし、何よりも看護師や保育士と比べて暮らしの中で出会う場が限られている

介護福祉士とインパクトのある出会いをする貴重な場をつくりだせるということである。 
介護という職業を理解し、介護福祉士を目指すきっかけとなるような企画の検討が望まれる。 

 
これらの啓発活動は短期的に効果が把握できるものではないが、介護福祉士を目指す人を

増やすことや、介護福祉士という職業の地位向上のために重要な取り組みである。介護福祉

士が、これからの少子高齢社会の下での地域を支えるヒーローになれる職種である、という

ことをもっと打ち出していきたいものである。また、この活動に若手の介護福祉士をまきこ

んで行うことは、彼らのモチベーションの向上にもつながることであり、活動自体が、現在

の介護福祉士の定着に寄与することになるだろう。 
 

介護福祉士養成施設の課題は、単に学校経営の問題、一校の問題としてとらえるのではな

く、われわれの社会基盤の１つであり、循環型の介護保険システムの要素として、まずは養

成施設のある地域にどう出ていくか、どのように貢献できるかを探りながら、市町村や学校、

介護施設・事業者等との連携を再構築していく必要があるだろう。それが足元の地域づくり

としっかりつながりながら、地域にとってなくてはならない存在となり、これまでと同様、

育て送り出した介護福祉士のプラットホームであり続けることと同時に、これからの介護の

あり方についての実践的な問題提起ができて、その教育力を示して行くことが求められてい

るのではないだろうか。 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 査 票 

 



 

 



1 

    ※
本
調

査
票
は

、
中
国

地
方
の

市
町
村

の
介
護

保
険
の

ご
担
当

部
署
に

送
付
し

て
お
り

ま
す
。

 
※

回
答

の
際
は

、
あ

て
は
ま

る
番
号

を
○
で

囲
ん
で

く
だ
さ

い
。
○

を
付
け

る
数
は

原
則
１

つ
で
す

。
○
を

複
数
に

付
け
て

い
た
だ

く
場
合

は
、
質

問
文
に

「
複
数

回
答
可

」
と
記

載
し
て

い
ま
す

。
 

※
具
体

的
な
数

値
等
を

ご
記
入

い
た
だ

く
部
分

も
あ
り

ま
す
。

 
※

調
査

時
点
は

、
原
則

、
平
成

30
年

11
月

1
日
時

点
と

し
ま

す
。
 

（
回
答

者
の
ご

連
絡

先
）

 
1
) 

市
町

村
名

 
 

2
) 

部
署

名
 

 

3
）
 

ご
担

当
者

名
 

 
4
）
 

電
話

番
号

 
 

 Ｑ
１
 

貴
市
町

村
内

の
介
護

保
険

施
設
や

サ
ー

ビ
ス
事

業
所

で
は
、
介

護
職

員
の
確

保
に

つ
い
て

困
難

が
あ
る

と

思
わ
れ

ま
す
か

。
①

介
護
福

祉
士

と
②
そ

の
他

の
介
護

職
員

に
つ
い

て
そ

れ
ぞ
れ

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。
な

お
、

本
調
査

で
は
、

以
下

介
護
職

員
に

は
、
介

護
福

祉
士
と

、
そ

の
他
の

介
護

職
員
の

こ
と

を
指
す

こ
と

と
し
ま

す
。
 

 
１

 
非

常
に

難
し

い
 

２
 

難
し

い
 

３
 

や
や

難
し

い
 

４
 

特
に

難
し

く
な

い
 

５
 

わ
か

ら
な

い
 

６
 

該
当

サ
ー

ビ
ス

が
な

い

（
１

）
介

護
保

険
の

入
所

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

療
養

型
医

療
施

設
、

介
護

医
療

院
） 

 
①

介
護

福
祉

士
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 
②

そ
の

他
の

介
護

職
員

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

（
２

）
訪

問
介

護
事

業
所

 

 
①

介
護

福
祉

士
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 
②

そ
の

他
の

介
護

職
員

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

（
３

）
通

所
介

護
事

業
所

 

 
①

介
護

福
祉

士
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 
②

そ
の

他
の

介
護

職
員

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

（
４

）
地

域
密

着
型

の
施

設
・
事

業
所

 

 
①

介
護

福
祉

士
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 
②

そ
の

他
の

介
護

職
員

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

Ｑ
２
 

上
記
以

外
で

、
貴

市
町
村
で

は
、
介

護
施
設

や
介
護
事

業
所

で
働
く

専
門

職
で
、
確
保

に
困
難

が
あ

る
と

思
う
職

種
は
あ

り
ま

す
か
。
 

１
．

特
に

な
い

 
 

２
．

看
護

師
 

 
３

．
理

学
療

法
士

 
 

４
．

作
業

療
法

士
 

 
 

５
．

言
語

聴
覚

士
 

６
．

介
護

支
援

専
門

員
 

 
 

 
 

 
７

．
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

Ｑ
３
 

あ
な
た

は
、
貴

市
町
村

の
介

護
職
員

確
保

の
困
難

な
状

況
を
ど

の
よ

う
な
と

こ
ろ

か
ら
の

情
報

で
判
断

さ

れ
て
い

ま
す
か

。（
複

数
回
答

可
）
 

１
．

貴
市

町
村

の
他

部
署

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
介

護
保

険
に

関
し

て
行

政
が

主
催

す
る

会
議

等
 

３
．

介
護

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

 
 

４
．

介
護

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
 

 

５
．

住
民

（
４

を
除

く
）
  

 
 

６
．

介
護

専
門

職
の

養
成

校
（
大

学
、

短
大

、
専

門
学

校
等

）
 

７
．

県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
．

そ
の

他
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

９
．

特
に

な
し

 

Ｑ
４
 

貴
市
町

村
で

は
、
介

護
職
員
の

確
保

が
困
難

な
こ

と
に
よ

り
、
ど

の
よ
う

な
現

象
が
起

こ
っ

て
い
ま

す
か

。

ご
自
由

に
ご
記

入
く

だ
さ
い

。
特

に
な
い

場
合

は
、「

特
に

な
し

」
と

ご
記
入

く
だ

さ
い
。
 

（
例

）
介

護
福

祉
士

の
不

足
に

よ
っ

て
、

事
業

所
が

撤
退

し
て

し
ま

っ
た

。
 

   

平
成

３
０

年
度

 
厚

生
労

働
省

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

中
山

間
地

域
等

の
医

療
、

介
護

人
材

の
確

保
の

た
め

の
先

行
事

例
の

検
証

と
多

様
な

専
門

職
養

成
施

設
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 

市
町

村
調

査
 

調
査

票
 

2 

Ｑ
５

 
貴

市
町

村
と

し
て

、
貴

市
町

村
内

の
介

護
保

険
施

設
や

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
で

の
介

護
職

員
の

確
保

の
支

援
・
対
応

に
つ

い
て
、
ど
の

よ
う

に
考
え

て
い

ま
す
か

。
ご
回

答
者

の
主
観

で
結

構
で
す

の
で

、
最
も

近
い
も
の

を
１
つ

選
ん
で

く
だ

さ
い
。
 

１
．

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
介

護
職

員
の

確
保

が
難

し
い

状
況

に
市

町
村

と
し

て
も

危
機

感
を

持
っ

て
お

り
、

市
町

村
が

対
応

す
べ

き
重

要
課

題
で

あ
る

 

２
．

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

に
よ

っ
て

は
、

介
護

職
員

の
確

保
が

困
難

で
あ

り
、

市
町

村
が

な
ん

ら
か

支
援

す
べ

き
状

況
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

 

３
．

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

が
介

護
職

員
の

確
保

に
努

め
て

お
り

、
必

要
に

応
じ

て
、

市
町

村
は

支
援

を
す

べ
き

状
況

で
あ

る
 

４
．

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
介

護
職

員
の

確
保

に
つ

い
て

、
市

町
村

と
し

て
の

対
応

は
特

に
考

え
て

い
な

い
 

５
．

よ
く
わ

か
ら

な
い

 

６
．

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 Ｑ
６
 

貴
市
町

村
で

は
、
介

護
保

険
の
施

設
や

サ
ー
ビ

ス
事

業
所
で

働
く
介

護
職

員
の
確

保
・
定

着
の
取
り

組
み

を
積
極

的
に
行

っ
て

い
る
と

思
い

ま
す
か
 

１
．

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
と

思
う

 
 

 
 

 
 

 
２

．
特

に
積

極
的

と
は

い
え

な
い

が
、

行
っ

て
い

る
 

３
．

特
に

行
っ

て
は

い
な

い
 

 Ｑ
７
 

貴
市
町

村
で

、
介
護

保
険
の

施
設

や
サ
ー

ビ
ス

事
業
所

で
働

く
介
護

職
員

の
確
保
・
定

着
の
取

り
組

み
の

実
施
が

難
し
い

理
由

と
し
て

、
ど

の
よ
う

な
点

が
あ
り

ま
す

か
。（

複
数

回
答

可
）

 

１
．

実
施

す
る

た
め

の
職

員
が

不
足

し
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

実
施

す
る

た
め

の
財

源
が

不
足

し
て

い
る

 

３
．

補
助

金
の

メ
ニ

ュ
ー

が
限

定
さ

れ
て

お
り

使
い

に
く
い

 
 

 
 

４
．

関
係

団
体

等
と

の
連

携
が

難
し

い
 

５
．

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 
 

 
 

６
．

特
に

な
し

 

 Ｑ
８
 

貴
市
町

村
で

行
っ
て

い
る

、
介
護

保
険
施

設
や

サ
ー
ビ

ス
事

業
所
で

働
く

介
護
職

員
の

確
保
・
定
着

の
取

り
組
み

は
ど
の

よ
う

な
内
容

で
す

か
。
下

記
の
う

ち
当

て
は
ま

る
も

の
を
す

べ
て

選
ん
で
、
番

号
に
○

を
つ

け
て

く
だ
さ

い
。（

複
数

回
答

可
）

 
な

お
、
取
り
組

み
に
関

し
ま

し
て

、
目
的

、
期

待
す

る
効
果

、
実
施

実
績

、
財
源

の
わ
か

る
資

料
を
添

付
い

た
だ

き
た
く

存
じ
ま

す
。
貴
市
町

村
に
て

既
に

作
成
さ

れ
た

資
料
（
例
：
予
算

案
、
事

業
概

要
、
イ

ベ
ン
ト

等
の

チ
ラ

シ
）
の

写
し
で

結
構

で
す
。
 

基
盤

整
備

 
１

．
人

材
確

保
に

関
す

る
協

議
会

の
設

置
等

 
２

．
そ

の
他

の
基

盤
整

備
 

介
護

従
事

者
の

参
入

促
進

（
普

及
啓

発
）

３
．

学
校

の
児

童
・
生

徒
を

対
象

に
介

護
や

介
護

の
仕

事
の

理
解

促
進

 
４

．
地

域
住

民
を

対
象

に
介

護
や

介
護

の
仕

事
の

理
解

促
進

 
５

．
助

け
合

い
に

よ
る

担
い

手
の

養
成

（
自

治
会

等
で

の
対

応
、

地
域

住
民

を
担

い
手

と
し

て
養

成
）
 

６
．

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
に

係
る

介
護

実
習

支
援

事
業

 
７

．
介

護
未

経
験

者
に

対
す

る
研

修
支

援
事

業
 

８
．

多
様

な
人

材
層

(若
者

・
女

性
・
高

齢
者

)に
応

じ
た

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
強

化
 

９
．

介
護

人
材

の
定

住
促

進
支

援
 

1
0
．

そ
の

他
の

参
入

促
進

策
 

介
護

に
係

る
職

員
等

の
資

質
の

向
上

 

1
1
．

各
種

研
修

の
実

施
・
支

援
 

1
2
．

潜
在

介
護

福
祉

士
の

再
就

業
促

進
 

1
3
．

そ
の

他
の

資
質

向
上

策
 

労
働

環
境

・
処

遇
の

改
善

1
4
．

人
材

育
成

力
の

強
化

(新
人

介
護

職
員

に
対

す
る

エ
ル

ダ
ー

・
メ

ン
タ

ー
制

度
等

導
入

支
援

) 
1
5
．

勤
務

環
境

改
善

支
援

 
1
6
．

子
育

て
支

援
 

1
7
．

そ
の

他
の

労
働

環
境

・
処

遇
改

善
策

 

そ
の

他
 

1
8
．

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

1
9
．

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

な
し

 
2
0
．

特
に

取
り

組
ん

で
い

な
い
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3 

Ｑ
９
 

Ｑ
８
で

回
答

い
た
だ

い
た

内
容
の

う
ち

、
貴
市

町
村

に
お
い

て
、
最
も
力

を
い
れ

て
い

る
取
り

組
み

や
効

果
的
と

思
わ
れ

る
取

り
組
み

に
つ

い
て
、
１

つ
選
ん
で

い
た
だ

き
、
選

ん
だ
事
業

の
概
要

と
理

由
を
記

載
し

て
く

だ
さ
い

。
 

         Ｑ
1
0 

貴
市
町

村
は

、
介
護
・
看
護
・
医
療

系
の
人

材
を

養
成
す

る
施

設
と
の

間
に
、
介
護

人
材

の
養

成
・
確

保
・

定
着
支

援
や
介

護
サ

ー
ビ
ス

の
充

実
・
強

化
等

を
目
指

し
て

何
ら
か

の
連
携

や
提

携
を
行

っ
て

い
ま
す

か
。
あ

る

場
合
は

、「
介

護
福
祉
士

」
の

養
成
施

設
と

、「
そ

れ
以
外

の
介

護
・
看

護
・
医
療
系

」
の

人
材

養
成
施
設

、
ま

た
、

「
貴
市

町
村
内

」「
貴

市
町
村

外
」
の

別
に

、
あ
て

は
ま

る
も
の

す
べ

て
に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。
 

１
．

な
い

 

２
．

あ
る

➡
以

下
の

表
の

あ
て

は
ま

る
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

  
貴

市
町

村
内

の
「
介

護
福

祉
士

」
養

成
施

設
 

貴
市

町
村

内
の

介
護

・
看

護
・
医

療
系

の
人

材
養

成
施

設
 

貴
市

町
村

外
の

「
介

護
福

祉
士

」
養

成
施

設
 

貴
市

町
村

外
の

介
護

・
看

護
・
医

療
系

の
人

材
養

成
施

設
 

（
１

）
包

括
的

な
連

携
・
協

定
 

１
 

１
 

１
 

１
 

（
２

）
市

町
村

の
介

護
保

険
事

業
計

画
策

定
委

員
会

や
運

営
等

委
員

会
等

の
委

員
と

し
て

の
参

画
 

２
 

２
 

２
 

２
 

（
３

）
教

員
等

に
つ

い
て

、
市

町
村

の
介

護
関

連
事

業
に

有
識

者
と

し
て

協
力

 
３

 
３

 
３

 
３

 

（
４

）
住

民
を

対
象

と
し

た
講

座
等

の
実

施
や

講
師

派
遣

 
４

 
４

 
４

 
４

 

（
５

）
小

・
中

学
校

・
高

校
を

対
象

と
し

た
授

業
の

実
施

や
講

師
派

遣
 

５
 

５
 

５
 

５
 

（
６

）
養

成
施

設
の

学
生

の
実

習
先

と
し

て
、

市
町

村
内

の
施

設
や

事
業

所
で

の
受

け
入

れ
の

支
援

 
６

 
６

 
６

 
６

 

（
７

）
市

町
村

職
員

を
、

養
成

施
設

の
教

員
と

し
て

派
遣

 
７

 
７

 
７

 
７

 

（
８

）
そ

の
他

（
具

体
的

に
）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
８

 
８

 
８

 
８

 

（
９

）
そ

の
他

（
具

体
的

に
）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
９

 
９

 
９

 
９

 

（
1
0
）
そ

の
他

（
具

体
的

に
）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
１

０
 

１
０

 
１

０
 

１
０

 

  
 

4 

Ｑ
1
1 

介
護
職

員
の

確
保
・
定
着

に
関
し

て
、
中

国
四

国
厚

生
局
、
厚
生
労

働
省

、
県
に

対
し

て
期
待

す
る

役
割
、

施
策
等

が
あ
り

ま
し

た
ら
、

ご
自

由
に
ご

記
入

く
だ
さ

い
。

 

（
中

国
四

国
厚

生
局

）
 

 (厚
生

労
働

省
) 

 （
県

）
 

  Ｑ
1
2 

貴
市
町

村
内

の
介
護

施
設

の
事
業

者
数

、
定
員

数
に

つ
い
て

、
種

類
別
に

お
答

え
く
だ

さ
い

。
 

第
７
期

介
護
保

険
事

業
計
画

（
高

齢
者
福

祉
計

画
）
に

お
け

る
平
成

3
0
年

度
見
込

み
の

数
値
で

お
答

え
く
だ

さ

い
。
 

施
設

・
事

業
所

種
類

 
施

設
数

・
事

業
所

数
 

定
員

数
 

（
１

）
介

護
保

険
施

設
 

 

 
①

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
地

域
密

着
型

は
除

く
）
 

 
 

 
②

介
護

老
人

保
健

施
設

 
 

 

 
③

介
護

療
養

型
医

療
施

設
・
介

護
医

療
院

 
 

 

（
２

）
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
含

む
予

防
サ

ー
ビ

ス
）
 

 

 
①

訪
問

介
護

事
業

所
 

 
 

 
②

通
所

介
護

事
業

所
（
地

域
密

着
型

は
除

く
）
 

 
 

 
③

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
事

業
所

 
 

 

（
３

）
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
 

 

 
①

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

事
業

所
 

 
 

 
②

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
事

業
所

 
 

 

 
③

地
域

密
着

型
通

所
介

護
事

業
所

 
 

 

 
④

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

事
業

所
 

 
 

 
⑤

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

 
 

 

 
⑥

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

事
業

所
 

 
 

 
⑦

地
域

密
着

型
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

事
業

所
 

 
 

 
⑧

複
合

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

）
 

 
 

 
⑨

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
 

 
 

（
注

）
計

画
に

定
員

を
記

載
し

て
い

な
い

場
合

は
、

各
事

業
所

の
定

員
を

合
計

し
て

算
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

小
規
模
多

機
能

型
に
つ

き
ま

し
て
は

、
登

録
定
員

を
ご

記
入
く

だ
さ

い
。
 

Ｑ
1
3 

貴
市
町

村
に

基
準
該

当
サ

ー
ビ
ス

事
業

所
は
あ

り
ま

す
か
。
な

い
場

合
は

、
検

討
の
有

無
、
ま

た
、
あ
る

場
合
は
実

施
し

て
い
る

事
業

を
ご
記

入
く

だ
さ
い

。
 

１
．

な
い

 
➡

 
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

 
１

．
あ

る
 

 
２

．
な

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
．

あ
る

 

➡
実

施
し

て
い

る
事

業
（
複

数
回

答
可

）
 

１
．

訪
問

介
護

 
２

．
訪

問
入

浴
介

護
 

 
３

．
通

所
介

護
 

４
．

短
期

入
所

生
活

介
護

 
５

．
福

祉
用

具
貸

与
 

６
．

居
宅

介
護

支
援

 
 

７
．

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

Ｑ
1
4 

貴
市
町

村
で

は
離
島

等
相

当
サ
ー

ビ
ス

は
あ
り

ま
す

か
。（

い
ず

れ
か

に
○

を
つ
け

て
く

だ
さ
い

。）
 

１
．

な
い

 
 

 
 

２
．

あ
る

 

以
上
で

、
調
査

項
目

は
終
了

で
す

。
ご
協

力
い

た
だ
き

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。
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1 

平
成

3
0
年

1
2
月
 

介
護

福
祉
士
養

成
施

設
 

教
務

主
任
の
皆

様
 

三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
リ

サ
ー

チ
＆
コ

ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ

株
式
会

社
  

平
成

3
0
年

度
 
厚

生
労

働
省

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
（

老
人

保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金
）
 

中
山
間
地
域
等
の
医
療
、
介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
の
先
行
事
例
の
検
証
と
多
様
な
専
門
職
養
成
施
設
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
 

関
す
る
調
査
研
究
事
業
 

 

介
護

福
祉
士

養
成

施
設

と
多
機

関
協

働
・

連
携

に
よ
る

 

中
山

間
地

域
や

離
島
に

お
け

る
介

護
福

祉
士

の
確
保

・
育

成
・

定
着

に
関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
お

願
い
 

 
拝

啓
 
時

下
益

々
ご
清

栄
の

こ
と
と

お
慶

び
申
し

上
げ

ま
す
。
 

弊
社
は
、
今
年

度
、
厚

生
労

働
省

老
人
保

健
事

業
推
進

費
等

補
助
金
（
老
人

保
健

健
康
増

進
等

事
業
分

）「
中

山
間
地

域
等
の

医
療

、
介

護
人

材
の

確
保
の

た
め

の
先
行

事
例

の
検
証

と
多

様
な
専

門
職

養
成
施

設
、
関

係
機

関
と

の
連
携

に
関

す
る
調
査
研

究
事

業
」
を
実

施
し
て

お
り

ま
す
。
調
査

検
討

は
、
介

護
福

祉
士
養

成
施

設
教
員
、
自
治

体
委

員
、
本
テ

ー
マ
の
有

識
者

か
ら

構
成

す
る

委
員

会
(
委
員
長
：
上

原
千

寿
子

広
島
国

際
大

学
医
療

福
祉

学
部
教

授
)
を

設
置
し

、
ご

指
導
を

い
た

だ
き
な

が
ら
進

め
て

お
り

ま
す

。
 

こ
の
調
査

研
究

事
業
は

、
中

国
地
方

の
中

山
間
地

域
等
（

中
山
間
地

域
及
び

離
島

）
に

お
け
る

、
介

護
施
設
・
事
業

所
に

お

け
る

介
護

福
祉

士
の
確

保
・
育

成
、
定
着

推
進

に
焦
点

を
あ

て
て
、
中
国

地
方
に

立
地

す
る
介

護
福

祉
士
養

成
施

設
、
そ
の
他

多
様

な
関

係
機

関
等
と

の
協

働
・
連

携
に

よ
る
効

果
的

な
施
策

や
方

策
の
事

例
を

収
集
し

ま
す

。
 

収
集
し
た

事
例

の
検
討

を
通

し
て
、
今

後
、
介
護

福
祉

士
養
成

施
設

、
及
び

市
町

村
や
県

、
地

方
厚
生

局
を

含
め
た

多
機
関

協
働

連
携

に
よ

る
、
中

国
地

方
の

中
山
間

地
域

及
び
離

島
に

お
け
る

、
介
護

福
祉

士
の
確

保
・
育

成
、
定

着
（

離
職

防
止

）
推

進
の

在
り

方
に

つ
い
て

提
案

し
て
ま

い
り

ま
す
。
 

本
ア
ン
ケ

ー
ト

は
そ
の

一
環

で
行
う

も
の

で
す
。
中
国

地
方
に

立
地

す
る
介

護
福

祉
士
養

成
施

設
の
皆

様
を

対
象
に

、
関
連

す
る

お
取

組
状

況
や
ご

存
じ

の
事
例

に
つ

い
て
ご

教
示

い
た
だ

く
た

め
に
行

う
も

の
で
す

。
 

な
お
、
本

集
計

結
果

に
基
づ

く
検

討
結
果

や
提

案
を
ま

と
め

た
報
告

書
全

文
に
つ

き
ま

し
て
は

、
弊

社
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

て
、

平
成

3
1
年
４

月
頃
に
掲

載
す

る
予
定

で
す

。
 

ご
多
忙
の

と
こ

ろ
誠
に

恐
縮

で
は
ご

ざ
い

ま
す
が

、
本

ア
ン
ケ

ー
ト

を
行

う
趣
旨

に
つ

い
て
ご

理
解

賜
り
、
ぜ
ひ

と
も
、
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す
よ

う
お

願
い
申

し
上

げ
ま
す

。
 

ご
回
答
い

た
だ

い
た
本

ア
ン

ケ
ー
ト

票
は
、
2
0
1
8（

平
成

3
0
）
年

1
2
月

2
6
日
（

水
）
ま

で
に

、
同

封
の

返
信

用
封
筒

に
て

投
函

い
た

だ
き
ま

す
よ

う
お
願

い
申

し
上
げ

ま
す

。
 

な
お
、
ア

ン
ケ

ー
ト
の

結
果

は
、
個

別
の

養
成
施

設
名

な
ど
の

情
報

が
公
表

さ
れ

る
こ
と

は
決

し
て
ご

ざ
い

ま
せ
ん

。
 敬
具
   

2 

   

                       

 
 

 

【ご
回

答
い

た
だ

く
に

あ
た

っ
て

】
 

 ◆
本
調
査

票
は
、

貴
施
設

の
教
務

主
任
の
方

に
ご

記
入
を

お
願
い

し
ま
す

。
 

◆
本

調
査
票

で
は
、

貴
施
設

名
は

回
答
い

た
だ
き

ま
す
が

、
回
答

者
ご
氏

名
の
ご

記
入
は

不
要
で

す
。
 

◆
回

答
の
際

は
、
あ

て
は
ま

る
番
号

を
○
印

で
囲
ん

で
く
だ

さ
い
。

「
1
つ

に
〇
」
「

い
く
つ

で
も
〇

」
と

回
答

数
を
記
載

し
て
い

ま
す
。

当
て

は
ま
る

番
号
に

そ
の
数

だ
け
○
印

を
つ
け

て
く
だ

さ
い

。
 

◆
数

字
や
具

体
的
な

回
答
を

ご
記
入

い
た
だ

く
部
分

も
あ
り

ま
す
。

 

◆
な

お
、
回

答
期
日

を
明
記

し
て
い

る
設
問

以
外
は

す
べ
て

2
0
1
8
（

平
成

3
0）

年
1
1
月

3
0
日

（
金
）

時
点

の

状
況
で

お
答
え

く
だ
さ

い
。
 

◆
回
答
済

調
査
票

は
、
同

封
の
ア

ン
ケ
ー

ト
返
送

用
封
筒

に
て
、
2
0
1
8
（

平
成

3
0
）

年
1
2
月

2
6
日
（

水
）

ま
で

に
投

函
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 ◆
お

問
い

合
わ

せ
先
 

【
調

査
事
務

局
】
三

菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
リ
サ

ー
チ
＆

コ
ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ
株

式
会
社

 
共
生

社
会
部

 

電
話

：
０
３

－
６
７

３
３
－

３
４
９

０
 
ま

た
は
 

０
３
－

６
７
３

３
－
３

７
９
２

 

担
当

：
国
府

田
こ

う
だ

、
鈴

木
陽
子

、
星
芝

 

 

※
受

付
日

時
：

平
日

１
０
時

～
１

７
時
（

1
2
月

2
7
日

（
木

）
～

1
月

４
日

（
金

）
は

除
き
ま

す
）
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3 

 

  Ⅰ
．

貴
施

設
の

概
況

に
つ
い

て
お

答
え
く

だ
さ

い
。

 
設

問
 

回
答

欄
 

Q
1
.貴

施
設

の
名

称
 

 

 

Q
2
.所

在
地

 
所

在
県

名
（
１

つ
に

○
）
 

所
在

市
町

村
（
市

町
村

名
を

記
載

く
だ

さ
い

。
） 

1.
 

鳥
取

県
 

2.
 

島
根

県
 

3.
 

岡
山

県
 

4.
 

広
島

県
 

5.
 

山
口

県
 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
・
町

・
村

 
 

 

Q
3
.学

校
種

別
（
１

つ
に

○
）
 

1.
 

大
学

 

2.
 

短
期

大
学

 

3.
 

専
門

学
校

 

4.
 

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

Q
4
.介

護
福

祉
士

養
成

課
程

の
修

学

年
数

（
１

つ
に

○
）
 

1.
 

2
年

 

2.
 

3
年

 

3.
 

4
年

 

4.
 

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

Q
5
.介

護
福

祉
士

養
成

課
程

の
区

分

（
い

く
つ

で
も

○
）
 

1.
 

昼
間

課
程

 
2.

 
夜

間
課

程
 

3.
 

通
信

課
程

 

4.
 

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

Q
6
.介

護
福

祉
士

養
成

課
程

の
設

立

年
度

 
西

暦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

度
 

Q
7
.介

護
福

祉
士

養
成

課
程

の
直

近

3
年

間
の

入
学

定
員

の
推

移
 

2
0
1
6

年
度

 

 

人
 

2
0
1
7

年
度

 
人

2
0
1
8

年
度

人

Q
8
.直

近
3

年
間

の
定

員
充

足
率

 

（
整

数
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

）
 

2
0
1
6

年
度

 

 

％
 

2
0
1
7

年
度

 
％

2
0
1
8

年
度

％

Q
9
.次

年
度

以
降

の
「
介

護
福

祉
士

」

養
成

課
程

定
員

の
方

針
 

（
１

つ
に

○
）

1.
 

現
状

維
持

 

2.
 

定
員

増
 

3.
 

定
員

減
 

4.
 

検
討

中
で

あ
る

 

5.
 

募
集

停
止

 

Q
1
0
.貴

施
設

の
設

置
母

体
の

法
人

種
別

（
1

つ
に

○
）
 

1.
 

学
校

法
人

 

2.
 

社
会

福
祉

法
人

 

3.
 

市
町

村
 

4.
 

そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 Ⅱ
．

貴
施

設
の

在
学

生
の
概

況
に

つ
い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。（
20

18
年

11
月

30
日

現
在

）
 

設
問

 
回

答
欄

 

Q
1
1
.男

女
別

人
数

 

 

1.
 

男
性

（
 

 
 
 
 
）
人

 

2.
 

女
性

（
 

 
 
 
 
）
人

 

合
計

 
 

 
（
 

 
  

 
）
人

 
 

Q
1
2
.年

齢
別

人
数

 
1.

 
1
0

歳
代

（
 

 
 

  
）
人

 
 

2.
 

2
0

歳
代

（
 

 
  

 ）
人

 

3.
 

3
0

歳
代

（
 

 
  

 ）
人

 

4.
 

4
0

歳
代

（
 

 
  

 ）
人

 

5.
 

5
0

歳
代

（
 

 
 
  

 ）
人

 

6.
 

6
0

歳
以

上
（
 

 
  

 ）
人

 

合
 

計
 
（
 
 
 
  

 
 ）

人
 

Q
1
3
.出

身
市

町
村

別
人

数
（
外

国

人
を

除
く
）
 

 ※
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、
欄

外

の
余

白
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
 

 

市
町

村
名

 
 

 
人

数
 

市
町

村
名

 
 

 
人

数
 

①
 

人
⑥

 
人

②
 

人
⑦

 
人

③
 

人
⑧

 
人

④
 

人
⑨

 
人

⑤
 

人
⑩

 
人

Q
1
3
-
1
.外

国
人

留
学

生
は

何
人

で
す

か
。

 
（
 

 
 

 
 

）
人

 

は
じ

め
に

、
貴

施
設

の
概

要
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

4 

Ⅲ
．

貴
施

設
の

昨
年

度
（

20
17

年
度

）
の

卒
業

生
の

概
況

に
つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

設
問

 
回

答
欄

 

Q
1
4
.卒

業
生

数
 

 
 

 
 

 
 

人
（
う

ち
、

離
職

者
訓

練
生

 
 

 
 

 
人

） 

Q
1
5
.2

0
1
7

年
度

の
貴

施
設

の
卒

業

生
の

就
職

先
の

職
場

種
別

 

 

1.
 

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
 

 
 

 
 

）
人

 
2.

 
介

護
老

人
保

健
施

設
（
 

 
 

 
 

）
人

 
3.

 
介

護
療

養
型

医
療

施
設

・
病

院
・
診

療
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
4.

 
訪

問
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
5.

 
通

所
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
6.

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）
人

 
7.

 
短

期
入

所
生

活
介

護
（
 

 
 

 
 

）
人

 
8.

 
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
9.

 
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）人
 

10
. 

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
11

. 
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
12

. 
有

料
老

人
ホ

ー
ム

（
 

 
 

 
 

）
人

 
13

. 
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

（ 
 

 
 

 
）
人

 
14

. 
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（
 

 
 

 
 

）
人

 
15

. 
障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
介

護
給

付
の

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）
人

 
16

. 
共

同
生

活
介

護
（
ケ

ア
ホ

ー
ム

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
17

. 
訓

練
等

給
付

の
事

業
所

（
自

立
訓

練
、

就
労

移
行

支
援

、
就

労
継

続
支

援
）
（
 

 
 

 
）
人

 
18

. 
共

同
生

活
援

助
（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
19

. 
地

域
相

談
支

援
の

事
業

所
（
地

域
移

行
支

援
、

地
域

定
着

支
援

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
20

. 
そ

の
他

介
護

・
福

祉
系

の
仕

事
（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
21

. 
そ

の
他

介
護

・
福

祉
系

以
外

の
仕

事
（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
  

 
 

 
）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
22

. 
未

就
職

者
（
 

 
 

 
 

）
人

 
23

. 
そ

の
他

の
進

路
、

把
握

で
き

な
い

（
 

 
 

 
 

）
人

 
合

計
 

 
（
 

 
 

  
 

 
）
人

 

Q
1
6
.2

0
1
7

年
度

の
貴

施
設

の
卒

業

生
で

就
職

し
た

人
の

就
職

先
施

設
・事

業
所

の
所

在
市

町
村

 

 ※
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、
欄

外

の
余

白
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
 

 

市
町

村
名

 
人

数
 

市
町

村
名

 
人

数
 

①
 

人
⑥

 
人

 

②
 

人
⑦

 
人

 

③
 

人
⑧

 
人

 

④
 

人
⑨

 
人

 

⑤
 

人
⑩

 
人

 

Q
1
7
. 
2
0
1
7

年
度

の
貴

施
設

の
 

卒
業

生
の

出
身

地
域

 

 

※
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、
欄

外

の
余

白
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
 

 

市
町

村
名

 
人

数
 

市
町

村
名

 
人

数
 

①
 

人
⑥

 
人

 

②
 

人
⑦

 
人

 

③
 

人
⑧

 
人

 

④
 

人
⑨

 
人

 

⑤
 

人
⑩

 
人

 

Q
1
8
.直

近
3

年
間

に
貴

施
設

を
卒

業
し

て
介

護
施

設
や

事
業

所
に

就
職

し
た

人
で

退
職

し
た

人
の

把
握

状
況

（
1

つ
に

〇
）
 

1.
 

学
校

と
し

て
は

把
握

し
て

い
な

い
 

2.
 

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
 

3.
 

学
校

と
し

て
は

把
握

し
て

い
な

い
が

、
卒

業
生

の
担

当
教

員
が

任
意

に
把

握
 

4.
 

不
詳

で
あ

る
 

   

136



5 

  Ⅳ
．

貴
施

設
に

お
け

る
介
護

福
祉

士
養
成

学
科

・
コ
ー

ス
在

学
生
の

実
習

の
状
況

に
つ

い
て
伺

い
ま

す
。

 
設

問
 

回
答

欄
 

Q
1
9
.昨

年
度

（
2
0
1
7

年
度

）
の

在
学

生
の

実
習

先
の

施
設

等
種

別

ご
と

の
人

数
 

＊
な

お
複

数
の

施
設

種
別

に
実

習

に
行

っ
た

学
生

の
場

合
は

延
べ

人

数
を

回
答

く
だ

さ
い

。
 

 

1.
 

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
 

 
 

 
 

）
人

 
2.

 
介

護
老

人
保

健
施

設
（
 

 
 

 
 

）
人

 
3.

 
介

護
療

養
型

医
療

施
設

・
病

院
・
診

療
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
4.

 
訪

問
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
5.

 
通

所
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
6.

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）
人

 
7.

 
短

期
入

所
生

活
介

護
（
 

 
 

 
 

）
人

 
8.

 
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
9.

 
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）人
 

10
. 

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
11

. 
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

（
 

 
 

 
 

）
人

 
12

. 
有

料
老

人
ホ

ー
ム

（
 

 
 

 
 

）
人

 
13

. 
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

（
 

 
 

 
 

）
人

 
14

. 
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（
 

 
 

 
 

）
人

 
15

. 
障

害
者

総
合

支
援

法
に

お
け

る
介

護
給

付
の

事
業

所
（
 

 
 

 
 

）
人

 
16

. 
共

同
生

活
介

護
（
ケ

ア
ホ

ー
ム

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
17

. 
訓

練
等

給
付

の
事

業
所

（
自

立
訓

練
、

就
労

移
行

支
援

、
就

労
継

続
支

援
）
（
 

 
）人

 
18

. 
共

同
生

活
援

助
（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
19

. 
地

域
相

談
支

援
の

事
業

所
（
地

域
移

行
支

援
、

地
域

定
着

支
援

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
20

. 
そ

の
他

介
護

・
福

祉
系

の
仕

事
（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

）
（
 

 
 

 
 

）
人

 
21

. 
そ

の
他

介
護

・
福

祉
系

以
外

の
仕

事
（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
  

 
 

 
）
（
 

 
 

 
 

）
人

 

Q
1
9
-
1
.（

Q
1
9

で
回

答
し

た
実

習
先

に
つ

い
て

）
 

回
答

い
た

だ
い

た
実

習
施

設
の

主
な

所
在

市
町

村
、

及
び

実
習

生
の

延
べ

人
数

を
回

答
く
だ

さ

い
。

 

   

市
町

村
名

 
延

べ
人

数
 

市
町

村
名

 
延

べ
人

数
 

①
 

人
⑥

 
人

②
 

人
⑦

 
人

③
 

人
⑧

 
人

④
 

人
⑨

 
人

⑤
 

人
⑩

 
人

Q
2
0
.主

な
実

習
先

の
確

保
方

法
 

（
い

く
つ

で
も

〇
）
 

1.
 

当
校

・
法

人
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
法

人
役

職
員

、
学

校
の

教
職

員
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
か

ら
実

習
受

け
入

れ
先

を
発

掘
し

協
力

依
頼

し
て

い
る

 

2.
 

個
々

の
市

町
村

自
治

体
か

ら
「
実

習
生

」
の

受
け

入
れ

希
望

を
い

た
だ

く
機

会
ご

と
に

個
別

に
相

談
調

整
し

て
い

る
 

3.
 

介
護

福
祉

士
養

成
施

設
協

会
（
本

部
、

支
部

）
の

取
組

に
参

加
し

て
受

入
校

を
確

保
し

て
い

る
 

4.
 

当
校

の
卒

業
生

で
既

に
入

職
し

て
い

る
施

設
・
事

業
所

か
ら

の
勧

誘
が

あ
り

個
別

に
相

談
調

整
し

て
い

る
 

5.
 

営
利

紹
介

・
斡

旋
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

受
入

先
を

確
保

し
て

い
る

 

6.
 

そ
の

他
の

実
施

形
態

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

Q
2
1
.実

習
先

の
確

保
に

つ
い

て
は

ど
の

よ
う

な
状

況
で

す
か

 

（
1

つ
に

〇
）
 

1.
 

実
習

先
の

確
保

に
苦

労
し

て
い

る
 

2.
 

実
習

先
の

確
保

に
苦

労
し

て
い

な
い

 

貴
施

設
に

お
け

る
介

護
福

祉
士

養
成

コ
ー

ス
の

学
生

に
対

す
る

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

6 

設
問

 
回

答
欄

 

Q
2
2
.（

Q
2
1
.で

1
.に

回
答

）
 

主
に

ど
の

よ
う

な
ご

苦
労

が
あ

り

ま
す

か
（
い

く
つ

で
も

〇
）
 

 

1.
 

当
校

が
立

地
す

る
周

辺
地

域
に

は
実

習
先

に
該

当
す

る
施

設
・
事

業
所

の
立

地
が

限

ら
れ

る
 

2.
 

他
の

養
成

施
設

と
の

間
で

、
実

習
先

の
確

保
競

争
が

あ
る

 

3.
 

い
っ

た
ん

当
校

の
実

習
生

が
受

入
先

で
評

価
さ

れ
な

い
と

次
か

ら
は

受
入

協
力

を
辞

退
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
 

4.
 

受
入

協
力

を
い

た
だ

く
施

設
や

事
業

所
の

う
ち

、
受

入
体

制
や

職
場

環
境

に
つ

い
て

悪

質
な

と
こ

ろ
を

事
前

に
排

除
す

る
 

5.
 

実
習

に
行

く
学

生
の

基
本

的
な

マ
ナ

ー
教

育
に

苦
労

し
て

い
る

 

6.
 

実
習

先
施

設
・
事

業
所

の
立

地
が

広
域

な
こ

と
・
ア

ク
セ

ス
の

便
が

悪
い

た
め

実
習

先
を

巡
回

す
る

教
員

の
負

担
が

過
重

な
こ

と
 

7.
 

受
入

先
施

設
・
事

業
所

の
担

当
者

と
の

折
衝

、
苦

情
受

付
そ

の
他

へ
の

対
応

に
苦

労

し
て

い
る

 

8.
 

そ
の

他
の

理
由

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 Ⅴ
．
現

在
、
介

護
福

祉
士
養

成
施

設
に
お

い
て

は
、
在

学
生

が
就
学

継
続

し
卒

業
す

る
ま

で
様

々
な

支
援

の
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
と
な

っ
て

い
ま

す
。

貴
施

設
に

お
け

る
取

組
状

況
を

伺
い

ま
す

。
 

設
問

 
回

答
欄

 

Q
23

.在
学

生
に

対
す

る
就

業
継

続
支

援
の

実
施

状

況
（
い

く
つ

で
も

○
）
 

 

1.
 

介
護

福
祉

士
と

し
て

、
現

代
の
介
護

問
題
や

介
護
現

場
の
現

状
を
踏

ま
え
、
そ
の

役
割
を

自

覚
し

、
実

践
で

き
る

介
護

福
祉

士
養

成
教

育
の

実
施

（
そ

う
簡

単
に

あ
き

ら
め

な
い

、
辞

め
な
い

介
護
福

祉
士
養

成
）

 

2.
 

き
め

細
か

な
学

習
相

談
・
支

援
（
登

校
・
出

席
支

援
、
読
解

力
・
文

章
力

向
上
支

援
、
補
講

、

個
別
指

導
 
等

）
 

3.
 

き
め

細
か

な
生

活
相

談
の

実
施

（
生

活
態

度
の

指
導

、
交

友
関

係
の

支
援

 
ア

ル
バ

イ
ト
の

相
談

 
等

）
 

4.
 

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
を

含
め

た
健

康
相

談
の

充
実

 

5.
 

介
護

福
祉

士
と

し
て

一
線

で
活

躍
す

る
卒

業
生

の
仕

事
体

験
発

表
会

や
交

流
会

の
実

施
 

6.
 

地
域

や
施

設
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

支
援

 

7.
 

各
種

学
費

面
の

支
援

制
度

の
充

実
 

8.
 

そ
の

他
の

支
援

の
実

施
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

9.
 

特
に

実
施

し
て

い
な

い
 

Q
23

-
1
.（

Q
2
3
.で

1
～

8
に

回
答

し
た

方
の

み
） 

 
具

体
的

な
実

施
内

容
を

記

入
し

て
下

さ
い

 

  

Q
2
3

の
 

選
択

肢
番

号
 

具
体

的
な

取
り

組
み

の
内

容
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7 

   Ⅵ
．
貴

施
設
が

実
施

し
て
い

る
「

介
護
施

設
・
事

業
所

に
お

け
る

介
護

福
祉

士
の

確
保
・
定

着
・
育

成
を

支
援

す
る

各
種

の
取

組
」

の
実

施
状
況

を
伺

い
ま

す
。

 
 Q

2
4
. 

現
在

、
介

護
福

祉
士

と
し

て
働

い
て

い
る

人
に

対
す

る
、

研
修

や
学

習
支

援
（
Q

2
4
-1

、
及

び
Q

2
4
-
2

い
ず

れ
に

も
回

答
し

て
く

だ
さ

い
）
 

Q
2
4
-
1
.貴

施
設

の
卒

業
生

に
対

す
る

卒
後

教
育

の
状

況
 

設
問

 
回

答
欄

 

（
１

）
卒

業
生

に
対

す
る

卒
後

教
育

の
実

施
状

況
（
い

く
つ

で
も

○
）
 

 

1.
 

専
攻

学
科

や
コ

ー
ス

で
教

育
研

修
体

系
を

構
築

し
て

実
施

 

2.
 

他
の

専
門

職
養

成
コ

ー
ス

を
含

め
て

全
校

統
一

し
た

教
育

研
修

体
系

を
構

築
し

て
実

施
 

3.
 

各
担

当
教

員
の

判
断

で
実

施
方

法
や

実
施

頻
度

を
決

め
て

実
施

 

4.
 

卒
業

生
で

設
置

し
て

い
る

組
織

が
主

催
し

て
（
教

員
も

必
要

に
応

じ
て

参
加

協
力

し
）
研

修
会

を
開

催
 

5.
 

そ
の

他
の

仕
組

み
で

実
施

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

6.
 

特
に

当
校

の
取

組
と

し
て

は
実

施
し

て
い

な
い

 

（
（
１

）で
1
～

5
に

回
答

し
た

方
の

み
）
 

 
（
２

）
、

（
３

）
に

回
答

し

て
下

さ
い

。
 

 （
２

）
卒

業
生

に
対

し
て

実
施

し
て

い
る

卒
後

教
育

の
形

態
 

（
い

く
つ

で
も

○
）

1.
 

定
期

的
に

、
卒

業
生

向
け

教
育

研
修

を
開

催
 

2.
 

不
定

期
に

、
卒

業
生

向
け

教
育

研
修

を
開

催
 

3.
 

卒
業

生
の

就
業

先
を

訪
問

し
て

相
談

や
励

ま
し

を
実

施
 

4.
 

卒
業

生
と

の
メ

ー
ル

や
書

簡
に

よ
る

相
談

や
教

育
研

修
を

実
施

 

5.
 

学
校

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

相
談

や
教

育
研

修
を

実
施

 

6.
 

そ
の

他
の

実
施

形
態

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

（
３

）
卒

業
生

に
対

し
て

実
施

し
て

い
る

卒
後

教
育

（
①

に
記

入
し

た

も
の

）
に

つ
い

て
、

②
、

③
に

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

①
 

以
下

の
各

欄
に

（
２

）
に

回
答

し
た

番

号
を

記
入

し

て
く

だ
さ

い
。

 

 

②
実

施
頻

度
（
1

つ
に

○
）
 

 

③
そ

れ
を

実
施

し
て

ど
の

よ
う

な
効

果
が

出
て

い
ま

す
か

（
い

く
つ

で
も

○
）
 

1.
 

数
年

に
1

回
程

度
 

2.
 

毎
年

1
回

 

3.
 

年
内

に
数

回
 

4.
 

そ
れ

以
上

の
頻

度
で

実
施

 
5.

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

1.
 

卒
業

生
の

育
成

に
効

果
 

2.
 

卒
業

生
に

対
す

る
事

業
所

の
処

遇

改
善

に
効

果
 

3.
 

卒
業

生
の

職
場

へ
の

定
着

に
効

果
 

4.
 

そ
の

他
の

効
果

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

5.
 

ま
だ

具
体

的
な

効
果

は
確

認
で

き
な

い

 
1
. 
2
. 
3
. 
4
. 
5
.(
 
 

 
)
 

1
. 
2
. 
3
. 
4
.（

 
 
 

  
）

 
5.

 
1
. 
2
. 
3
. 
4
. 
5
.(
 
 

 
)
 

1.
 
2.
 
3.
 
4.
（

 
 
 

  
）

 
5.
 

 
1
. 
2
. 
3
. 
4
. 
5
.(
 
 

 
)
 

1.
 
2.
 
3.
 
4.
（

 
 
 

  
）

 
5.
 

（
（
１

）
で

6
に

回
答

し
た

方
の

み
）

（
４

）
施

設
と

し
て

、
卒

業
生

に
対

す
る

卒
後

教
育

を
実

施
し

て
い

な

い
主

な
理

由
（
い

く
つ

で
も

○
）
 

1.
 

教
職

員
の

配
置

・
勤

務
状

況
か

ら
み

て
実

施
体

制
を

と
る

余
力

が
な

い
 

2.
 

卒
業

生
の

就
職

後
の

継
続

的
教

育
研

修
機

会
の

提
供

は
、

全
国

の
専

門
の

研
修

機
関

の
自

主
的

な
活

用
に

任
せ

る
と

い
う

法
人

・
学

科
等

の
方

針
 

3.
 

卒
業

生
の

就
職

後
の

継
続

的
教

育
研

修
機

会
の

提
供

は
、

就
職

・
配

属
先

の
法

人
・
事

業
所

に
お

け
る

O
JT

や
O

F
F
-
JT

に
任

せ
る

と
い

う
法

人
・
学

科
等

の
方

針
 

4.
 

そ
の

他
の

理
由

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

（
全

員
の

方
）
 

（
５

）
卒

業
生

に
対

す
る

卒
後

教
育

に
つ

い
て

、
貴

施
設

の
今

後
の

展

望
、

方
針

（
1
～

4
の

選
択

肢
１

つ

に
○

を
つ

け
、

さ
ら

に
記

入
欄

に

自
由

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

）
 

  

1.
 

今
後

よ
り

充
実

強
化

し
た

い
 

2.
 

当
面

は
現

在
の

取
組

を
継

続
 

3.
 

今
後

は
、

現
在

の
取

組
を

絞
り

込
み

た
い

 

4.
 

現
在

、
今

後
の

方
針

に
つ

い
て

検
討

中
で

あ
る

 

【
今

後
の

展
望

に
つ

い
て

、
自

由
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

】
 

次
に

、
介

護
施

設
・
事

業
所

が
介

護
福

祉
士

を
確

保
し

育
成

す
る

こ
と

や
、

介
護

福
祉

士
の

就
業

継
続

を
支

援
す

る
こ

と
に

関
連

し
て

、
貴

施
設

が
実

施
し

て
い

る
こ

と
を

伺
い

ま
す

。
 

8 

Q
2
4
-
2
.上

記
の

卒
業

生
向

け
の

取
組

の
他

、
貴

施
設

が
取

り
組

ん
で

い
る

「
介

護
福

祉
士

と
し

て
働

い
て

い
る

人
に

対
す

る
研

修
や

学
習

支
援

」
の

状
況

。
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）
 

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

②
の

選
択

肢
 

※
下

記
の

選
択

肢
は

、
Q

2
5
～

3
1

の
設

問
②

の
選

択
肢

と
し

て
も

使
用

し
ま

す
。

 
1.

 
本
校
単
独
の
取
組
で
あ
る

 
2.

 
市
町
村

 
3.

 
県

 
4.

 
国

 
5.

 
地
方
厚
生
局

 
 

6.
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
労
働
機
関

 
7.

 
地
域
の
介
護
経
営
者
・
事
業
所
団
体

 
8.

 
個
別
別
法
人
・
事
業
所

 
9.

 
日
本
介
護
福
祉
士
会

 
1
0
. 

そ
の
他
介
護
職
等
の
組
織
・
協
議
会
等
 

（
具
体
的
に
）

 

11
. 

県
社
会
福
祉
協
議
会

 
12

. 
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

 
13

. 
商
工
団
体

 
14

. 
福
祉
系
高
校

 
15

. 
そ
の
他
（
具
体
的
に
）

 
 

 Q
2
5
. 

離
職

者
訓

練
生

の
養

成
施

設
へ

の
受

け
入

れ
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
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Q
2
6
. 

実
務

者
研

修
受

講
者

等
に

対
す

る
支

援
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1 
 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

 Q
2
7
. 

小
中

学
校

、
高

等
学

校
の

生
徒

、
学

生
、

保
護

者
、

教
職

員
等

に
対

す
る

啓
発

、
情

報
提

供
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

      

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

10
 

Q
2
8
. 

介
護

現
場

職
員

に
対

す
る

介
護

技
術

や
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

等
に

関
す

る
指

導
や

教
育

 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1 
 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

 Q
2
9
. 

地
域

住
民

等
に

対
す

る
介

護
技

術
研

修
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携

協
働

し
て

い
る

機
関

等
 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

    

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
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Q
3
0
. 

介
護

福
祉

士
の

子
育

て
や

家
族

介
護

後
の

復
職

支
援

 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携
協

働
し

て
い

る
機

関
等

 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

 Q
3
1
. 

そ
の

他
の

取
組

（
介

護
施

設
・
事

業
所

の
運

営
全

般
に

関
す

る
支

援
等

を
含

め
）
 

（
2
）
（
（
1
）で

1
.を

回
答

し
た

方
の

み
）
具

体
的

に
実

施
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

 

①
取

組
の

名
称

、
概

要
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
主

な
財

源
種

別
を

含
む

）

②
取

組
に

お
け

る
連

携
協

働
し

て
い

る
機

関
等

 

（
い

く
つ

で
も

〇
） 

③
実

施
実

績
と

成
果

 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く
だ

さ

い
。

 

④
課

題
 

※
以

下
に

具
体

的
に

記
入

く

だ
さ

い
。

 

取
組

1.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

取
組

2.
 

 1
.
 
2.
 
3
. 

4
. 

5
.
 

6
.
 
7.
 
8
. 

9
. 

 

1
0
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

1
1
. 
12
.
 
1
3
.
 
1
4.
 

1
5
.（

 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

②
の

選
択

肢
は

、
Q

2
4
-
2

と
同

じ
で

す
。

 

     

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

設
問

 
回

答
欄

 

（
1
）
本

年
度

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

（
1

つ
に

○
） 

1.
 

実
施

し
て

い
る

 

2.
 

実
施

し
て

い
な

い
 

12
 

    Ⅶ
．

中
山

間
地

域
や

離
島

の
介

護
施

設
・
事

業
所

で
働

く
介

護
福

祉
士

の
確

保
・
定

着
に

関
し

て
、

貴
施

設
が

ご
存

じ
の

“
介

護
福

祉
士

養
成

施
設

と
介

護
施

設
・
事

業
所

、
市

町
村

や
県

そ
の

他
機

関
と

の
協

働
連

携
に

よ
る

取
組

事
例

”
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
※

直
近

３
年

間
（

2
0
1
6
年
時

期
以

降
）
を

目
途

と
し

ま
す

。
 

 Q
3
2
～

3
9
そ
れ

ぞ
れ

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。
 

Q
3
2
. 

現
在

、
介

護
福

祉
士

と
し

て
働

い
て

い
る

人
に

対
す

る
、

研
修

や
学

習
支

援
 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

Q
3
3
. 

離
職

者
訓

練
生

の
養

成
施

設
へ

の
受

け
入

れ
 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

Q
3
4
. 

実
務

者
研

修
受

講
者

等
に

対
す

る
支

援
 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

Q
3
5
. 

小
中

学
校

、
高

等
学

校
の

生
徒

、
学

生
、

保
護

者
、

教
職

員
等

に
対

す
る

啓
発

、
情

報
提

供
 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

   

次
に

、
貴

施
設

以
外

の
取

組
で

、
ご

存
じ

の
事

例
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ
い

。
な

お
、

取
り

組
ま

れ
て

い
る

地
域

は
、

全
国

、
中

国
地

方
を

問
い

ま
せ

ん
。
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Q
3
6
. 

介
護

現
場

職
員

に
対

す
る

介
護

技
術

や
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

等
に

関
す

る
指

導
や

教
育

 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

 Q
3
7
. 

地
域

住
民

等
に

対
す

る
介

護
技

術
研

修
 

事
例

1.
 

    

事
例

2.
 

    

 Q
3
8
. 

介
護

福
祉

士
の

子
育

て
や

家
族

介
護

後
の

復
職

支
援

 

事
例

1
. 

    

事
例

2
. 

    

 Q
3
9
. 

そ
の

他
の

取
組

（
介

護
施

設
・
事

業
所

の
運

営
全

般
に

関
す

る
支

援
等

を
含

め
）
 

事
例

1.
 

    

事
例

2.
 

    

  
 

14
 

 

 平
成

2
8

年
1
1

月
2
8

日
に

「
出

入
国

管
理

及
び

難
民

認
定

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」
（
平

成
2
8

年
法

律
第

8
8

号
）が

公
布

さ
れ

、
我

が
国

の
介

護
福

祉
士

養
成

施
設

を
卒

業
し

て
介

護
福

祉
士

国
家

資
格

を
取

得
し

た
留

学
生

に
対

し

て
、

国
内

で
介

護
福

祉
士

と
し

て
介

護
又

は
介

護
の

指
導

を
行

う
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

在
留

資
格

「
介

護
」が

新
た

に
創

設
さ

れ
、

平
成

2
9

年
9

月
1

日
か

ら
施

行
さ

れ
ま

し
た

。
 

Ⅷ
．

貴
施

設
に

お
け

る
外
国

人
留

学
生
の

受
け

入
れ
に

つ
い

て
伺
い

ま
す

。
 

設
問

 
回

答
欄

 

Q
4
0
.外

国
人

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い
て

 

貴
施

設
の

方
針

（
1

つ
に

〇
）
 

 

1.
 

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

き
た

い
 

2.
 

積
極

的
で

は
な

い
が

、
日

本
人

の
職

員
が

確
保

で
き

な
い

以
上

や
む

を
得

な
い

選
択

だ
 

3.
 

優
秀

な
人

材
を

十
分

審
査

し
た

う
え

で
厳

選
し

て
受

け
入

れ
た

い
 

4.
 

受
け

入
れ

な
い

 

5.
 

現
在

方
針

を
検

討
中

 

Q
4
1
.外

国
人

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い
て

 

①
、

②
に

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。
 

①
貴

施
設

で
は

ど
の

よ
う

に
効

果
（
今

後
の

期
待

見
込

み
を

含
め

て
）
を

評
価

し
ま

す

か
。

（
い

く
つ

で
も

〇
）
 

1.
 

定
員

充
足

率
の

向
上

（
収

益
の

改
善

）
に

寄
与

す
る

 

2.
 

地
域

や
現

場
の

要
望

に
応

え
る

 

3.
 

日
本

の
学

生
に

と
っ

て
良

い
刺

激
に

な
る

 

4.
 

日
本

の
介

護
を

ア
ジ

ア
や

世
界

に
発

信
す

る
 

5.
 

そ
の

他
の

評
価

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 
②

中
国

地
方

に
立

地
す

る
介

護
施

設
や

事

業
所

に
対

す
る

効
果

は
見

込
め

ま
す

か
。

（
い

く
つ

で
も

〇
）
 

 

1.
 

中
国

地
方

で
は

概
ね

、
施

設
や

事
業

所
の

人
員

確
保

状
況

が
改

善
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
 

2.
 

卒
業

後
は

、
大

都
市

圏
等

待
遇

条
件

が
よ

り
よ

い
地

域
に

て
就

職
す

る
こ

と

が
見

込
ま

れ
る

か
ら

、
中

山
間

地
域

が
大

半
の

中
国

地
方

で
は

あ
ま

り
人

材

不
足

解
消

効
果

は
見

込
め

な
い

。
（
広

島
市

等
の

都
市

部
を

除
く

）
 

3.
 

中
国

地
方

の
中

で
、

待
遇

条
件

や
入

職
後

の
研

修
や

育
成

な
ど

の
体

制
が

充
実

し
て

い
る

法
人

に
つ

い
て

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

に
効

果
が

あ

る
だ

ろ
う
 

4.
 

そ
の

他
の

効
果

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

5.
 

効
果

は
な

い
 

Q
4
2
.外

国
人

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い

て
、

課
題

と
思

わ
れ

る
こ

と
は

な
ん

で
す

か
。

（
い

く
つ

で
も

〇
）
 

 

1.
 

留
学

生
に

求
め

る
日

本
語

能
力

試
験

の
水

準
が

低
す

ぎ
る

 

2.
 

外
国

人
留

学
生

の
教

育
に

求
め

ら
れ

る
教

育
方

法
が

ま
だ

十
分

に
確

立
で

き
て

い
な

い
 

3.
 

生
活

全
般

に
関

す
る

支
援

や
指

導
や

助
言

体
制

が
確

保
し

に
く

い
 

4.
 

卒
業

生
を

き
ち

ん
と

育
成

で
き

る
介

護
現

場
を

も
つ

介
護

事
業

者
を

就
職

先

と
し

て
紹

介
で

き
る

体
制

が
十

分
で

な
い

 

5.
 

外
国

人
留

学
生

の
受

け
入

れ
に

関
し

て
、

日
本

の
学

生
の

保
護

者
等

の
理

解
を

得
る

 

6.
 

そ
の

他
の

課
題

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

7.
 

特
に

課
題

は
な

い
 

8.
 

ど
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

か
わ

か
ら

な
い

、
こ

れ
か

ら
情

報
収

集
す

る
 

Q
4
3
.外

国
人

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い

て
、

貴
施

設
の

今
後

の
中

長
期

的
な

展
望

や
ご

意
見

ご
要

望
な

ど
自

由
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

  

【
自

由
に

ご
意

見
等

記
載

し
て

く
だ

さ
い

】
 

   

次
に

、
外

国
人

留
学

生
の

受
け

入
れ

に
つ

い
て

、
伺

い
ま

す
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     Ⅸ
．
今

後
、
介

護
福

祉
士
養

成
施

設
と

そ
の

他
多

様
な

機
関

が
連

携
・
協

働
し

て
、
中

国
地

方
の

中
山

間
地

域
や

離

島
に

お
け

る
介

護
福

祉
士
の

確
保

や
育

成
、
定

着
（

離
職

防
止

）
を

推
進

す
る

に
あ

た
っ

て
、
効

果
的

と
思

わ
れ

る

自
治

体
や

国
を

含
め

た
多
機

関
協

働
・

連
携

事
業

を
自

由
に

提
案
し

て
く

だ
さ
い

。
 

 

Q
4
4
. 

効
果

的
と

思
わ

れ
る

協
働

連
携

の
取

組
の

概
要

・
イ

メ
ー

ジ
 

Q
4
5
. 

介
護

福
祉

士
養

成
施

設
の

役
割

や
協

力
・
参

加
場

面
等

を
提

案
し

て
く
だ

さ
い

。
 

Q
4
6
. 

自
治

体
（
市

町
村

や
県

）
の

役
割

や
協

力
・
参

加
場

面
等

を
提

案
し

て
く
だ

さ
い

。
 

Q
4
7
. 

地
方

厚
生

局
の

役
割

や
協

力
・
参

加
場

面
等

を
提

案
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 Q
4
8
. 

厚
生

労
働

省
の

役
割

や
協

力
・
参

加
場

面
等

を
提

案
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 Q
4
9
. 

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
労

働
機

関
の

役
割

や
協

力
・
参

加
場

面
を

提
案

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 Q
5
0
. 

職
能

団
体

や
事

業
者

団
体

の
役

割
や

協
力

・
参

加
場

面
を

提
案

し
て

く
だ

さ
い

。
 

  

次
に

、
今

後
の

介
護

福
祉

士
養

成
施

設
と

多
機

関
が

連
携

・
協

働
し

て
、

介
護

福
祉

士
の

確
保

定
着

、
育

成
を

推
進

す
る

あ
り

方
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。
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Q
5
1
. 

そ
の

他
、

自
由

に
提

案
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 Ⅹ
．
今

後
、
貴

養
成

施
設
は

、
自

治
体
や

地
域

の
多

機
関

や
専

門
職

等
と

協
働

連
携

し
た

介
護

福
祉

士
の
確

保
・
定

着
、

育
成

等
に

関
す

る
環
境

整
備

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

役
割

を
は

た
し

て
い

く
意

向
で

す
か

。
 

Q
5
2
.貴

施
設

の
今

後

の
方

針
（
1

つ
に

〇
）
 

  

1.
 

積
極

的
に

役
割

を
果

た
し

た
い

 

2.
 

当
面

は
現

在
実

施
し

て
い

る
取

組
を

継
続

実
施

し
役

割
を

果
た

し
て

い
き

た
い

 

3.
 

特
に

連
携

し
た

役
割

を
発

揮
す

る
予

定
は

な
い

 

4.
 

現
在

、
法

人
と

し
て

ど
の

よ
う

な
役

割
を

は
た

し
て

い
く

か
に

つ
い

て
検

討
中

で
あ

る
 

5.
 

わ
か

ら
な

い
 

Q
5
2
-
1
.（

Q
5
2

で
１

、
2

に
回

答
し

た
方

）
具

体
的

に
ど

の
よ

う

な
こ

と
で

す
か

。
 

（
い

く
つ

で
も

〇
）

 

1.
 

学
生

の
実

習
先

の
学

習
指

導
者

の
育

成
支

援
 

2.
 

介
護

現
場

で
働

く
介

護
福

祉
士

の
継

続
的

な
研

修
機

会
の

提
供

 

3.
 

介
護

現
場

で
働

く
介

護
福

祉
士

の
相

談
・
支

援
機

能
の

発
揮

 

4.
 

介
護

福
祉

士
の

入
職

支
援

機
関

の
相

談
・
紹

介
事

業
の

強
化

に
対

す
る

支
援

 

5.
 

介
護

施
設

や
事

業
所

の
経

営
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

改
善

、
向

上
に

対
す

る
支

援
 

6.
 

養
成

施
設

の
教

員
確

保
・
育

成
に

関
す

る
相

互
協

力
関

係
の

強
化

 

7.
 

小
中

学
校

や
高

等
学

校
の

教
職

員
、

保
護

者
向

け
の

啓
発

事
業

の
強

化
 

8.
 

そ
の

他
の

取
組

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

  

以
上

で
す

。
ま

こ
と

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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